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「と、言うわけで、お前にはデモ隊に占拠されている銀座駐屯地に行って、特地派遣部隊の狭間はざま陸将にこれを届けて貰もらいたい」

　嘉か納のうは、飾り気のない仕草で、約束の時間に約束の場所へと現れた伊丹いたみに書類の入った封筒を示した。場所は埼玉県の河か川せん敷じきにある某ぼうゴルフ場。

　現職大臣の前ということもあって、富とみ田たと栗くり林ばやしは私服ながら直立不動の姿勢をとって並んでいる。列外にはテュカ、そして伊丹がいる。

　嘉納の秘書官の野の路じは、乗用車のヘッドライトで、緑の芝しば生ふの上に駐機している一機のヘリコプターを照らした。

　その傍かたわらでは、オレンジ色の繋ぎを着た整備要員と野路が、小型トラックに積まれたドラム缶からホースを伸ばしてヘリに給油作業をしている。

　伊丹は書類を受け取りつつ、心の底から湧き上がる疑念を問いただした。

「レレイの件は？」

「それについては俺の立場から何とも言えん。お前が思ったようにすればいい」

　狡ずるいやり方である。命令してない。伊丹が勝手に行動したという言い訳が出来るようになっているのだ。だが、伊丹としてもこれに文句を言うつもりはない。何も言われなくても助けに行く決心は固まっていたからだ。

　嘉納は続ける。

「紹介しよう。こいつは間ま所どころ航空のパイロットの河合かわいだ。元海自の二等海尉でな、俺の個人的な伝つ手てでなんとか無理を聞いてもらえそうなパイロットは、こいつだけなんだ」

　地図を片手に、飛行経路を確認していたパイロットは、紹介を受けると伊丹に手を伸ばした。

「よろしく伊丹二等陸尉。銀座上空、高度一万三千フィートまでご案内しますので、大船に乗ったつもりでいて下さい」

　伊丹もつられてその手を取って握手し返したものの、話に出た不ふ穏おんな数字が引っかかり声を上げた。

「えっ!?　高度一万三千フィートって何？」

「作戦をご説明します、伊丹二等陸尉。これをご覧下さい」

　すると野路が前に出て来た。

　秘密の作戦という雰囲気に興奮しているのか、嘉納の秘書は奇妙なまでに張り切っていた。乗用車のボンネットに大きな紙を広げ懐中電灯で照らす。

　何かと思って見れば、それは銀座駐屯地のドームの設計図であった。

「防衛省から大臣が個人的な伝手で入手して下さった資料です。国家機密の漏ろう洩えいにあたることをお含み置き下さい。それでこのドームなんですが、天頂部に実はマンホールの蓋ふたのようなハッチが作られています。ここに降りることが出来れば、周囲を取り巻いている暴徒に邪魔されずに内部に入ることが出来るはずです。しかも具合の良いことにちょうどこの真下が『門』です。ザイルを用意しましたので、内部に侵入したらこれを使って『門』の前に降りて下さい」

　野路は、ボンネットに登山用の真っ赤な四十メートルザイルと、八の字鐶、カラビナの束をドスンと置いた。

　それに加えて、銃身を水平に二本連ねた中折れ式の散弾銃をごろっと転がした。銃身を短く切るという違法な改造が施してあり、大型の機関拳銃に近いサイズになっている。弾も箱ごとどんと置いた。

「残念ながら私では武器がどうにもなりません。仕方ないので、大臣が個人的に所有されている散弾銃を盗んで参りました。保管用のロッカーごと盗まれたと盗難届を出しますので、決してお持ち帰りにならないようお願いします」

　自分のした違法行為をいけしゃあしゃあと語る大臣秘書に、伊丹は「なんだかなぁ」と呆れた。

「これだけでは火力不足かなと気に病やんでたんですが、富田、栗林の両氏が自前で武器をお持ちだったのが幸いです」

　富田と栗林はそれぞれに手にしたＰＤＷを見せつけた。

　それから、と野路は大きな箱を取り出す。

「ご注文のアーチェリーです。でもこんな強ごう弓きゅう、テュカ嬢は引けるんですか？」

「あら、弓は腕じゃなくて背筋で引くものよ」

　テュカは受け取ると瞬く間に組み立てて、矢をつがえると弦つるをくいっと弾いて見せた。

「Acute-hno unjhy Oslash-dfi jopo-auml yuml-uya whqolgn!」

　呪文と共に放たれた矢は、追い風の加速を受けて、ティーグランドからパー４と設定されているミドルホールのグリーンにある、ピンの小旗の中央を貫いて止まった。

「おおっ！　この距離をホールインワンとは！　さすがです。お見それしまた」

　だが伊丹は、話の前提条件が理解できないと異議を唱えた。

「ちょ、ちょっと待って下さい。今さっき、パラシュートで降りろとか言いませんでした？」

「はい。伊丹二尉と、富田二曹のお二人が空くう挺ていの資格をお持ちだから出来る作戦です。お二人ともスカイダイビングもプロ並みとか。軍用のパラシュートがどうしても手に入りませんでした。なのでスカイダイビング用のパラシュートを二組用意しています。これで我慢して下さい。急いだので色はもうカラフルな奴しか手に入りませんでした」

　そう言いながら、パラシュートの詰まったコンテナ（背負い袋）をトランクから引っ張り出した野路は、その一つを伊丹に、そしてもう一つを富田に押しつけた。

「富田はスカイダイビングするの？」

「インストラクターの資格をお持ちだそうです」

　富田は「そうなんですよ」と、慣れた手つきで早速コンテナから伸びたハーネスを身に纏まとい始めた。

「高度一万三千フィートから、自由降下？　しかも夜間に!?　タンデムで!?」

　そんなの出来るはずがないと言おうとする伊丹の機先を制し、嘉納が安心したように告げた。

「お前が落下傘降下のプロでよかったぜ！　この方法がダメだってことになりゃ、もう手の施しようがなかったからな」

　慌てて、ちょっと待ってくれと伊丹は嘉納に迫った。

　嘉納の言っているそれは欺ぎ瞞まん情報であって、伊丹自身にはそんな能力は欠片かけらすらなかったからである。伊丹はパラシュートのプロどころか、降下長と副降下長の二人がかりで蹴け落おとされてやっとこさ空に飛び出した、言うなれば臆病者なのだ。

　このことは、過去にも何度か説明したことがあったはずである。だが、この緊急事態のせいで、どうやら太郎閣下の頭からはそのことがすっぽりと抜けているようであった。

　だが、「ラッキー！」とハーネスに手を伸ばすテュカに手を引っ張られたため、訂正の機会を逸いっしてしまう。この娘、霞かすみヶが浦うらで体験ジャンプをして以来、やみつきになってしまったようだ。

「ヨウジ！　はやく着けよう、着けようよ」

　伊丹はテュカの身体に、ハーネスを装着しながら言った。

「ぎ、銀座なら空からじゃなくても、マンホールとか地下鉄の作さ業ぎょう坑こうとか、噂に名高い東京の隠し地下通路とか、進入路はいろいろとあるんじゃないですか？　無理に降下なんかしなくても」

「そんな物ねぇんだよ。いろいろ噂のある地ち下か壕ごうだの地下通路なんてのは、皇居と永田町とかあっちの方の代物でな、銀座辺りまではカバーしてない」

「あ、いや……でも」

　野路が、他の侵入方法は既に検討した、他の選択肢はないのだからつべこべ言うなとばかりに続けた。

「いいですか？　先ほども言いましたが、ご用意したパラシュートはカラフルで大変によく目立ちます。なので警察に話をつけました。降下の時間に合わせて銀座の送電を一時的に停止します。そうすれば街は完全に暗闇になって見えなくなるでしょう。ほぼ同時に機動隊が放水してデモ隊の引っこ抜きをはじめて陽動をかけます。敵の注意はそこに引きつけられるはず。伊丹二等陸尉はその隙を突いて『門』に降下して下さい。いいですね」

　さあ、時間がありません、早く装備をつけて下さいと、秘書官の野路に急かされた伊丹は、とにかく自分もパラシュートを背せ負おった。栗林の装備は富田が丁てい寧ねいに取り付けている。ハーネスの装着法は空挺傘と同じなので伊丹が困ることはなかった。

　だがテュカは、伊丹の動作にキレのなさを感じたのか直ちょく截さいに尋ねた。

「もしかして行きたくない？」

　すると伊丹はテュカにだけ聞こえるように答えた。

「期待を裏切るみたいで悪いけど、お前の時だって俺は嫌で嫌で仕方なかったんだ。無茶苦茶恐かったんだぞ」

「なのに頑張ってくれたのね!?　嬉しい！」

　ところがテュカは、伊丹の首にしがみついた。どうやら彼女の耳には、お前のために炎龍の恐怖を乗り越えたのだと聞こえたようである。

「高いところから飛び降りるのと、炎龍、どっちが恐い？」

「お、同じくらい。だいたい、俺はスカイダイビングの資格なんて持ってないんだぞ。これって航空法違反だよ。スカイダイビングの協会が聞いたら、きっと文句を言って来るぜ」

　だが他に選せん択たく肢しがない以上、ぶっつけ本番でもやるしかないのだ。

「大丈夫よ。きっとヨウジは乗り越えられるわ」

「そう言って貰えると勇気が出るよ」

「大丈夫。『ぱらしゅうと』さえちゃんと開いてくれたら、降りる場所は操ってあげられるから。前に体験させて貰った時に風の精霊とすっごく仲良くなれたのよ」

　スカイダイビング用のスーツ、そしておでこにゴーグル代わりの暗視鏡をつけたテュカは、降下の風圧で邪魔にならないよう、髪を三つ編みにしていく。

「夜の空中散歩なんて、わくわくしちゃう。そのまま落ちちゃっても、まぁヨウジとだったら……うん、いいかもね」

　貴方とだったら死んでも良いと告白するテュカの口ぶりは、大変に楽しそうであった。




　離陸したヘリは加速しつつ前進し、ゴルフ場を抜ける辺りで機首を上に向け強引に高度を上げた。

　急激な上昇に大きく揺すられて、ジェットコースターに乗っているような感覚を味わう。

　瞬く間に市街地が視界の下に流れていく。街灯、窓の明かり、自動車のライトなどが、さながら流星のようであった。

　富田が、栗林のハーネスをまさぐって緩ゆるみがないかを調べている。パラシュートが開いて全体重をハーネスに預けた時、ホンの少し緩みがあっても恐怖を感じることになるからだ。

「富田、お前が仕切ってくれ。タンデムなんてしたことないから、こっちの点検も頼む」

「俺が降下長ですか？　分かりました。みんな、よく聞いてくれ。これからハーネスを接続するから栗林は俺の膝ひざに乗れ」

「テュカは、俺の膝の上だ」

「えっ！　ここで病院での続きをするの!?」

「馬鹿、んなことするか、ハーネスを繋ぐだけだ」

「知ってる」

　うふふとからかうように笑うテュカの頭を、伊丹は軽くこづいた。

「いた～い」

「接続と点検を済ませたら、河合さんの十分前の合図で、ヘリのステップに足をかけて座ります。隊長もテュカと俺の隣に腰掛けてください。で、河合さんのＧＯサインで飛び降ります。隊長は、ドローグシュートを忘れないようにして下さいよ」

　富田は、伊丹のコンテナ右下に挟み込んである小型の落下傘を指さした。

「『三降下』目で投げるんだったっけ？」

　富田はそうだと頷くと、そろそろ準備しましょうと、栗林の両脇に腕を回して軽々と自分の膝の上に座らせ、ハーネスの接続を始めた。

「隊長、大丈夫ですか？　顔が引きつってますよ」

　栗林は緊張した面持ちでゴーグルの装着具合を確かめている。指先が震えているのは、きっと寒いからではないだろう。

　伊丹も、慌てて顔をゴーグルで隠した。

「これでも元特殊作戦群だぞ。スカイダイビングなんてのは超がつくベテランなんだ」

「嘘ですよね？」と疑わしそうな視線の栗林。

「本当だよ。実は、本当は超Ｓクラスなのに、面倒くさいからそれを隠してオタクを演じてたって奴だ。何かあったら助けてやるから安心して飛べ」

「何それ!?　無茶苦茶中二病！」

「格好良いだろう？」

　やったこともないのによく言う男である。伊丹の知識は、周りが経験者ばかりなので日常的に飛び交う会話を聞き覚えたり、自主練を見て得た「門前の小僧」知識なのだ。

　だが栗林はそれで安心できたのか、「そっか、そうなんだ」と何度も何度も頷いていた。

「栗ボー、自由落下中に富田の手にしがみつくなよ。ハーネスをぎゅっと握ってろ。それと気圧の急激な変化で耳が無茶苦茶痛くなるからな、耳抜きは出来るか？」

　栗林は緊張を感じさせる態度で「は、はい」と素直に頷いた。伊丹をベテランと信じたのだろう。

　伊丹は、富田の手首にある高度計を指さして告げた。十二までの数字が描かれているが、その針はもう振り切っていて、数字があるとすれば十三と書き込むべきところにその先端を向けている。

「富田、俺は早めに開傘してゆっくり降下するから、俺が見えなくても焦あせらなくて良いいぞ」

「了解！」

「伊丹二等陸尉！　降下十分前」

　パイロットの声が耳に入ると、伊丹は乏とぼしい勇気を身体に満たすため、大きく息を吸った。
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　劉りゅうは小さく咳払いするとメガホンを口元に引き寄せ、目の前にそびえる巨大な『門』に向けた。

「我々は、特地を日本の独占から解放するために行動を起こした国際ＮＧＯです。自衛隊の諸君は、速すみやかに、我々の特地への立ち入りを認めてください！」

『門』の中央に七四式戦車を置き、その周囲に人垣を作って、特地には一歩も踏み入らせまいという構えを見せる自衛隊側の回答は、劉が予想した通りのものであった。

「特地は、日本国政府の管理地である。我々は政府の許可を得ていない者の立ち入りは認めない」

「特地をあたかも日本の領土であるかごとく言う君達の意見には、全く賛同できません。特地には、日本国政府も批ひ准じゅんしている宇宙条約が適用され、どんな国も領有することが禁じられているからです」

「そういった主張は政府に対して行って頂きたい。そもそも我々は、特地を宇宙条約の対象とは考えていない。何故なら宇宙条約の対象は無主の天体・宇宙空間だからである。だが特地やアルヌスは、帝国の施政権下にあった。従って宇宙条約の対象外である。そして我が国の領有権は、帝国との講和条約締結によって認められている」

「国際社会は、帝国を国家として承認していません。それを受け、我々もまた特地を無主の宇宙天体であると考えます。この論法は、かつて北ほう条じょう首相も使用したもので、これによって特地は、宇宙条約が適用されるものとなります！」

「銀座事件勃ぼっ発ぱつ時と現在とでは状況が違っている。我が国は講和条約を取り交わすにあたって、帝国を国家として承認している。これによって、宇宙条約は適用されなくなった」

「帝国を国家として承認したのは日本政府だけで、国際社会が認めたわけではありません。我々が、様々な国から集まっている現実を君達は見るべきです」

「だからそういう要求は、日本政府に対して行いなさい。君達がどのような理屈を述べようとも、我々自衛隊はあくまでも政府の命令で動く。政府の許可を持たない君達を通すことはありえない」

「君達がそのような頑かたくなな態度をとる限り、我々の選択肢はそう多くありません。日本による不法な特地強占を防ぐため、『門』を破壊します。それでもよいのですか？」

　すると、劉の後ろに並ぶ二台の大型トラックが、エンジンを空ぶかしして、ドーム内を騒音と黒い排気で満たそうとした。

『門』を守る自衛官達も銃をいつでも発砲できるように構えて殺気を放ち、戦車はその砲口をトラックへと向ける。一触即発の空気が互いの間を流れた。

　劉は、メガホンを口元からはなすと、独り呟いた。

「なんて粗そ野やな仕事なんだ。わたしにはもっと知的な仕事こそが相応ふさわしいのに」

　日本人は平和ぼけしていると聞いていたが、さすがに自衛隊関係者は違うようである。劉もこれ以上の交渉は無駄だと理解した。だが今は、無益な交渉であっても続けることが、重要な作戦を成功させるために必要なことなのだ。要は時間稼ぎである。

「諸君らにしばしの時間を与える。その間に、どうするか考えておきなさい」

　劉は目の前の自衛官に恩着せがましく告げると、デモ隊の最前列から引き下がった。

　彼の後を埋めるように、後方にいた部下達が出てきて自衛官達と向かい合う。まるで不良の喧けん嘩かのごときにらみ合いとなった。

　最前列から下がってみると、軍事部門のトップである呉ご連れん袍ぽう少校が、苛いら立だちも露わに辺りにいる者を怒鳴り散らしている。劉は呉少校に何を怒っているのかと問いかけた。

「いえ、どうして携帯電話の通信回線まで切らせてしまったのかと。おかげでディアボと連絡が取れなくなってしまったので」

　呉に差し出された携帯電話を耳に当てると、「おかけになった電話番号は、現在電波の届かないところにいるか、電源を……」という機械音声が聞こえた。

「この始末です」

　ケーブルを切断した兵士は言い返した。

「そんなこと言ったって、ケーブルのどれが特地の携帯電話用回線かまで分かりませんよ！　とにかく俺達は日本政府と、特地の連絡を絶てという命令に従っただけです」

　呉少校は、怒りにまかせて目の前の大型トラックのタイヤを蹴った。

「くそっ！　日本政府と特地の部隊との連絡を絶つつもりだったのに、我々とディアボの連絡まで絶ってどうしろって言うんだ！」

　感情にまかせて声を荒らげる指揮官に、兵士達の呆れたような視線が注がれた。このままでは士気に影響すると見た劉は、呉を宥めた。

「少校、気を鎮しずめたまえ。作戦の急な変更を指示したのは私だ。変更後の対応について齟そ齬ごが起きたのなら、それは私の責任だろう」

「いえ、劉局長のせいではありません。元はと言えば、箱に『玉ぎょく璧へき』を入れなかったディアボのせいです！」

　予定では、この作戦はディアボが発送してきた箱を載せたトラックを騒ぎの中で絡め取り、箱に詰められているはずの『玉璧』を確保して終わるはずだった。

　あとは、このデモの本来の目的に従って各国と共同で銀座駐屯地を取り囲み、外交圧力をかけながら、デモとマスコミを誘導し、『門』の管理を国連に委譲させるというのが当初の計画だったのである。

　ところが、いざ蓋を開けてみれば、箱の中には杖しか入ってなかった。

　慌ててディアボに連絡をとって見れば、帰って来た返事は『玉璧が欲しくば、俺を皇帝にしろ。そのための軍を寄こす約束はどうなった？　それとの引き替えでなければ、お前達の欲しい物は渡さないぞ』と言って来る始末である。

「日本政府に『門』を閉じられてしまえば、殿下の為に軍を送り込みたくても、出来なくなってしまいます。そのためには彼女の、『玉璧』の身柄を我々が押さえておく必要があるのです」

『そんなものはブラフで充分だろう？　そのために彼女の杖を送った。上手く使って『玉璧』はお前達の手の内にあるぞと、思わせてやればいい』

「そんな、虚こ仮け威おどしが通用する相手ではありませんよ」

『だとすれば、最初からこの話は無理だったということになる』

「殿下……殿下は本当に『玉璧』を手元においておられるのですか？」

『もちろんだ。お前達の武器と装備を持った一万の軍隊を連れてこい。そうしたら交換してやる』

　この時、劉には選択肢が二つしかなかった。

　このまま『玉璧』が手に入りませんでしたと、すごすご引き揚げるか、ディアボから『玉璧』を受け取るために、こちらから特地へと乗り込むかである。劉は極めて短い時間で、自らの運命を決する決断を強しいられたのである。

「特地に乗り込むといっても……」

　劉は、デモ隊を前にして迷った。

　デモ隊と言いつつも、彼の前にいるのは各国から集まった国際ＮＧＯだけではない。動員をかけて集めた日本にいる留学生や、労働者、そして観光を名目に渡航してきた共産党機関員、さらに彼の指揮下には特殊武装工作員の部隊もある。

　この特殊工作部隊こそが駒門に軍隊と勘違いされたのであるが、実は人民解放軍ではない。軍とは別に党情報局が編成した秘密工作組織の軍事部門であった。

　海外での謀ぼう略りゃく活動をするため、構成員はトルコ系やモンゴル系、朝鮮、あるいは白人種と様々な人種、民族を集めて、その素す性じょうが分からないようにしてある。

　その中にはもちろん日系人の姿もあった。しかもそれぞれが中国以外……例えばトルコやパキスタン、ロシア、モンゴル、日本、そして台湾といった国々のパスポートを所持し、使う言葉も中国語ではなく、少数民族の言語か英語を使用するという徹底ぶりなのだ。当然、工作員の個々の能力についても優秀の一言に尽きる。彼らをうまく使えば……。

　劉は、決断した。

　この秘密工作部隊から、女性工作員ばかりを選ぶと急造のチームを編成した。

「これより我々は、当初計画した物よりももう少し過激な争乱を起こす。君達は、その騒動に巻き込まれた観光客を装って、あの駐屯地にいる自衛官達に助けを求めなさい。我々もまた少し遅れて駐屯地の内部まで乱入する。我々が数に任せてドームまで殺到すれば、君達はきっと特地で保護されることになるだろう」

　十二人いる女性工作員の中で、一番年齢の若い鈴りん芳ほう華かが首を傾げて尋ねた。

「ご命令とあらば。しかし、局長達は大丈夫なのです？　手ぶらでは奴らに撃たれませんか？」

「日本人は、発砲するのに躊ちゅう躇ちょする傾向がある。特に武装していない相手に力を振るうのは批難されると考えている。しかもこの場には様々な国の人間が集まっているから、虐ぎゃく殺さつだなんだと各国から批難されるような事態に発展するかも知れないと思えば、思い切った手は打てまい」

「特地に入った我々の任務は？」

「もちろん『玉璧』の確保だ。何としても『玉璧』を我々の下に連れ帰りなさい。特地に入ったらまずはディアボ殿下を探して接触すること。そして『玉璧』の引き渡しを求めること」

「ディアボが抵抗したら？」

「どのような手段を用いてもかまわない。『玉璧』さえ手に入るなら、ディアボを殺しても構わない。それが君達の任務だ。理解できたかね？」

　そして、劉達は国際ＮＧＯや、デモに参加している様々な国々の留学生や労働者をあおり立てて銀座駐屯地内へと乱入し、『門』を間に挟んで、完全武装した陸自の隊員達とにらみ合ったのである。

　呉少校は、役に立たない携帯電話を懐にしまうと劉局長を振り返った。

「私は軍大学で、成功する作戦には簡潔さが大切であることを学びました。他にも他人任せや、運任せの要素が極めて少ないこと。そして各ユニットに課せられた役割が単純で、分かりやすいこと。強力な支援戦力があるといったことが重要です。しかしそういう点から見ても、この作戦は無茶な面ばかりが大きく見えます」

　目標の『玉璧』の確保は、現地のディアボの機き嫌げんに左右され、それを連れて帰れるかどうかは、観光客に偽装させた女性工作員達に任せなければならない。自衛隊や日本と交渉するにしても、単にこの銀座駐屯地を占拠するだけでは、日本に譲歩させることは難しい。

　呉の言葉が耳に痛かったのか、劉は自じ嘲ちょうした。

「確かに、君の目には全てが行き当たりばったりの出たとこ勝負に見えるだろう。だが、充分な勝算に基づいている。心配の必要はない」

「でも、見ての通り我々の置かれている状況は非常に芳かんばしくないと思いますが」

「そんなことはない。我々はここにいる戦力だけで、自衛隊と対たい峙じしているわけではない。社会のありとあらゆる分野で日本政府を攻撃し圧倒することが可能だ。例えば、レアアースの禁輸を行えば、日本の経済は重大な影響を受ける。政府は首相官邸に爆弾の直撃を受けたに等しいほどの衝撃を受けるだろう。さらに、我が国は、いつでも日本商社の労働者を、死刑になる可能性がある罪状で逮捕拘禁することが可能だ。その上、日本は円高で苦しんでいる。ここで大規模な円買いの操作を行ったら、日本の輸出産業は致命的な打撃を被こうむるだろう。テレビのマスコミの流す情報によって、政府の支持率はいつでも急落させることが可能だ。国民の意識も自在に操れる。インターネットのインフラはハッキング攻撃で容易に破壊可能。その損害は計り知れないものとなるはずだ。我々は、そうした非軍事的な援護射撃をいつでも要請できる状況にある。心配する必要はない」

「そんなことが、本当に効果あるのか、なんだかあやふやな感じです」

「目に見える武器、実際の人命や施設を破壊する力を相手にする軍事部門の君にとっては、それも当然だろう。だからこそ今回の計画遂行では、非軍事部門の私が指揮を執とることになったのだ。私ならば、君たち軍事部門を含めて、社会の全ての領域における攻撃手段を有効に活用し、今回の作戦を成功に導くことが出来るからね」

　すると背後からやってきた伝令が、劉に呼びかけた。

「劉局長……各国のＮＧＯ代表が、尋ねたいことがあると来ています。予定にない行動を訝いぶかしがってます。必要以上に騒ぎを大きくしたことについては、厳重に抗議したいということです。あとマスコミ対策について、少しばかりご相談申し上げたいことが……」

「日本のマスコミは既に掌しょう握あく済みだ。本部に連絡し、関連機関のシンパに鼻薬を嗅かがすよう伝えなさい。そうしておけば今日明日ぐらいは沈黙を続けさせられる。日本政府を揺さぶるために、本国に第二段階の支援攻撃を要請しておくように。ただ、各国のＮＧＯとの調整は私がやるしかないな。……呉少校、しばらくのあいだここは君に任せるので頼んだぞ」

　呉は、疲れ果てたように「了解」と敬礼した。




　銀座で発生した騒乱から逃れて、救いを求める風を装って特地への潜入を果たした十二人の女性工作員達は、案内してくれる男女の自衛官の後に続いた。

「こちらで、銀座が落ち着くまでお待ち下さい」

　案内されたのは建物の四階の小部屋だった。

　中には二段ベッドがすし詰めに近い形で六個並べられている。騒動が落ち着くまでのしばらくは、ここで待機しろというのだろう。

　観光客を装っていたのが効いてるのか、特に警戒されている様子もない。

　ドアの前には立ち番が二人ほど残っているが、彼女達の感覚ではそれは通常の対応である。

　ちょっと戸を開けて外の様子を覗のぞいてみると「どうしましたか？」と、お人好しなところを見せてくれる。鈴は、一生懸命意思の疎そ通つうをはかろうとしている外国人観光客を演じるため、わざとたどたどしい日本語で語りかけた。

「アノ、オトイレ……イッチャダメデスカ？」

「いえいえ、どうぞ」

　トイレに行くのは自由で、昼になると昼食を部屋まで運んでくれ、特に警戒を受けているとは感じられなかった。ただ、廊下に見えない境界線が引かれているようで、そこに近づこうとするとやんわりと、しかし断固とした口調でそこから先には行ってはいけないという制止を受けることに気づいた。

「コッカラ先ハ駄目？　折角、特地ニ来タンダモノ、外ヲ歩イテミタイワ」

「申し訳ありません。貴女方は緊急避難という形で保護されただけで、特地への立ち入りが許可されたわけではないのです。なので動き回れるのは、この建物の制限された範囲だけなんです。どうぞご了承下さい」

　可愛い笑顔で頼んでみても駄目だという。仕方なく鈴は部屋に戻った。

「外の様子は？」

　窓の外を眺めている同僚に尋ねると、返事は芳かんばしい物ではなかった。

「かなり動きが活発ね。あちこち車が走りまわっていて、隊員達も忙しそうにしている」

「自衛隊は今、帝国側との最終決戦をしている真っ最中だったな。きっとその為だろう」

「いや、『門』の銀座側を占拠した我々を実力で排除するための準備かも知れない」

　実を言えば、この喧けん噪そうは、『門』の銀座側を占拠されたために発令された『韋い駄だ天てん』……撤退準備命令によってアルヌスの留守居部隊が行っている退去の支度であった。

『脱だっ兎と』が発令された時のために、遺い棄きしていく燃料や弾薬等を穴などに埋めたり、爆破できるように起爆装置を設置したり、さらには持って帰る武器や、残していく荷物を選別する作業を行っているのだ。

「くそっ……いよいよ、お前とのお別れだぜ」

　空自地区の格納庫では神かみ子こ田だが、愛機のファントムに頬ずりしながら、一いっ升しょう瓶びんの中身を車輪に浴びせている。まさかこんなに早く、しかもこんな形で愛機に別れを告げることになろうとはと、久く里り浜はまと二人で男泣きに泣いていたのだ。

　背後に並ぶＣ１輸送機のパイロット達も似た心境なのか、コクピットの清掃をしたりと、それぞれの方法で別れを告げている。そして格納庫の扉が大きな音と共に閉じられた。

　神子田と久里浜にも、整備班長の怒鳴り声が浴びせられた。

「おい久里浜！　もう行くぞ、神子田をひっぺがせ！」

「整備班長。もうちょっと待ってやって下さい。あいつにとっちゃ女房と別れるようなもんなんですから」

「しょうがねぇなぁ、なら先に行くぞ！」

「分かってます、感謝します、恩に着ます」

　航空自衛隊の隊員達は、それぞれに荷物を抱えると空自地区からアルヌスの駐屯地へと向かった。

　ドームの周辺は、『脱兎』が発令されたら速やかに『門』を渡るため、荷物を満載にした車両や、完全装備で身を固めた隊員達で埋め尽くされようとしていた。

　だがそうとは知らない工作員部隊の彼女達には、この動きが総出撃の準備に見えたのである。

「完全武装の兵士達にこんなにうろうろされては、身動きがとれないな」

「しかたない、日が落ちてあたりが暗くなるまで待とう」

　女性工作員達は、それぞれにおしゃべりをしたり本を読んだりして時間を潰している風を装いながら、日が暮れるのを待った。

　時々「何か困っていませんか？」と気安い調子を装った幹部自衛官が点検にやって来るが、女性ばかりということもあってノック無しにドアを開けるとか、不意に中を覗き込む不ぶ調ちょう法ほうはない。そのため彼女達は緊張感とは無縁に時を過ごすことが出来たのである。

　やがて日が暮れ夕食を終えた頃にあたりは暗くなる。だが、それで周囲から人ひと気けがなくなり静かになるということはなかった。

　それどころか、遠くから悲鳴を含んだ騒ぎが聞こえてきた。発砲音や爆発音まで聞こえる。それは、明らかに戦闘の気配であった。

「どうした？」

　皆で窓に顔を寄せて外の気配を窺うかがうと、麓ふもとの街で大きな火柱が上がっている。どうやら火事が発生しているようであった。

「どうします？」

　鈴は窓から外の様子見て、あたりを行き交う自衛官の注意が外に向かっていることに気づいた。

「今なら混乱に乗じて外に出られるわ。建物の配置も資料の通り。窓から外に抜け出して、徒歩でアルヌスに向かいましょう」

　眼鏡の女が、問題点を挙げた。

「問題はディアボとどうやって接触するかだな。顔を知らないから探しようがない。しかも、その王子様とやらは身を隠しているのだろう？」

「ディアボには、日本語を使える通訳の女性がついていることが分かっている。パナシュとかいう名だ。その女はこの世界の貴族だ。おそらくはどこにいても目立つだろう」

「誰かに尋ねれば居場所はすぐに分かるってことだな」

　潜入や脱出は彼女達の得意するところである。特に打ち合わせの必要もなく、瞬く間にシーツを連つらね、ロープにするなどの手はずを整えていった。

　女達はこの部屋から半数の六人を送り出し、半分は残ってアリバイ作りをすることとなった。一度に全員がいなくなれば気づかれてしまうからだ。

　鈴芳華は、自分の寝台に丸めた毛布を入れて、自分が眠っている体裁を整えると、窓を静かに開けて、窓枠に手をかけてゆっくりと外に出た。

　専門的な訓練を受けている彼女達にとって、ロープ代わりのシーツを伝って地上に降りるのはさしたる苦労ではない。隊舎の陰に降り立った六人は、騒動の渦か中ちゅうとなっているアルヌスの麓へと静かに向かった。
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『韋駄天』の発令は、アルヌスの住民達にも深刻な影響を与えていた。

　数を減らしていたものの、それでもわずかにいた自衛官の買い物客が、この報せが届くと同時にぱったりと姿を消してしまったからである。

「どうしたんだい？　慌てて」

　顔見知りの自衛官が脇わき目めもふらずに走っていくのを見つけた料理長は呼び止めた。

「いつでも退去できるように準備しろっていう命令が出たんだ」

「あんたは、こっちに残るって言ってなかったか？」

「『韋駄天』の命令が出たら、一人残らずの退去ってことになる」

　料理長は、「こんちくしょうめっ！」と椅子を蹴飛ばした。

「全員って何だそりゃ！　何人かこっちに居残るって話じゃなかったのかよ!?」

「『門』のあたりで何かゴタゴタが起きているらしい。それでらしいぜ」

　この不完全な説明は、組合の従業員達にいよいよ来るべきものが来たという不安を抱かせることとなった。

　そしてその不安は、瞬く間にアルヌス全域へと広がったのである。

　問題は、この不安がアルヌスの住民ばかりでなく、新難民にも伝でん播ぱしたことだった。

　以前にも触れたが、新難民とはコダ村からの避難民達ではない。ゾルザル派の行った焦しょう土ど戦術の結果生まれた、戦災孤児や被災者のことだ。家や家族を失った子供や、老人、怪我人などがこのアルヌスでは多数保護されていた。

　殺さつ戮りくによる恐怖の記憶も生々しい彼らにとって、庇ひ護ご者しゃたる自衛隊を失うことはゾルザル派による悪夢の再来を意味する。彼らは見捨てられるのだと恐怖に怯おびえた。

「どうしよう？」

「なんとか俺達も連れてってくれって頼まないと……」

「無理に決まってるさ、あたい達まで連れて行ってくれるわきゃないだろ？」

「そんな無責任なことが許されるのかい!?　最後まで面倒を見る義務ってものがあるんじゃないのかい？」

「御領主ですら俺達を助けちゃくれなかったってのに、異国の軍隊が俺達に施しをしてくれるわきゃないだろ？　そんな義務なんてもんありゃしないんだ。少しの間、住む場所を与えて貰えただけでも、よかったって思わなきゃ」

「ずいぶんと物分かりのいいことだね？　だけど、あたいは飢うえたくないし、死にたくも無いんだよ。怖いのももうごめんなんだ。物分かりよくして不自由な思いをするくらいなら、面倒な奴って思われても意地汚く生きた方がマシなんだよ！」

　避難民達は顔を見合わせると不安を口々に語り、意見をぶつけ合った。

　そして、とにかく自分達をここに置き去りにしないでくれ。逃げ出すなら一緒に連れて行ってくれと頼むと言うことで、一致していった。

　だが、皆の集まる会堂の片隅では、周囲の視線を気にしながら、皆とは少しばかり方向性の異なった会話を交わしている者もいた。

「警戒が、手薄になったぞ」

「皆が不安がっている。騒ぎを起こすには丁度良い頃合いだ」

　背後で為されていた会話が耳に入った子供は、その響きの違和感に、何を話しているのだろうと首を傾げた。だが、それがまさか自分達の安全を脅かそうとする相談だとは思いもよらず、そのままやり過ごしてしまったのである。

　ハーピーのテュワルもまた、その会堂の片隅にいた。

　彼女は、不安の渦巻く周囲の雰囲気に流されず、超然とした面持ちで座っている。

　超然と言っても無関心だったわけではない。単に皆が抱くような不安を感じることが出来なかっただけなのだ。ここに連れて来られてから、どうにも現実感というものに乏とぼしい日々を送っている。もしかすると感情というものが枯こ渇かつしてしまったのかも知れないと考えていた。

　帝都の悪所生活から足を洗った彼女は、再出発を期して、夫と共に荒れ地を開かい墾こんする生活をしていた。開拓村の生活は決して楽なものではない。慣れない力仕事に彼女も彼女の夫もくたびれはてる毎日だった。けれどそれ以上に充実していて楽しかった。明日は今よりきっと良くなる。そんな希望があったからだ。

　だが、それは突如として奪われてしまった。そして目を覚ましたら、いつの間にかここアルヌスの自衛隊の診療施設にいたのだ。どうして？　なぜ？　間あいだを埋めるのが容易でないほどの唐とう突とつさに戸惑う。

　何があったのかと思い出そうとするものの、過去の出来事の全てから現実感も、鮮せん烈れつさも綺麗さっぱり失われていた。いったいどの辺りが夢で、どの辺りから現なのか区別が出来ないのだ。もしかすると、帝都を出たあたりからの全てが自分の妄想というか、夢だったのではないかとすら思える。今日も悪所の街角に立って、客の袖をひく一日を始めなければならなかったかなと考えてしまうくらいだった。

　だが、いっそその方が良いのかも知れない。そうすれば馬鹿な夢を見ちゃったなぁと、全てを諦めることが出来るからだ。

　仰ぎ見れば見慣れない会堂の天井が広がっている。壁際にはこれまで使ったことがないような上等な布団や枕が畳たたまれ、積み上げられていた。

　ゴム草履ぞうりとか呼ばれるつっかけを履はいてぺたりぺたりと歩き出で、水場にいって顔を洗う。そして鏡に映った自分の顔を覗き込みながら思った。

　自分は今、どんな感情を味わっているのだろうか、と。悲しんでいるのだろうか、と。

　実を言えば、「やっぱりこうなったか」という思いもあるのだ。自分みたいな存在が、あの腐った悪所から抜け出そうなんて思ったりするからこんな目に遭あうのだ。自分みたいな存在は、悪所にいるのが相応しかったのだ。

　だが、自分を呼ぶ声によって現実へと引き戻される。

「テュワル。これから上の奴らの所に行って、一緒に連れてってくれって掛け合ってくるからさ、その間この子達の面倒を見ててくれないか？」

　振り返ってみると、そこには孤児の群れを引き連れた女性が立っていた。確かトゥハッタという名前だったか。見たところ様々な種族が混血した女性のようで、出身がはっきりしない。

「わたしが子供の面倒を？」

「そう。あんた暇そうだし、いいだろ？」

　避難民の中にも、他人の面倒を見るような元気がある者もいる。

　いや、そうすることで自分の苦しみから目を逸そらそうとしているのかも知れない。人は守る者があると強くなれる。強くなるために守る対象を求めることもある。

「いいよね？　じゃ頼んだわよ」

　良いと答えてないのに、いつの間にかテュワルが子供達の相手をすることになっていた。

　困ったような表情で子供達を見渡すテュワル。本当のことを言えば、彼女は子供が苦手だったのだ。泣かれでもしたら、どうあやして良いか見当もつかない。

　自分が幼い頃はどうだったっけと思い返してみても、これといった記憶がない。

　泣いたって誰も相手にしてくれなかったし、誰も助けてはくれないと悟ったからこそ、泣くのを止めただけなのだ。

　これが男なら、泣き止ませたり、奮い立たせるのも簡単なのに。

　転んで膝小僧でもすりむいたのか、泣きじゃくる男の子を見てついついそんなことを考えてしまった。娼しょう婦ふとして磨き上げた手て管くだを使えば、男の機嫌なんて思うがままなのだ。例えば……。

「って、何を馬鹿なことを考えているの？」

　再び、ぶんぶんっと頭を振って意識を現実に引き戻す。

「君達には、ちょっっっっっっとばかり早いわよねえ」

　ちょっとどころでなく、かなり早い、早すぎる。

　他人に聞かれたら、どんな顔をして良いのか分からなくなるようなことを呟いたテュワルは、泣きわめく子供を壊れ物のように扱いながら、おそるおそる膝の上に乗せた。

　そこで気づく。どうにも泣き方がおかしい。どこか変なのだ。

「どうしたの？　何をしているの？」

　ふと見ると、子供達の何人かが突然苦しみ出した。床で七しち転てん八ばっ倒とうして唸うなっている。

「何よこれ、何が起きたの!?」

　心配した幼児達が転げる子の顔を覗き込んで、「ぽんぽん痛いの？」と声をかけている。

　病気、怪我？　何か悪いものでも食べた？

　動転したテュワルは、膝の子供をうっかり取り落としてしまった。だが彼女の膝から転がり落ちた子供までもが、服を引き裂いて巨大化を始める。

「こ、これって、もしかしてダー!?」

『ダー』とは、ヒト種あるいは亜人の幼児に擬ぎ態たいして街や集落に入り込み、保護してくれた亜人やヒト種を獲物として喰らう怪異だ。どれほどあどけなく可愛く見えても、それは怪物が擬態した姿でしかない。つまりは本当の意味での子供ではないのだ。

　あちこちで悲鳴が上がった。

「化け物だ！」

「もう駄目だ！　誰も助けちゃくれないぞ」

「助けてくれ！」

「逃げろ！　喰われちまう！」

　音のしない竹笛を吹いている者が、叫び声を上げ、人々の感情に恐怖をあおり立てる。いつの間にか建物に放たれた炎が、人々から平常心を奪い去った。

　怪異化したダーは、目を血走らせて、鋭い爪も露わにしてあたりにある全てに片っ端から襲いかかって、牙をたてる。テュワルの目の前で子供達が、次々と鋭い爪と牙の餌え食じきとなっていった。

「逃げて！」

　子供達に逃げるよう叫ぶテュワル。彼女に出来ることはそれしかなかった。

　だがダーは、逃げ損なった子供を捕らえる。ゴリゴリと頭ず蓋がい骨こつを噛み砕く。その手足をむしって口の中に放り込んでいった。

「ひっ……ひっ……」

　返り血を浴びて後ずさるテュワル。

　ダーの瞳がテュワルへと向けられる。男達の声は、女性や子供達の悲鳴にとって代わられ、難民キャンプのあちこちに伝播していく。

　こうしてまずは被災者達が、怪異テロの最初の標的となってしまったのである。




　あちこちで同時に火災が発生した夜の仮設長屋の間を、怪異が徘はい徊かいする。

　その数は一頭や二頭では到底収まらない。人々が逃げていった先にダーの姿があり、その怪異の咆ほう哮こうと鋭い爪から逃れようと、パニック状態となった人々は右に左にと、後先考えずに走り回った。

「難民キャンプに敵の襲撃!?　火災も発生！」

「違う、子供が怪異に化けたんだ！　皆が襲われてる！」

「この手口はゾルザル軍だぞ、くそっ！」

　悲痛な叫びを耳にした自衛官達は、銃を手にして一斉に立ち上がった。だが、『韋駄天』の命令を受けている彼らは、アルヌスの駐屯地を出ることを固く禁じられていた。

「何故ですか!?」

「じゃあ、避難民達を見捨てろって言うんですか！」

　部下に詰め寄られた幹部達は隊員達に自重を促した。

「お前達が、帰れなくなってしまう危険を冒おかすわけにはいかないんだ！」

　偵察隊本部の檜ひ垣がき三等陸佐も、押し寄せてきた部下達の苛烈な突き上げに、額に脂汗を流しながら「駄目だ、これは命令だ」と繰り返すことしか出来なかったのである。

「他の部隊の連中は無理でも、我々だけならっ！」

「こんな人数でどうしろって言うんだ！」

　偵察本部に所属する第一～第六の各偵察隊は、第三偵察隊を除いて、ほとんどがゾルザル派殲せん滅めつの為に行動している各戦闘団の隷れい下かへと配されていた。よって、今檜垣の指揮下にあるのは、第三偵察隊だけなのだ。

　しかも伊丹が隊長職からはずされて、古ふる田た、黒くろ川かわ、倉くら田た、栗林、富田らが不在なため、残っているのは桑くわ原ばら陸曹長以下六人。それで全員である。

　出動させろと迫る桑原を前に、檜垣は両手で渋じゅう面めんをこするようにして汗をぬぐう。

「だめだ。許可できない」

「ですが、民間人をあのまんまにしておくことなんて出来ないでしょう」

「だがこれは規則なのだ。『韋駄天』が発令されたら、退去準備して待機。それが命令だ」

「そんな命令！」

　従う必要がないとばかりに、東あずま陸士長が叫んだ。

　だが檜垣の傍らに立つ運用訓練幹部が窘たしなめる。

「馬鹿者！　命令を無視して、組織が成り立つと思っているのか？」

「確かにそうでしょうけど我々も人間です。苦境に陥っている人たちを見捨てて、どうして国民に愛される自衛隊なんて言えるんですか!?　我々は国民に愛される自衛隊だったんじゃないですか!?」

「なんだその、中身のすっからかんな標語みたいな言葉は!?」

「伊丹隊長の言葉です」

　檜垣は「混ぜっ返すな」と机を叩いた。

「お前達の言いたいことはよく分かる。だが俺にはお前達に行けとは言えない。万が一『脱兎』が発令されたら、間髪入れずに『門』を渡らなきゃならないんだからな。少しでも『門』の近くにいなければならないのに、離れてどうする。下手をすればこっちに取り残されて二度と帰れなくなるかも知れないんだぞ」

　だが桑原が鉄帽の縁ふちを軽く押し上げると言った。

「大丈夫です、何とかなりますよ。レレイ君が道を開いてくれますから」

「なんだそれは？」

　今度は檜垣の方が問い返した。

　レレイに『門』を開く力があるという話は、防衛機密の扱いを受けている。そのため檜垣はそのことを知らなかった。逆に階級の低い彼の部下の方が詳しい事情を知っているという、おかしな状態が出来あがっていたのである。

　檜垣は桑原からの説明に納得したが、それでもダメだと首を横に振った。

「それにしたって、うまく行くという保証はないだろう？　希望的観測だけを頼りに、お前達を危険にさらすわけにはいかんのだ」

　レレイが、既に何度かの実験を成功させているという情報は、第三偵察隊の面々ですら知らない。とは言え残留希望者を募ったりと、『門』の再開通が可能であることを前提とした準備が次々と行われていたことを考えると、かなり期待できると考えていた。そのため第三偵察隊の男達は叫んだ。

「我々なら大丈夫ですって。任せて置いて下さい！」

「仁に科しな、お前は女房がいたはずだろ？」

「このまんま女子供を見捨てて逃げ帰って、どうやって嫁の顔を見ろって言うんですか！　俺の嫁は気が強い奴でしてね、あんたなんか嫌いって言われて離婚されちまいますよ」

「俺達は背中丸めて生きていくのは嫌なんですよ！」

「お前達…………」

　檜垣はまぶしいものでも見るように、部下達を見渡した。

「どうしてもご許可頂けないとおっしゃるんなら、せめて見て見ぬふりをして下さいませんか？　責任は自分が負います。でなきゃ孫におじいちゃんはみんなを守るために戦ったんだぞって、自慢話できませんからね？」

　それが桑原陸曹長の言葉であった。だが檜垣は机に視線を落としたまま、声を震わせて言った。

「駄目だ。それだけは断じて許すことは出来ない」

「三佐！」

「なぜならばだ！　責任をとる者がいるとすれば、それは私だからである！」

　傍らでずっと黙っていた運用訓練幹部が訝しげに尋ねる。

「檜垣三佐？」

「責任を負わなければならない者がいるとすればそれは私である。諸君は私の部下であり、諸君の行動は全て私の指揮の下で為されなければならない」

「三佐？」

　再度尋ねる運用訓練幹部に、檜垣は立ち上がると顔を真っ直ぐに向けた。

「今こそが、そうなのかも知れん。私にとっては、おそらくは今がその時なのだ！」

「？」

「『韋駄天』が発令されたら、特地派遣部隊の全ては、全ての部署、戦闘を放棄し退去の準備をして、『脱兎』の発令か『韋駄天』の解除を待たなければならないことになっている。だが、私は私の責任において命令する。これより第三偵察隊の指揮は、この檜垣が執とる！」

「はっ！」

　桑原の返事と共に、仁科、笹ささ川がわ、戸と津づ、東、勝かつ本もとが姿勢をただした。檜垣は、居並ぶ精鋭達を見渡して頼もしそうに頷く。

「良い面構えだ、お前達。みんなを助けに行くぞ！」




　檜垣三佐に指揮された第三偵察隊の面々は、勇いさんで高機動車に乗り込んだ。

　その中の一人、戸津陸士長は黙り込んだまま、立てた小銃に縋すがるように掴まって頭をたれている。

　巨大化して怪異になる幼児の存在は、既に分かっていたはず。なのに自分はその対処に積極的でなかったと悔やんでいるのだ。

「くそっ……あれ一匹だけじゃなかったなんて！　どうして意見具ぐ申しんしなかったんだろ!?」

　桑原陸曹長は、戸津に後悔をやめるよう言った。

「お前はそんな高級の頭脳の持ち主か？　未来予知が出来るとは驚きだ。出来もしないことを出来なかったと言って悩んでるんじゃねぇよ！　あの時、子供に化ける怪物がいることを知ったのはお前だけじゃねえんだぞ。なのに誰も思い当たらなかった。それはしょうがないことだ」

「でも、子供達の検査をするとか、いろいろ調べることだって出来たはずですよ、おやっさん！」

「どうやって!?　何を目印に見分ける？　この特地じゃ検査の結果に異常があるのが当たり前で、その異常が何を意味してるかなんて分からないんだぞ！　化物が、ラテックス製の仮面で変装しているのとはわけが違うんだ！」

「だけど……」

「調べたって、どうせ見分けられなかったさ！」

　桑原の言葉に、進行方向にキャリバー50を向けて構えている勝本も同意した。

「戸津、済んだことを気に病むより、今はどうやって犠牲者を救うかを考えろ」

「お前達、弾たまを込めろ！　着剣もしておけよ。勝本、自分の判断で撃ってよし！」

　檜垣三佐の指示で、隊員達が六四小銃に銃剣をつけていく。

　勝本は車載機銃キャリバーの槓こう桿かんを引くと薬室に弾丸を装そう填てんした。

　桑原は運転席の仁科一曹に告げた。

「急げ！」

　そんな檜垣に戸津は、おずおずと尋ねた。

「ところで子供はどうしますか？　化物になるかも知れない子供も助けるんですか？」

　目の前の存在が敵か味方か分からないという状況は恐怖そのものである。敵である可能性のある限りは全てが警戒の対象と言えた。この場合は子供がそれに相当しており、近づかないのが一番なのだ。

「何、当たり前のことを言ってるんだ貴様は!?」

　だが檜垣三佐は、子供も助けろと告げた。

「駆けつけた段階で、怪異化してなければ、子供だろうと誰だろうと救出の対象だ」

「目の前で怪異化したらどうするんですか？」

「武器使用要領としては、姿が大きくなるまで待て、だ。子供とは言えないくらいに大きくなった時点で、私が怪異認定する。そしたら躊躇ためらわずに射殺しろ。子供殺しの批判を受けるとしても、それは私だ。だからお前達は命令されるまで、決して子供に銃口を向けるなよ」

「りょ、了解」

　怪異認定する前は銃口を向けるなと言われて、焦ったように頷く東と戸津。

　仁科一曹が運転席から振り返って話しかけて来た。

「知っているかお前達。変身ヒーローが変身ポーズをとっている最中に攻撃するのは、番組的には反則なんだ！　そのことをよく憶えておけ！」

「わ、分かりました」

　高機動車は土煙を巻き上げながら、アルヌスの新難民地区へと入った。すると早速ヘッドライトに、獲物を探して徘徊している怪異の群れの姿が浮かび上がる。

　追われて逃げ惑っている人々の姿を発見した仁科は、怪異との間に割ってはいるように高機動車を突っこませた。

　間一髪のタイミングで怪異の爪が高機動車のボンネットに食い込む。ダーは動きをとめようにも間に合わず、激しい音を立てて激突した。

「っ撃てぇ！」

　桑原と東が銃口を並べて小銃弾を浴びせかけた。

　この大型肉食怪異は、象ぞうや犀さいなどの大型動物と同じように、一発や二発の弾をくらったぐらいでは堪こたえない。血ち飛沫しぶきをまき散らし、後ずさりするものの、すぐには倒れてくれなかった。

「撃て撃て撃て！」

　だが、歴戦の男達にとってそのような敵は初めてではない。

　なによりもこの怪異は栗林が肉弾戦で倒した敵なのだ。ならば銃を使えるこの状況で、緑の人たる自分達が負けていられるはずがない。いかなる敵であろうと経験と訓練を積み上げた自分達は対処することが出来る。それが彼らの信念であった。

　銃撃音に招かれたように、あちこちから怪異が姿を現し近づいてくる。

　だが、桑原と東が弾倉を交換する間に、入れ替わるようにして戸津と笹川が銃撃を引き継ぎ、弾だん雨うを間かん断だんなく浴びせる。

　銃口を並べた集中砲火にはさすがの怪異も耐えきれず、膝を衝ついて倒れた。

「よし、次だ」

　怪異達は一頭、また一頭と処理されていった。

　遠方から近づいて来る怪異の群れには、重機関銃を担当する勝本が、金床をハンマーで連打するような音をさせながら倒していく。

「おいおいおい、こりゃいったい何頭紛れ込んでたんだ？」

　大口径の弾丸には、さしもの怪異も腕や身体の一部を引きちぎられて吹き飛ぶ。だが、怪異の数が多すぎだ。

「よし、逃げるぞ！」

「早く乗れ、こっちだ。急げ！」

　檜垣が決断を下す間に、桑原は追われていた避難民の手をひいて高機動車へと押し込んだ。

「大丈夫か？　意識はあるか？　名前は？」

「ト……トゥハッタ。そっちはトイスタ」

「よし、大丈夫だな。出せ、仁科！」

「了解！」

　檜垣三佐の指示を受けて、アクセルを床まで踏み込む仁科。

　高機動車はそのバンパーで、襲いかかって来た怪異達を弾き飛ばし、そのタイヤで踏みつける。そして追いすがろうとした怪異達をたちまち引き離した。

「ふぃ……どうにか助けられましたね」

　笹川の安心したような声に、檜垣三佐は気を抜くなと警告した。

「怪物は、まだあちこちにいるんだぞ。この人達を降ろしたら、また行くんだからな！」

「大丈夫です。俺達の手にかかればあんな脳みそのない化物、ちょろいっすよ」

　運用訓練幹部は呆れたように、笹川の態度を窘たしなめた。

「その油断こそが危ない。気を緩めるなっ……ぐっ」

「三佐！　運幹！」

　戸津の悲鳴が上がった。

　檜垣三佐や、運用訓練幹部が、今助けたはずの難民の男女に刺されたのだ。

　男は檜垣三佐を刺したあと、音のしない竹笛を吹き鳴らした。

「おまえら、何しやがる！」

　怒鳴ると同時に戸津は運幹にナイフを突き立てていた女を銃じゅう床しょうで殴り倒し、そのまま返す動作で檜垣三佐を刺した男めがけて銃床を叩きつけた。

「死ねっ、死ねっ！」

　一度のみならず繰り返し叩きつける。桑原は車内で暴れる戸津を押さえつけるのに手を焼いた。

「戸津！　落ち着け。もう死んでるぞ！」

「そんなの分かりませんよ、おやっさん。こいつも、化物の擬態かも知れないじゃないですか！」

　戸津に殴られて倒れていた女が、呻うめきながら懐ふところから袋を取り出し、高機動車の車内に液体をまき散らす。勝本や戸津はそれをもろに浴びてしまった。

「臭ぇ！　なんだこれ」

「蟲ちゅう獣じゅうの体液さ。これでダーは狂ったようにお前達を付け狙う。これで、お前達は死ぬんだ！」

　トゥハッタはそう叫ぶと、甲かん高だかい笑い声を残して、高機動車の荷台から転げるようにして飛び降りた。

　地面に激突して横たわる女に、東は銃口を向け弾丸を浴びせる。

「待て、撃つな！　撃ち方止め！」

「おやっさん、何があったんです!?」

　運転中で振り返れない仁科は、前方を注視したまま叫わめくように尋ねた。

「二人が刺された！　仁科、行き先を病院に！」

「了解っ！」

　アルヌスの診療施設目指してハンドルを切る仁科だが、突如として高機動車の前に怪異達が立ちふさがってきた。まるで何かに呼び寄せられたかのようなタイミングであった。

　怪異達はその剛腕をもって、建設途上の仮設住宅の建材を、道を塞ふさぐように引き倒した。

　勝本がキャリバーの弾丸を浴びせたが、目の前に投げ出される丸太や角材に高機動車は乗り上げてしまう。

　踊るように跳ねる車体。コントロールを失った車体は急激に傾く。そんな車体の前方に、ふらふらとよろめきながら歩いているテュワルが迫る。

「危ない！」

　叫ぶ仁科がハンドルを大きく切る。

「畜ちく生しょうめが！」

　高機動車はバランスを失って横転、仮設長屋の一角に突っ込んであっけなく停止した。

「なんてこった！」

「怪我はないか？」

　横転してしまったために、転がるようにして運転席から這はい出た仁科は、「ここは、仮設住宅だな」と事故に民間人を巻き込んでないか確認しつつ、車内の部下達に呼びかけた。

「仁科一曹！　動けません」

「勝本三曹が投げ出されました！」

　すると東陸士長の焦ったような声が返って来た。

　仁科は、車体から飛び降りると後部までまわりこみ、折り重なって動こうにも動けないでいる部下達を引っ張り起こした。

　だが、背後で鳴り響く拳銃の音に慌てて振り返る。すると外に投げ出されていた勝本が、群がって来る怪異に拳銃を向けて弾丸を浴びせていた。倒れているテュワルを庇かばうためか、逃げ出すことも出来ないのだ。

「くそ！　なんで怪異が群がって来るんだ!?」

「仁科一曹、きっとこいつら、あの女がつけた臭いに引き寄せられてくるんだ！」

「勝本！　今行くぞ、待ってろ！」

　慌てて車内に転がっていた銃に手を伸ばす仁科。

　だが、そうしている間にも勝本の拳銃は弾が尽きてしまう。

　目の前に迫った怪異の群れに、勝本は「喰われてたまるかよ」と叫ぶと、両手に手しゅ榴りゅう弾だんを握り「ピンッ」とレバーを飛ばした。

「仁科さん、後をたのんます！」

　叫びながら怪異達の足下に手榴弾を転がした勝本は、背後のテュワルに覆い被さった。
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「ブレイブン隊とクワティンコ隊は、街の通りを固めろ！」

　非常事態の発生を察知したヤオは、ボンテージ鎧に身を固めると、指揮杖代わりにサーベルを振り、隊商護衛の傭よう兵へい達を要所に配置して防衛態勢を構築するよう指示した。

　出身部族を炎龍に襲われた経験のある彼女は、緊急時の状況把握と迅じん速そくな対応の必要性を骨ほね身みに沁しみて理解している。そのため誰よりも早くに行動を起こすことが出来た。このような状況となっては特別な軍才は必要ない。明めい瞭りょうな指示だけが全てを救うのだ。

　安定した収入を与えてくれる職場を失いたくない傭兵達は、装備に身を固めると、たちまち楯たてを並べて防衛態勢を強化していった。

「ヤオ！　勝手に動いてまずくないんですか!?」

　アルヌスの治安は自衛隊の管理下にある。

　そんな場所で傭兵を部隊化して勝手に動かすのはあとあと問題にならないのかと、年齢、軍歴、人柄の円熟度で傭兵達から一目置かれているハントは言った。

「ニホンの軍は今、アテに出来ない。彼らは彼らで大きな命令を受けていて、全てそれに基づいた行動になっている」

「そうなんですか？」

















　ヤオは自分が助けてくれと頼んで縋っても、動いてくれなかった彼らのことを思い返していた。

　ニホン人は個々に接している限り、悪い奴らではないが、これが組織となると途端に酷く融ゆう通ずうの利かない石頭になってしまう。それはもう仕方のないことなのだ。

「アルヌスは此の身達の街だ、此の身達が守る。それではダメか？」

「分かりました。でも聖下はどうしたんですか!?」

　ハントは組合幹部の中でも、最も有力な指揮者の姿を求めた。ロゥリィさえいれば、一いち抹まつの不安すら覚えることなく戦えるのだ。

「聖下は今、レレイ殿を探しておられる」

「レレイさんを？　いなくなったんですか？」

「昼過ぎから姿が見えない。最初は、どこかに籠もって仕事をしているかと思っていたのだが、晩飯時にも姿を現さなかった。前に狙われたこともあって、聖下が随ずい分ぶんと心配なされてな。直々に探しておいでだ」

「だから、今はあんたが此こ処この指揮を執っていると？」

「代わってくれるなら、いつでも御身に代わるぞ、奴隷の身の上には重すぎる役目だ」

「いや、俺なんかが指揮しようとすれば、どうしてお前がって言い出す奴が出てきますからね。荒くれの有う象ぞう無む象ぞうを束ねるには、あんたの方が具合がいい。組合の幹部に一番近しいし、奴隷とは言え持ち主はイタミ卿だ。誰も文句は言いませんよ。で、どうします？」

「とにかく防備を固め非戦闘員の保護収容だ。誘導の指揮はハント、君が執ってくれ」

「分かりやした」

　ハントはヤオに、胸に拳をあてる帝国式の敬礼をして了解の意を示した。

「それと街の者は、食堂に集まるように指示してほしい。一人残らず一カ所にまとめておいた方が守りやすいと、此の身は考えている。どう思う？」

「街の者には貴族のお嬢様も含まれますかね？」

　アルヌスには語学研修のために、貴族の姫君とそのメイド達が滞在していた。

　その多くがピニャのいるイタリカへ行ってしまったが、まだ日本の動向を調査報告するためと称して、パナシュが残っているのだ。そんな彼女に、傭兵である自分が集まれと命令口調で告げるのは、いかにも敷居が高いとハントは返した。

　だが、ヤオは逡しゅん巡じゅんしなかった。

「此の身は、一人残らずと御身に告げた。もし動いてくれないようなら、これは我が主、イタミのご指示であると告げればよい。彼女もその名を聞けば動くであろう」

「本当にイタミ卿のご指示なんですか？」

「もちろん嘘だ。だがこういう時に名前を使うくらいの方便は許されるであろう。あの方なら結果をきちんと出せば、文句を言うこともあるまい」

「了解っ！」

　こうして、カトー老師をはじめとするコダ村の子供達や年寄り達、そして組合の従業員達が食堂へと集められた。もちろんその中にはメイアや料理長、そしてジゼルの姿もあった。

「むさ苦しくなってますが、こちらにどうぞ」

　やがて、傭兵達に案内されるように、パナシュと彼女のメイド、それとディアボとメトメスらも食堂に姿を現した。

「ヤオ！　みんなを集めてどうすんだ！　さすがにこんな人数、一度に店に収まりきれねぇぞ」

　テーブルを隅すみに寄せて椅子だけ並べたが、それでも店内はすし詰め状態である。料理長がウェイトレスを指揮しながらも、「少しは考えろ」とヤオに苦情を言った。

「椅子のない者は床に座らせるか、立たせておけ。年寄り、子供、立たせておくのに差さし障さわりのある方については、貴き賓ひん室しつの椅子をひっぱりだして来い。それでも収まらない分は、隣や道ばたでいい。とにかく、街の者をこのまわりに集めるんだ」

「いったい、何があったんだ!?」

　情報がきちんと行き渡っていないのか、皆から状況の説明を求める声があがり、ヤオが答えた。

「簡潔に言おう。街ではいまダーと思われる怪異共が暴れている。新難民が襲われた」

「ダーが！　そんな化物がどうしてここに!?」

「状況からして、戦災難民の子供に紛れこんでいたんだろう。皆に集まって貰ったのはダーから守るためだ。組合で雇っている傭兵を掻き集めても、街全体を守るには不足するからな、戦力はここに集中させておきたいのだ」

「くそ、ゾルザルの奴め！」

　ディアボは、唾つばを吐くように言った。

　だが、そんなディアボに料理長は慕うような視線を向けた。

「侍じ従じゅうさん、やっぱりあんたの言う通りになった」

「分かっている。だが今ここで話すなよ料理長。皆を悪戯いたずらに混乱させるだけだぞ」

「ああ、分かってる。すまなかった」

　料理長は素直に謝った。だがこんな状況下で、意味深な会話をされて聞き流せる者はいない。皆の視線が料理長とディアボへ注がれ、無言で詳しい説明を求めた。

「あんた誰だ？　みかけない顔だが」

「う、うむ。私は、ディアボ殿下に仕つかえている者だ。帝国がゾルザルの奴に牛ぎゅう耳じられてしまったために、殿下はこちらに滞在しているパナシュ殿のところに身を寄せていたのだ。勝手に滞在していたのは済まないと思うが、状況が状況故に寛かん恕じょ願いたい」

「へぇ……つまりは帝国の皇子殿下ってことですかい？」

　メトメスが「さよう」と典てん雅がに頷いた。

「このようなところに逃げ隠れしなければならなくなってしまったことを、情けなく思う」

　こうしてディアボやメトメスの素性は、皆が理解するものとなった。しかしそれが済めば、こんどはそんな大層な身分の人間が、料理長とどんな話をしたのかが気になるところである。

　料理長は皆からの無言の圧力に耐えかね、白状するように告げた。

「この方は、ゾルザルがこの街にこんなことをして来るんじゃないかって予告してたんだ」

　仕方なさそうに、ディアボも認めた。

「そうだ。殿下は不ふ肖しょうの兄君についてよくご存じだ。故に、あの方ならこうしたことをやってもおかしくないと予測されていたのだ。とは言えその方法が、まさかこのような人じん倫りんに悖もとる手段とは、さすがに思ってもなかったことだがな」
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　二個の手榴弾の炸さく裂れつは、怪異を巻き込んで倒すだろうと思われた。だがそれは、手榴弾を投じた勝本も爆発に巻き込まれることを意味していた。それでも怪異に生きながら引きちぎられ、ガツガツと喰われて死ぬよりはマシという決死の思いだったのだ。

　もちろん、そんな自殺にテュワルを巻き込むわけにはいかない。だから勝本は自ら楯として彼女の身を庇かばったのである。

　しかしながら、結果として怪異を倒すことは彼には出来なかった。

「きらいっ!!　自分から命を捨てていくようなぁ戦い方はぁ、だいっ嫌いよぉ！」

　勝本の投じた手榴弾が爆発する前に、黒い暴風がダー達の首を狩り落としてしまったからである。

　首を失った巨体は手榴弾に覆い被さって倒れ、爆風と破片の過半を受け止めた。さらに地を割るように叩きつけられた巨大なハルバートが、勝本達の楯となったのである。

　口を尖とがらせたロゥリィは、大樹を根ごと大地から引き抜くようにしてハルバートを担ぎあげると、呆然としている勝本を指さして睨みつけた。

「最後の最後までぇ、生き残るために戦いなさいっ！　ヨウジぃの部下なら、上役をちゃんと見習いなさぁいっ！　ヨウジぃなら絶対に最期まで足あ掻がくわぁ」

　どこか必死さを感じさせるその声には、見知った存在がいとも簡単に自分の命に見切りをつけてしまうことが、嫌で嫌で堪たまらないという思いが込められていた。

　戦士とか、勇者とか、闘士とか、猛将とか、名将とかこの世界にだって……いや、この世界だからこそロゥリィが好みそうな男はいくらでもいるだろうに、どうしてあんな男がいいのかねぇという思いを勝本は常日頃から抱いていた。だが、ロゥリィの憤いきどおる姿を見ると、彼女がそういう戦いに生きる男を求めていないことに気付くのだ。

　戦いに生きる者は戦いに死ぬ。おそらく勝本が咄とっ嗟さに選んだような死に方をした者を彼女は大勢見てきたのだろう。

　だが伊丹は違う。戦いに生きていないが故に、戦いの果てに倒れることなど決して望まない。死ぬ瞬間まで足掻くだろう。その理由がたとえ趣味のためであろうとも……。それが故にこの娘は惚ほれたに違いない。

　勝本は、苦笑しながら言い訳をした。

「あ、いや、でも、咄嗟にこれしか思いつかなくって……」

「黙りなさいっ！　もちろん心意気は認めるわぁ。だけどぉ自分の命を塵ちり芥あくたみたいに投げ捨てられたらぁ、助けられた側は一いっ生しょう涯がいの傷になるのよぉ！」

　ロゥリィはそう言って、勝本が覆い被さって守ろうとしたテュワルを指さした。

　自己犠牲は確かに素晴らしい行為ではあるが、それでも玉ぎょく砕さいは自己陶とう酔すいの敗北死。死への逃避で、自殺に過ぎないのだとロゥリィは断罪した。

「いい？　たとえ無様でもぉ格好悪くてもいいからぁ、ぎりぎりの瞬間まで諦めずに生き残ろうとしなさぁい。爆発する武器が手元にあったなら、それを握りしめた右腕をダーの口に突っ込みなさい！　そうすれば右腕を食い千切られても、命だけは助かるでしょう!?　わたしぃは潔いさぎよい男って大っ嫌いなのぉ！　分かったぁ!?」

　ロゥリィは、戦う者にはしぶとくあって欲しいと語った。ぎりぎりまで生き残ろうとするからこそ、奇跡をたぐり寄せることが出来るのだと。

「たとえ戦いの中で倒れたとしても、それが自殺だと魂は拾ってあげられないのよぉ。ハーディのところに行くしかないのぉ。だからお願いぃ」

　激怒する漆黒の相そう貌ぼうに懇こん願がんされると勝本も、「は、はい……」と申し訳なさそうに頭を下げるしかなかった。
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「Sinn oenn huumrrra!?」

　アルヌスの街中で物陰に隠れていたのに、突然背後から声をかけられたことに、鈴芳華は背筋を寒くした。

　これは工作員として教育を受けた者にとって、かなり屈辱的な出来事である。

　特地の人間を未開発地域の人種、つまり劣っている連中と見下していた彼女は、自衛隊ならまだしも、現地人に捕まるとは考えても見なかったのだ。

　鈴芳華は、野生の獣を感じさせる鋭い視線を真っ向から浴びて、鳥肌が立つのを感じた。彼らが身にまとう鎧にも、実践で使い込まれた凄すご味みがある。

　よくよく見れば、傭兵達の半分以上が犬を思わせる風ふう貌ぼうの亜人であった。

「いや、犬と言うよりは狼か」

　特地にはこうした亜人がいることは資料で知っているつもりだったが、実際の印象は大きく違った。やはりどこか、遊園地などにいる着ぐるみを着た人間に過ぎない、という軽い感覚でいたのかも知れない。

　だが目の当たりにすると、弾丸を装填し、撃げき鉄てつを起こした拳銃を肌に押しつけられているかのような、獰どう猛もうな空気で全身が痺しびれた。腹を空すかせた野生の狼に見つけられた、その時の獲物の心境がこれに違いない。

　彼らは臭いに敏感で、あちこちに散らばって隠れていた鈴の仲間を一人残らず見つけ出した。

「Koii moram mutta!  Mai fayuure humettaa?」

　狼系の男は、鈴に繰り返し尋ねた。

　おそらくは「お前達は何者だ？」と問いかけているのだろう。

　もちろん、鈴は特地の言葉は解さない。ただ、物腰、雰囲気、そして自分が同様の状況下にあったらどうするかという想像から、自分達の素性を確かめようとしているのだと推測できたのである。

「……私たちは、その、あの」

　鈴は、不安そうに見えるように仲間と顔を見合わせながら、日本語で答えた。

　傭兵達もそれを聞いて気を抜いたのか、太くて短いため息を一つつく。『もう、いい。分かった分かった』とでも言いたそうな投げやりな態度である。

　それを見た鈴は、どことなく不愉快な気分になった。この狼男を油断させるために弱々しさを演じたはずなのに、それとは全く違う次元で、自分は取るに足らない存在と見下されたように感じたのだ。

　鈴は、そのような扱いを受けることが許せないと思った。だから、抜いていた剣をしまい、ついて来いと言うかの如く手を振った狼男を睨みつけてやることにした。




　鈴芳華達が連れていかれたのは、どうやら街の食堂のようであった。

　そこは街中の住民達を掻き集めたのか、様々な種族の人間でごった返している。収まりきらず、周囲の道や広場にまで溢れかえっているほどだ。

　その周りを鎧や楯、槍、剣などで武装した兵士達が守るようにして立っていた。

「どうして現地の兵が？」

　鈴は首を傾げた。

　自衛官なら、騒ぎから住民達を守るために集められていると解釈できるが、彼らは自衛官でないのだから、街の外からやって来た軍によって占領されているようにも見える。

「どうする、鈴？」

「しばらく様子を見よう。何が起きているのか分からなければ対処のしようがない。それに、住民達が一カ所に集められているなら、ディアボを見つけるにも都合がいい」

　こうして鈴達は、言われるままに食堂の片隅の床に、身を寄せ合って腰を下ろすこととなった。

　一方、鈴達を保護した傭兵は、その旨を報告するためにヤオを呼んだ。

「ヤオ、聞いてくれ」

「どうした、ウォルフ？　言っておくが此の身には大切に思う主がある。お前の誘いは嬉しく思うが遠慮しておく」

「違う違うって！　他人の顔を見るなりそういうこと言うなよ。それじゃあいつも俺が女を口く説どいてるみたいじゃないか？」

「みたい……ではないと思うのだが」

「今回は違うよ。多分ニホンから来た女だと思うんだが、街に隠れていたのを嗅かぎつけたので、連れて来たんだよ」

「ニホン人がなんで街中に隠れてるんだ？」

「さあ、ダーが怖かったんだろ？　とりあえず店の端っこに座らせておいた。こっちの言葉は片言も使えないみたいだ。でも身のこなしや肉の付き方からみると、前に来た『じゃーなりすと』とかいう連中とは違うな」

　ヤオはウォルフの指さした方向を振り返り、鈴達の姿を認めた。

　ほとんどの隊員が退去の準備とかで丘の上に引き籠もっているのに、どうして街まで降りて来たのか。ダーに出くわしたから身を隠していたというウォルフの意見にも、正直納得することは出来なかった。

「ウォルフ。ダーの姿を見たか？」

「いや。臭いは感じなかったぜ」

「ならば、彼女達は何から隠れていた？」

「さぁな。丘の上にいる連中には、俺達には分からない高こう尚しょうな考えがあるんだろ？」

　ウォルフは、親指を立てるとアルヌスの丘へと向けた。

「ところで凄すごい目で御身を睨んでいる女性がいるな。もしかして、彼女に何かしたのか？　まさかと思うが、いかがわしい行為などしてないだろうな？　もしそうなら、警務隊に御身を引き渡さねばならないが……」

「んなことしねぇよ！　熱い視線を俺に向けてるってなら、きっと俺の魅力に一ひと目め惚ぼれしたんだろ？」

　何を馬鹿なとヤオは鼻で笑った。だがウォルフは、鈴の肢体に視線をやって舌なめずりする。

「くそ、美味そうな女だぜ。言葉が通じれば口説けるのになぁ……」

「たとえ言葉が通じても、お前になびくような女はいないぞ」

「おやおや、焼きもちか？」

「一人で言ってろ。あとはこちらで引き受けるから、御身達は引き続き警戒を続けてくれ」

　ウォルフはヤオから「とっとと行け」と追い立てられる。

　帰りがけにふと足をとめたウォルフは、メイアに声をかけ「ちょっと通訳頼まれてくれない？」と頼み込む。

「なんの用件だニャ？」

「彼女にこう伝えてくれよ。俺と良いことしない？」

　メイアは呆れ顔で、「お前、頭は大丈夫かニャ」と呟いた。

　だが現実というものを知らしめるには、言われるままにしてやるのが一番だと思ったメイアは「この狼男が、貴女とイヤらしいことをしたいって誘いをかけてるニャ。蹴り倒してやるか、ひっかいてやるのが適切な対応ニャ。傷ついたような顔をして、泣き出すのもよい方法ニャ」と解説付きで通訳してやった。

　鈴は突然の声かけに目をぱちくりさせたが、すぐに微笑んで「良いよ。今度暇な時なら」という答えを返す。その笑みは、なんだかとっても満足げであった。

「ニャ!?　……この狼男は冗談が通じないニャ。そんなこと言ったら、あっという間に犯されて妊娠させられてしまうニャ」

「そんなに凄いの？」

「少しでも気のあるそぶりを見せたら、こいつは遠慮しないニャ。終わりだニャ」

「なんだか酷いこと言われているような気がするぞ」

　日本語を解さないウォルフも、メイアが、少なくとも自分のことを褒めているわけではないくらいのことは理解できるのだ。だが、鈴は瞳を輝かせてメイアに答えた。

「実を言うと、私はそういう狼のような男が好きなのだ。私の前世か何かが反応するのかも知れないな」

　メイアはこめかみから汗を垂たらし「も、物好きだニャ」と呻うめきつつも、鈴の言葉をウォルフに伝えてやった。

「ホント！　マジ？　やったー！」

　思わず両手を挙げて喜ぶウォルフ。しっぽをぶんぶん振って、衆人環視のこの状況で押し倒そうとするかの勢いで迫った。

　だが鈴は「後でと言ったはずだ。今はそういう状況ではないのでしょ？　何でこんな騒ぎになっているか知らないけど、君には君の仕事があるはず。まずはそれを済ませて来なさい」と押し返した。

「そ、そうだな。ダーの野郎からみんなを守らないと。じゃ、本当に後でな。俺はウォルフ。お前の名は？」

「わたしは、芳華よ。親しい者はファファと呼ぶわ」

「ファファだな！　よし、約束だぞ！」

　ウォルフは叫びながら「ほら行くぞ、この馬鹿」と仲間達に引きずられて行ってしまった。

　唖あ然ぜんとしたような視線が、周囲から鈴に注がれる。

　ウォルフのナンパが成功したのを初めて見たという囁きが皆の間で流れていた。通訳をしてやったメイア自身すら、信じられないという視線を鈴に向けていた。

「ところで、ダーってなに？」

「ダーは普段は子供の形をしていて、集落に入り込んで突然大きくなって襲ってくる化物ニャ。出くわしたら喰われてしまうニャ。だからみんなここに集まってるニャ。ニホンのヒトなら、上に逃げるのが良いニャ」

「そういうわけにはいかないのよ。実はディアボという方に用があって、探しているの。貴女、どこにいるか知ってる？」

「ディアボ殿下を探しているニャ？　なら、あそこにいるお人だニャ」

　メイアは、貴賓室から持ってきたソファーに腰掛けているメトメスを指差して、彼をディアボだと説明した。

　その傍らにはメトメスを名乗るディアボ本人がいて、街の住民達を相手に深刻そうな話をしている。

「あちらが侍従のメトメスさんニャ。女の人がパナシュ様ニャ」

「侍従？　あの男は何の話をしてるのだ？」

「『門』を閉めないようにニホンの人と交渉したいので、知恵を借りてるニャ。彼の言うように、ここまで来るとみんなで押しかけて、『門』を閉じないでって頼み込むしかないかも知れないニャ」

「なるほど……」

　鈴は頷くと「通訳を頼みたいのだが引き受けてくれる？」とメイアに頼み、メトメスの元へと向かった。彼女の仲間もぞろぞろとその後ろに続く。

　メイアは、鈴達を日本人だと思っているから全く警戒をしなかった。

　ヤオや傭兵達は、店の外に気が向いている。

　店内の皆は、ディアボの語るニホンとの交渉方針に意識を向けている。

　そのため、ぽっかりとした注意の陥かん穽せいがそこに開いていた。

　そのため、メトメスとメイアの姿が見えなくなってしまったことにしばらくの間、誰も気付くことは出来なかったのである。
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　メトメスとメイアは、人気のない倉庫の片隅に放り出されるという乱暴な扱いに、目を白黒させた。どうして自分がこの様な扱いを受けるのか、理由の説明も、それと分かるような前まえ触ぶれもなかったため理解できないのだ。

「あ、貴女たちはいったい何ですか？」

　メトメスは尋ねた。だが、彼の言葉は鈴達には通じない。

　縋るような視線をメトメスから向けられたメイアは、恐怖におののきながらも自らも事情を知りたいと思う気持ちもあって、ディアボ殿下がこう言っている、あくまでも言ってるのは殿下で、自分は通訳しているだけだから気を悪くしないで欲しいと付け加えて、その言葉を通訳した。

「こう伝えなさい。私たちは殿下から『玉璧』を受け取るために、わざわざやって来たのってね」

「……ニャ？　ぎょくへき？」

「言ったとおりに伝えなさい」

　だがメイアは情けなさそうな表情を返した。

　毎日ＰＸで自衛官相手に会話して来ただけに、彼女の日本語は組合の従業員の中でもかなり達者な部類に入る。だがそれでも『玉璧』にあたるような語ご彙いは持ってなかった。

　そしてそのことは鈴にも理解できた。彼女自身も北京ペキン語、広東カントン語、少数民族の言語に加え、日本語や英語等の数カ国語を操る。その為にかなり苦労もした。それだけにメイアの心境が大いに理解できたのだ。

　鈴は噛んで含めるように告げた。

「『玉璧』というのは、レレイという娘のことだ」

「ニャ!?　レレイさんニャ!?」

「いいから伝えなさい！」

　メイアは意訳して鈴の言葉を伝えた。するとそれまで怯おびえていたメトメスも、事情を理解できて安心したのか大きく頷いた。

「ああ、貴女達が『ちゅうごく』の方々でしたか？　連絡が途絶えてしまい気を揉もんでいたところです」

「それは我々の側のミスだから謝罪しよう。だがお前が約束を違たがえたおかげで、我々も相当の無理をしなければならなくなった」

「それは仕方のないことです。貴女方が約束を守るという保証はどこにもないんですから。我々としても慎重にならざるを得ません。しかし貴女方がこうして来て下さったのなら、殿下も取引をお進めになるでしょう。軍隊はどこまで来ていますか？」

「残念ながら軍隊は連れて来ていない」

「レレイさんの身柄は、軍の指揮権との引き替えだと殿下が要求されたはずです」

「レレイの身柄を、我々に引き渡すのが先だ」

　理解の範はん疇ちゅうを超えたやり取りに、メイアは困惑した。

　軍とか、レレイの引き渡しとか、挙げ句の果てにディアボであるはずの男が、まるで自分が皇子ではないかのように語る口ぶりに驚いたメイアは、通訳としての役割を逸いつ脱だつし自分自身の疑問を解消するための問いを発した。

「ちょっと待つニャ。レレイさんは、そっちで保護して貰うために、箱に詰めて送り出したはずニャ!?　どうなっているニャ？」

　すると鈴は首を振りあっけなく答えた。

「箱の中には杖しか入ってなかったのだ。さあ、早くこっちの言葉を伝えろ」

「まさかそんなことがあるはずないニャ!?　どうなってるニャ!?」

　メイアは説明を求めるためにメトメスを振り返った。鈴ばかりかメイアからも問い詰める視線を向けられたメトメスは、とりあえずはメイアに向けてこう答えた。

「これは貴女には関係のないことです。全ては殿下の深しん慮りょに基づくものでして」

「ウチも手伝ったのだから関係ある話ニャ！　そうするのがレレイさんを守ることになるからって言う言葉を信じて、皇子様の企くわだてを手伝ったニャ。なのに話が全然違うニャ！」

　意味の分からない言葉が飛び交うことに苛立った鈴は、メイアの髪を握りしめるとぐいっと引っ張り、自分に顔を向けさせた。

「いい加減にしろ、口を利くメス猫。わたしはお前と話してるんじゃないんだ。わたしが話をしているのは、こっちの皇子様なんだ。通訳機としての役割を果たせないなら、ぶっ壊して捨てるぞ！　壊れたら新しいものを調達してくれば良いだけなんだからな」

　だがメイアは、苦痛を堪こらえながら鈴をにらみ返した。

「誰が皇子様だニャ？　この男が、さっきから他人事の口ぶりで話しているのに気付かないニャ？　ウチは間違って訳してないニャ、この男の言葉を忠実に訳してるにすぎないニャ」

「それはどういうことだ？　つまり？」

「この男はきっとディアボ殿下の影武者ニャ」

「なんだと？」

　鈴は怒ったようににメイアを投げ捨てると、今度はメトメスの襟えり首くびをねじり上げた。

「よくも騙だましたな？」

　だがメトメスも、自分が責められるのは心外だとばかりに、渾こん身しんの力で鈴の手を振り払った。誰かが近づいてこないか見張りをしている鈴の仲間が、苛立たしげに言葉を投げてくる。

「どうする鈴？　戻ってディアボとかいう奴を探すのか？」

「私達の任務は、『玉璧』を手に入れることだ。尋問するなら別にディアボでなくても、『玉璧』のありかを知っているなら誰でも良いんだ」

　鈴は再度メトメスに迫った。まず平手を一閃させて殴りつけておいて「おい、貴様」とドスの利いた言葉を怯える男の耳に流し込む。

「『玉璧』はどこにいる？　知っているならその場所に案内しろ。言っておくが知らないという返答をするなよ。何故なら私たちは『玉璧』のありかを知らない人間には、全く用がないからだ。用がないものは壊して捨てる。理解できるか？　壊して捨てる！」

　さあ伝えろと脅おどされたメイアは、「どこにいるニャ？」と震える声で尋ねた。

「壊して捨てる」という言葉が、「殺す」という意味と繋がっていることを悟ったメトメスは、恐怖と忠誠心の板挟みとなった。

「た、確かに知ってます。けれどそれを言うわけには参りません」

　だがそんな言葉は、鈴達をかえって激高させるだけであった。

「少し痛めつけてやろう、そうすれば喋しゃべりたくなるはずだ」

　皇子本人でなければ遠慮の必要もないと思うのか、それとも無駄手間をかけさせられた苛立ちからなのか、メトメスは女達から殴る蹴るの暴行を受けることとなった。

　鈴達は徒手による格闘訓練を受けている。強い苦痛を感じつつも生命維持にあまり影響のない人体の部位を大変よくわきまえていた。

　帝国の第二皇子の侍従は、人間にどうすれば苦痛を味わわせることが出来るかといった研究の成果を、身をもって知ることとなったのである。

「さぁ答えろ……『玉璧』はどこだ？　言っておくが、お前が知らないとなると、殿下に直接尋ねることになるぞ」

　通訳するメイアに向けて、メトメスは折れた奥歯が腫はれ上がった頬の裏側を痛めないよう、慎重に、喉を絞るようにして答えた。

「そんなこと出来るはずかありません。人目の多いあの食堂から皆の注目を浴びている殿下をどうやって攫さらって来るのですか？　不可能に決まってるでしょう？」

「別に攫う必要はない。軍を連れて来たから話をしたいと告げれば、皇子様自らやって来る。なにしろ喉から手が出るほどに欲しがっている軍隊なんだからな」

「そんな嘘に騙される殿下ではありませんよ。まさかここにいる六人で軍隊だと言い張るつもりではありませんよね？」

「なら我々はその一部だとでも言うさ。日本の軍が厳しい防備態勢を固めている理由が、『門』を挟んで我が軍と対峙しているからだと説明すれば、せめて話をしてみようくらいには思うものだろう？　こうして人ひと気けのないところへ連れて来てしまえば、どうとでも出来る。ディアボはお前ほどに我慢強いか？　ん？」

　この言葉にメトメスの心はぽっきりと折れた。

　人間、自分の頑張りが無意味だと思わされてしまえば、意地を張り続けることなど不可能だ。それを感じたのか鈴は、「ふふん」と勝ち誇ったように語りかけた。

「今、ここでお前に出来るのは、素直に『玉璧』のありかを教えて、我々の手間を省はぶくことだ」

　メトメスは、問われるままに頷いた。

　だがメトメスの答えは、メイアによって封じられた。メトメスが本当のことを教えたらレレイが攫われてしまうと思った彼女は、鈴達の言葉のあとこう付け加えたのだ。

「レレイさんの居場所を教えようとしたら、ウチがお前を殺すニャ。それが嫌だったら黙っているニャ」

「ダ、ダメです。こうなったら本当のことを教えるしかありません。でなければ、次にこんな目に遭あわされてしまうのは殿下なんですからね。あのお方は帝国の皇子なんです。こんな目に遭うなんて事が許されて良いはずがありません。しかもその尋問の時の通訳はきっと貴女ではありませんよ。この女性達は、本当にわたし達の命なんて、何とも思っていない。貴女の命もきっと同じです。分かってるんでしょう？　お願いですからちゃんと伝えて下さい」

　本当のことを言わなければ、自分達は此処で殺されてしまうだろう。メトメスはそう告げた。

　だがメイアは、くっと唇を噛むと涙を流しながらも首を振った。

「殺されても、レレイさんをこんな奴らに渡すわけには行かないニャ。ウチがお前達に騙されなければ、こんなことにならなかったニャ」

「たかが亜人が何を立派なことを語ってるのです？　殿下が拷ごう問もんされたり痛めつけられたりするよりはよっぽどマシでしょう？　さあ、早く私の言葉を伝えなさい。お前達の欲しがっているもののところに案内しますって」

　だがメイアは、「この男は、レレイさんの居場所に案内するつもりはないって言ってるニャ」と通訳した。

　すると、鈴はおもむろにメトメスを殴りつけた。

　既に意気地を挫かれているメトメスは、予想もしていなかった暴力に情けない悲鳴を上げ無様に狼狽うろたえた。そして襟首をねじり上げる鈴達に向けて、何度も何度も頷いて見せた。

　それは自分の真意が、彼女の要求に応えようとしていることを伝えるもので、鈴達もそれを正しく理解した。

　言葉と態度が乖かい離りしている。となればどちらかが間違っているのだ。そのことを悟った鈴はメイアを殴りつけた。

「貴様、嘘を言ったな！」

　鈴の手が襟首から離れたために、支えを失ったメトメスが倒れ込む。

　自分達を『玉璧』へと導く大切な案内人である。皆の視線がメトメスへと集中した。そしてその隙を衝いてメイアが高々と跳躍した。

　躍動的にしなやかな肢し体たいを動かして後転し、頭上にある倉庫の軒のきに両手両足を使って猫のごとくすとっと着地する。そして地を駆ける雌め豹ひょうのような勢いで走り出した。

　猫科亜人の俊しゅん敏びんさを見せつけられた鈴達は唖然とした。

　ヒトがどれほど鍛えても到底できないような運動性能を、亜人たる彼女は生まれた時から有している。その俊敏さは獰猛な肉食野生動物を彷ほう彿ふつとさせた。いや、実際にキャットピープルとは、獰猛な猫科肉食獣を祖とする亜人種のことなのだ。

　屋根伝いにしばらく走って、地に降りるメイア。

　鈴達はその背中に向けてナイフを投とう擲てきした。そのほとんどが外れ、あるいは躱かわされたが、一本のナイフが彼女の背中に突き立った。だが、致命傷ではない。メイアはそのまま怯むことなく、鈴達の前から姿を消してしまった。

「ちっ！」

「くそ、あの雌猫！　我々のことを街の奴らに報せるつもりだぞ！　どうする鈴!?　あの猫を追うか？」

　メイアの残した血痕は食堂に向かって点々と続いていた。今から追っても追いつけないだろう。

　鈴は自分達の取るべき行動をリストアップし、その中で最も適切と思われるものを選んだ。

「いや、時間がない。我々は『玉璧』を回収するぞ」




　その頃、食堂ではディアボが集まってきた街の住民に向けて、演説をしていた。

　元老院で鍛え上げた弁べん舌ぜつの力で、アルヌスの住民達を自分の支持者にしようと訴えかけていたのである。

「みんな良く聞いてくれ。俺は、この街には『門』の存在は不可欠だと考える。何故なら『門』なくして今のような生活は望みえないからだ。この俺も少しの間だが、この街に隠れ住んでいた。この街は本当に良い街だ。皆が本当に、生き生きしている。この中で帝都で暮らしたことのある者はいるか？　あそこは本当に酷い。男達は上役の顔色ばかり見て一日中へこへこ媚こびて、誇りも持てず惨みじめに暮らしている。女達は分厚い化粧を塗りたくって男に諂へつらい、裏では友達を中傷しあう醜みにくさだ。働いている奴隷達はいつも疲れ、やつれている。路上には物もの乞ごいと追おい剥はぎが溢れて治安は最低だ。帝都ですらそうなのだ。帝国全土がどんな有様か見るまでもないだろう。なのに、ここにいる皆はどうして、こんなに明るい顔つきをしていられるんだろうか？　皆の顔が光り輝いている。楽しんで生活をしているのだ。そしてその理由に俺は気付いた。その理由は明日に、将来に希望を持っているからだ。その希望の基になっているのが『門』だ。ならば、それはどんな理由があろうとも捨ててはいけない。『門』を捨てるということは、惨めな苦痛に耐えるだけの生活に後戻りすることになってしまうからだ」

　料理長が「そうだ！」と叫ぶと、皆はディアボの言葉を聞こうと耳を傾けはじめた。

「既に豊かな生活を送っている者には、きっとそのことは分からない。何を隠そう、この俺とてその一人だった。帝都を追われ、命からがらこの街に隠れ住み、この街に守られて初めて気付かされたのだ。そう、彼らは大事なことが分かってない。既に満たされている連中は、簡単にこれは一時的なことだと口にする。だが、その一時の間に君達がどれほどの苦痛と絶望を味わうことになるかそれを知らないのだ！　もう黙って見ていることは出来ない。見ろ、ニホンの軍が引き揚げようとしただけで怪異が暴れ出した。きっとゾルザル派の仕業だろう。勘違いしてはいけない。これまで手厚く街を守ってきたニホンの軍のことだから、こんなに急ぐのにも相応の訳があるのだろう。君達を見捨てようとしている訳ではないと思いたい。だが、それでも急すぎる。ダメなのだこれでは！」

　ディアボの演説は、聴衆の心を捉えて離さなかった。

　理性的に見せつつも、実際には感情へと語りかけ、自尊心をくすぐりながら、エゴから発する利己心を巧たくみに正当化して見せた。

「だから俺は思う。君達は叫ばなくてはならないと。今こそ行動を起こすべきなのだ。『門』を閉じるのは待ってくれ、嫌だ、帰らないで欲しいと叫ぶべきなのだ。これは反逆とか、反抗ではない。ただ知って欲しいと訴えかけるための行動だ。誰かを傷つけるのではなく、過ちを防ぐための行動だ。聞く耳を持ってない相手に、ほんの少し自分達の方を見て欲しいと訴える必要な行為なのだ！　それくらいならば、神々も許されるだろう。もちろん、世界のことも考えなくてはならないだろう。確かに、いつかは『門』を閉めなくてはならない。だがそれは、今でなくても良いはずだ。そう、冬を迎えるのは、冬支度が済んでからなのだ！」

　ディアボは『門』を閉めるべき時期を、先延ばしすることを皆に訴えかけた。

　実りの秋のあいだに、たっぷりと食べ、蓄たくわえ、そして冬ごもりして、春を待つ。そんな原初の冬ごもりのイメージに訴えかけることで、アルヌスの住人が不安を感じる理由を、準備が足りていないからだと語った。

「準備の為にもう少し。もう少しだけ待って欲しい。そう頼むことの、願うことの何が悪だろうか？　何が害だろうか？　そんなことはない。そう、我々が起こす行動は正しいのだ。過ちは誰かが止めなければならない。奴隷ですら、主人が間違った行動を起こしたら、それはしない方が良いと諫かん言げんする。ならば自由な君達にそれが許されないはずがない。俺の意見は、間違っているだろうか？」

　アルヌスの住民達は、自分達の心境や、立場を巧みに代弁する男の言葉に聞き惚れた。

　この男ならば、自分達を代表して思いを伝えてくれる。『門』を閉じようと動いているどうしようもない動きを、この人ならば止めてくれるという思いを抱いたのである。

「皆が信じて任せてくれるならば、俺が引き受けよう。君達の意志を代弁する。君達が俺の背中を支えて後押ししてくれるならば、相手が誰だろうと俺が交渉する。どうだろう、任せてくれるか!?」

　従業員達は、ディアボに答えた。

「本当にお願いして良いのですか!?」

「でも、私たちのお願いなんて、聞き入れてくれるのかしら？」

「そもそも、交渉に応じてくれるのか？」

　ディアボは不安を否定した。

「無論だ。何しろ俺の後ろにはディアボ殿下がついているのだ。ディアボ殿下は帝国の皇子だ。ならばニホン政府も無視は出来まい」

　皆は「そうだ」と納得の表情で頷く。そして万ばん雷らいの拍手が鳴り響き、ディアボはアルヌスで働く者達の代表という立場を手に入れることとなったのである。だが……。

「待つニャ！　その男は嘘をついてるニャ！」

　血みどろになりながら、足を引きずって現れたメイアの叫びが皆の熱狂に水を差した。その血みどろの姿に皆は冷や水を浴びせられた心境になり、数名が彼女に駆け寄った。

「ど、どうしたんだ、メイア!?」

　膝から崩れたメイアの背中に刺さっていたナイフを傭兵達が引き抜き、止血処置を手際よくしていった。

　そんな手当を受けている間も、メイアはディアボを指差して叫んだ。

「みんな聞くニャ！　その男は、嘘つきだニャ。とんでもないことを企んでるニャ」

「何馬鹿なことを言っているんだ」

　ディアボは内心焦りながらも、突然現れて何をいい加減なことを言うのかという態度で、メイアの言葉を一笑に付した。

「そうよ。メトメスさんは信じられる方よ」

「でも、レレイさんを、ちゅうごくという国に引き渡して、その代償として別の国の軍隊をこの世界に引き入れようとしてるニャ！　それは権力が欲しいからだニャ！」

















「ちゅうごくってなんだ？」

「『門』の向こうにあるニホンとは別の国のことだニャ。その国から来た女達に、ディアボ殿下を名乗っていたヒトは酷い目に遭わされたニャ。レレイさんを引き渡せ、居場所はどこだって手ひどい拷問を受けたニャ。そのヒトも最後には拷問に負けて仕方ないから居場所を教えるって言ってたニャ。今頃レレイさんを隠している場所に向かってるニャ」

「なんだって！」

　この言葉にはさすがのディアボも聞き捨てることが出来なかった。そして「どういうことだ、詳しく説明しろ」と迫った。

　だがメイアは意地悪そうに微笑み返すと、皆に聞こえるように大声で叫んだ。

「どうして慌てるニャ!?　ウチの言葉が一から十まで戯ざれ言ごとだと言うなら、何も心配する必要はないニャ。聞き流して無視すれば良いだけニャ」

「だが、ディ、ディアボ殿下が拷問を受けたなど、そんな……パナシュ、殿下はどこにいった？」

　周囲を探してもメトメスの姿は見えない。ディアボは陥かん穽せいに嵌はまったような不安にとらわれた。

「メトメスさんは侍従なのに、主がいなくなっても気がつかないなんて変な話ニャ。侍従が主人の動向に気を払ってないなんてあり得るのかニャ？」

　メイアに視線を向けられたパナシュのメイド達は、そんなことあり得ないと一様に首を左右に振った。

「そ、そうだよな。それにこのヒト、なんだか侍従って言うわりには偉そうだよな」

「おいおい、なんか話がおかしくなって来たぞ」

　皆が、いったいどうなってるんだと戸惑い、疑いを抱き始める。

「そんなことはない。みんな聞いてくれ」

　ディアボは懸命に言い訳しようとしたが、急速に信頼感が高まっただけにその失しっ墜ついも著いちじるしく早い。こうなると何を言っても皆が失望へと至るのを防ぐ手立てはない。

　だが料理長が「ちょっと待て」と声を上げた。

「みんな、待てよ。つまりこの方はそれだけ俺達のことを熱心に考えていたってことだろ!?　それにメイアの言ったちゅうごく人の女達。それこそきっとゾルザルの配下だ！　メイア、お前の方こそ騙されてるんだ！　俺達を疑わせてディアボ殿下の信用を失墜させようとしてるんだ」

「そうかニャ？　ゾルザルの配下という割には、随分と流りゅう暢ちょうにニホンの言葉を操っていたニャ。ウチもこの街では古参だニャ。『門』のこちら側では、ニホン語を学べるのはこのアルヌスくらいだニャ。でもウチは、あんな女達を見たことがないニャ」

「そ、そうかも知れん。だが、ないとも言い切れないだろう」

「きっとディアボ殿下は、レレイさんを箱詰めしたフリしてどこかに隠したニャ。しかもそれはレレイさんを守るためじゃなくて、取引に使うためニャ。それに怒ったちゅうごくの人が、約束が違うってやって来たニャ。なんでも、交換のための軍隊を『門』のすぐ向こうまで連れてきているって言ってたニャ！」

「軍が来ているのか！」

　ディアボは、喜き色しょくを湛たたえた表情でメイアに尋ねた。

「ディアボ殿下……今行かないとレレイさんは奪われるニャ。そうなったら、軍隊は手に入らないニャ、それでも良いのかニャ？」

　それはメイアの挑発だった。ここでレレイを奪われまいと走り出せば、自分が嘘をついていたと認めることになるのだ。

　だが、このまま黙って見過ごすことも彼には出来ない。何故ならディアボにとってはレレイこそが唯一とも言える切り札だったからである。

「く、くそっ！」

　レレイと交換で中国からの軍事支援を手に入れて帝位に就く。それがディアボの目もく論ろ見みであった。

　もちろんそんな簡単に中国が動いてくれるとは思っていない。帝位に就くことも難しいだろう。彼女の身柄と引き替えに帝国が手に入るなどと思うのは、子供の見る夢のようなものでしかないのだ。だが、レレイの身柄を上手に利用すれば、形勢の定まりつつあるこの現状を覆くつがえすことも可能なのだ。

　そのための方策は既に練ってある。自分には弁舌の才もある。これからこそがディアボの腕の見せ所と言える。なのに、今レレイの身柄を奪われると、そういった可能性の全てが失われてしまう。それはアルヌスの住民達の支持よりも重要なのである。

「どうかしたのかニャ？」

　意地悪そうに、ディアボの顔を覗き込むメイア。

　ディアボは、大きく舌打ちすると「行くぞ、パナシュ」と叫び、皆の視線を振り払うように食堂を飛び出した。

　ディアボがどう行動するか見つめていた皆は、これに驚いた。

　この振る舞いこそが、メイアの言葉が正しいことを証明するものだったからである。

「まさか！」

「本当にレレイさんを!?」

　レレイの名は帝国でも特別のものとなっているが、このアルヌスではさらに格別の意味がある。組合の創設者にして責任者。自分達の雇い主。組合の今後を定める者でもある。

『門』を閉める件で意見は対立してしまったが、それがあったとしてもレレイは大恩ある雇い主なのだ。それを、取引の具にしようとするなど、彼らにとって到底許せることではない。

　そんな男に、自分達は騙されかけた。

　皆は唖然とした。衝撃、落胆、呆然……自失を生み出す様々な感情に支配され、身じろぎすることも出来なくなった。

「メトメスさん、どこに行くんですか!!」

　誰も彼も動けずにいる中で、唯一料理長だけがディアボの背中を追った。




「つ、つまりは貴方様が、ディアボ様なので？」

　すがるように追いついてきた料理長に、ディアボは面倒くさげに答えた。

「そうだ。俺がディアボだ」

「じゃぁ一緒にいたあの方はいったい？」

「あいつが、侍従のメトメスだ。騙したわけではないぞ、ゾルザルに狙われているからな、影武者を立てただけだ」

「そうでしたか……でも、レレイさんを安全なところに送り出すって話はどうなってたんです？」

「それも騙したわけではないぞ。中国に送るよりも、手元に置いておいた方がさらに安全だと思っただけだ。敵を騙すにはまず味方からと言うだろう？」

「やっぱり騙したんじゃないですか!?」

「くどい！　今はそれどころではないぞ。彼女を奪われるのを防がないと」

　だがディアボの前に、追いすがってきたヤオの率いる傭兵部隊が立ちはだかった。

　装備の揃わない雑多な傭兵達を率いるダークエルフの女は、サーベルの鋭い切っ先をディアボへ向けた。

「お待ちいただきたい。御身には拉ら致ち監かん禁きんの容疑がかかっておられる」

「無礼者！　亜人の有象無象共が、よくぞ我が前に立ちはだかったな!?　俺は帝国皇帝モルトが第二皇子にして、帝国元老院議員だぞ！」

　これが帝都なら、いや昔せき日じつの帝国ならばこの怒声一つで万人をひれ伏させることが出来たかも知れない。だがここはアルヌスであった。ディアボがどれほど声を張り上げようとも、ヤオや傭兵達は少しも畏怖の態度を見せなかった。

　ヤオはそのまま、抜き身の剣をディアボに突きつけると尋ねた。

「そんなこと此の身は既に承知している。だが、そんな地位に何の意味がある？」

「おのれ、下郎！」

「待てっ、待って！」

　パナシュが、短剣に手をかけたディアボにしがみついて叫んだ。

「殿下、ここはお下がり下さい。お前達も頼むからここは退いてくれ！　頼む、伏して頼む！」

　もちろん、ヤオは退かない。

　傭兵達も剣を抜き、周囲を取り囲むように動いていく。その無言の圧力にディアボはますます意固地になり、短剣を抜こうとして、それを止めようと必死のパナシュとのつかみ合いになった。

　ヤオの合図で傭兵達が、いよいよパナシュやディアボを捕らえようと手を伸ばす。

　とその時、耳に凛りんと響く声が一触即発の空気を霧散させた。

「待ちなさぁい！　無理に尋ねなくても、その皇子様はぁレレイの居場所まで案内してくれるわぁ。そうでしょう？」

「ロ、ロゥリィ……聖下」

　ロゥリィの登場に、ディアボは観念したように呻くと短剣から手を離した。

「お前がディアボねぇ？　レレイがどこにいるか知ってるならぁ、案内してくれると嬉しぃわぁ……」

　ズンと地面に食い込むハルバートの石突き。その巨大な斧ふ刃じんの鋭い輝きを眼前に置かれたディアボは身をのけぞらせた。

「せ、聖下……こ、これにはいろいろと事情がありまして」

「いいのよぉ、分かっているからぁ。権力が欲しかったのよねぇ。どうぞ、頑張りなさぁい」

「へっ……？　あの、ゆ、許していだたけるので？」

「許すも許さないもないわぁ……わたしぃ頑張る男は好きだものぉ。一国の皇子と生まれたからには玉座を目指す。それもまた当然のことよねぇ」

「あ、ありがとうございます」

　自分のしようとしていることをどこか後ろめたく思っていたディアボは、ロゥリィの言葉に救われたように微笑んだ。だが続くロゥリィの言葉はやっぱり叱責で、ディアボは再度項うな垂だれることとなる。

「でも王者を目指すならぁ、何をするにしてもぉ品格というものが必要よぉ。下衆な振る舞いはぁ、格を落とすことになるわぁ」

「は、はい。心しておきます」

「で、レレイはぁ丁重に扱っているんでしょうねぇ？」

「も、もちろん、ルルドの娘風情には……いやいや、導師号を有する賢者にして、炎龍討伐の英雄殿にはいささか手狭かと思われますが、彼女に相応しい待遇を心得ました。縛るにしても、私のような男が触らずにこちらに控えるパナシュが丁寧にいたしましたし、閉じ込めておくにしてもそれはそれなりに、それなりに……、それなりに環境には気を遣い……」

「で、どこ？」

「は…………その、あの……物置に」

「物置ねぇ……。それがそれなりに気を遣った待遇なのぉ？」

　ロゥリィはポリと頬を掻いた。

「あ、いや」

　さすがのディアボもこれには答えることは出来なかった。とは言えすぐに救出に向かわなければならない。ディアボの案内で、皆はレレイが監禁されている物置へと向かった。

「ここです」

　中には、王侯貴族が使うような寝台が置かれていて、ディアボが「それなり」に気を遣ったであろうことは証明された。

　だが中を覗き込むとそこには、手足を縛られ猿ぐつわをはめられたメトメスが「うう」と唸りながら転がっているだけであった。
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　狭間陸将は、足早に執務室へ戻ると部下達に状況の報告を求めた。

「街の状況はどうなってる!?」

「新難民の負傷者は多数、犠牲者もかなりの数に上っています。今のところ救出だけで手一杯で、怪異の掃そう討とうまで手を回せません。組合の傭兵達が出動して街の住民達を守っているようですが、新難民まで手が回っていません」

「しかたない。第五戦闘団の待機命令を解除し、負傷者と犠牲者の収容をさせるように。診療施設も開いて負傷者の手当を急がせろ。街の住民達も駐屯地内に収容。全員を避難させる。で……各戦闘団はいつ頃戻る？」

「一番近いところにいる部隊でも、先頭集団がこちらに到着するのにあと三～四時間といったところでしょう。全員が戻るのは一日ではおそらく……」

　特地のあちこちに散っている隊員達が、一日で戻るのは不可能であると幕僚は語った。

「とにかく、デモ隊との交渉を続けて時間を稼ごう。市ヶ谷との連絡は回復しそうか？」

「ムリです。回線が完全に断たれています」

「無線もか？」

「電波を通さない構造にしたのが悔やまれます」

　狭間は、ドーム内の状況を映し出すモニターの画面に目をやった。

　国際ＮＧＯを自称するデモ隊がドーム内に持ち込んだ大型のトラックは、そのフロントバンパーのあるべき部位に太い鉄骨が溶接されていた。攻こう城じょう槌ついのように尖せん端たんを尖とがらせ、『門』に体当たりした時の破壊力を増そうとしているのだろう。それだけに『門』を破壊すると宣言した連中の本気度が窺われた。

　狭間は、こんなことをする国際ＮＧＯを民間人とは思っていない。

　その代表者の劉と名乗った男は確かに民間人かあるいは文官だろうが、その周囲にいるのは軍人然として背筋の伸びた男なのだ。しかも、交渉の仕方もリベラル型デモ隊のよくするような、一方的な要求を暴力的に突きつけるものでなく、交渉という形態の戦闘を強したたかに展開しようとする狡ずる賢がしこさをもっている。

　おそらくは、どこかの国の工作機関か、それに類するものに所属しているのだ。

「いざとなったら連中を力尽くで排除してでも、隊員達を脱出させなければならん。『脱兎』発令時の序列を今のうちに徹底させてくれ。弾薬や燃料、それと薬品、食糧等は残しておくように」

「はい」

　今の段階で、『門』の破壊を開始されたら、全員の帰還は困難である。

　特地派遣部隊の大部分が異世界に取り残される。そうなれば、再び『門』が開かれるまで、残った人員だけで物資をやりくりしながら生き延びなければならないのだ。

「いっそのこと、退去準備命令を撤回してゾルザル派の殲滅を優先させてはどうでしょう？　そうすれば帝国との講和条約が発効します。残余の部隊だけでもアルヌスの保持は可能です」

「いや、それは順番が逆だ。今はマニュアルに基づいた行動をとるように」

　緊急時の対応マニュアルは、閣議で決定されたものでありそのまま総理大臣の命令としての効力を持っている。派遣部隊の長でしかない狭間が覆して良い性質の物ではないのだ。その完全な実行は不可能で、残された部隊のことを考えなくてはならないのも確かなのだが、そのために軍事行動を優先させるのは本末転倒だ。

「そろそろ時間だな」

　狭間は再び執務室を出るとドーム内に入り、『門』のど真ん中に陣取る七四式戦車の前に出た。

　そこには既に、国際ＮＧＯの代表を名乗る男が待ち構えていた。男は狭間が前に立つと、再び恫どう喝かつという名の交渉を再開した。

「我々の要求を受け容れて貰えるのでしょうか？」

　ＮＧＯ側は男の言葉に合わせて二台の大型トラックのエンジンをかけ、チキンランに挑む暴走族のようにエンジンを吹き鳴らさせた。

　しかし狭間は一考もせず「断る」と返した。

「好きにすればいい。君達が何を企てようとも、我々はそれを防ぐだけである。その際は銃砲火器による対応もあり得ることは覚悟しておいてほしい」

　狭間の合図で、七四式戦車の主砲が旋回し、トラックを指向した。

　並び立つ隊員達も六四小銃の槓こう桿かんを引いて、銃剣のついた銃口を国際ＮＧＯを名乗る集団へと向ける。だが国際ＮＧＯ側も怯ひるんだ様子は見せなかった。

　男は「強がりは言わない方がいいですよ」とほくそ笑んで、続けた。

「君達は非武装の民間人に銃口を向け引き金をひくことなど出来ないでしょう。君達が良い人であることは皆が知っています。言っておきますが、これは褒め言葉ではありません。必要な時はどんな悪逆も非道も平然と出来るようでなければ、国家の威信も安全も守ることは出来ないからです。国家は愛されるより、恐れられる存在でなければならない。だが君達の国は決してそういう存在ではありません」

「何が言いたい？　我々は舐なめられているとでも言うのかね？」

「そうとも言えます。無論、それは君達の責任ではないとは思いますがね」

　狭間には返す言葉がなかった。国のあり方は政治が決すべき領域であり、制服組たる自分が決すべき性質のことではないからである。

「では我々の要求を述べます。特地への立ち入りを認めて下さい。現在、日本国政府に『門』と特地の管理を国連に譲るよう要求していますが、その交渉の進展具合によっては我々はこの『門』を破壊しなければなりません。そうなれば君達は異世界の漂流者となります。そうなる前に、君達が特地を我々に明け渡せば、君達は漂流者となることはありません。これは、よい交換条件だと思いますが、どう思いますか？」

「内容が不当な上に、不愉快だ。我々がそのような脅おどしに屈するとでも思っているのか？　我々は君達の特地への立ち入りを、絶対に拒む」

「ならば、日本に戻れなくなりますよ。万が一そうなったとしても、それは日本政府や君達の責任で、我々のせいではありません」

「それもまた覚悟の上だ。そもそも我々は君達の要求に対して返答できる立場にはない。その手の交渉は政府としたまえ」

「それは違います。孫そん子しはこう言っています。『将、能ありて君、御ぎょせざる者は勝つ』。君も日本の将軍として独自の裁量権があるはずです。我々の特地への立ち入りを認めてしまいなさい。そうすれば我々も『門』までは破壊しません」

　狭間は、劉の言葉を聞きながら違和感を覚えた。

　自衛隊に成り代わってこの連中が武器を持たずに特地に入ったとして、そのまま特地を保持できるとは思わないからだ。この交渉は、いったい何を目的としているのか？　それが疑問に思えたのである。

　狭間は、確かめるように問いかけた。

「政府の方針は、『門』を一旦閉鎖することにある。我々に成り代わって君達が特地に入ったとしても、我々は容赦なく『門』を閉じるだろう。今度は君達が異世界の放浪者となるぞ」

「もちろん『門』の閉鎖はなしです。特地に関わる今後の方針は、国連の常任理事国が決定することになりますから」

「なるほど、君達のあとに青いベレーをつけた軍が君の祖国から派遣されて来るということか。だが日本政府はきっと拒絶するぞ。それに『門』の存在があちこちに様々な異変を起こしつつあることは、すでに報しらされているはずだが……その異変が災害を引き起こしても良いと考えているのかね？」

「多くの国が、その情報に疑問を持っています。我々のこの平和的なデモが世界の主要な国々の一般市民で構成されているのはそのためです」

「平和的なデモとは片腹痛い。しかも、主要国の市民が集まっていると言う割に、この場には君達しかいないではないか？　欧米人はどこだ？」

「この場での交渉は、私に任されています。欧米の市民達は、ドームの外で警官隊との交渉を担当しています」

「君は、どこの国の工作機関の所属だ？」

「我々はＮＧＯです。どこかの特定の国家の利益のために活動しているわけではありません」

「それを信じろと？」

　言論、結社、集会の自由のない中国では、共産党や政府の影響下にない団体は存在しない。内外のあらゆる団体が、政府の管理下にあってその指令を受ける立場にある。

　だからこそヨーロッパや北米に、尖閣諸島は中国領土だと主張して宣伝活動を行う華か僑きょう団体が現れたりするし、普段は善良な市民であるかのごとく振る舞っている在外中国人が、いざとなると諜報・工作活動を始めたりするのである。

　近年、国際結婚した自衛官や、防衛産業に勤める職員の配偶者が工作員だったりする例が報告されるが、それらも最初から工作員として日本に来たわけではない。日本でごく普通に生活をしており、たまたま情報活動に便利な環境を得たがために、諜報活動をしろという指令が、本国に残っている家族や一族を人質にして送りつけられて来るのである。

　狭間は、この男が様々な国の意思を装いながらも、一国の意思しか語っていないと感じた。

「なるほど、そういうことか。状況は理解した。では要求に対する最終的な回答を述べよう。我々はどのような状況にあっても政府の命令に従い、任務を遂行するだろう」

「勇敢ですね。ですが日本政府は君達ほど腰が据わってませんよ。君達を犠牲にすることに耐えられるでしょうか？」

「日本政府との連絡は君達のおかげで絶たれている。ならば我々は連絡を絶たれる前に受けた命令を引き続き続行するしかない」

「あくまでも任務に固執するのですか？」

「当然だ。それがシビリアンコントロールというものだ」

　劉が狭間に身を寄せて言った。

「君達は、異世界の漂流者となる道を自ら選ぶと言うのですか？」

「それもまた覚悟の上だ」

　狭間が突き放すと、代表の男は言った。

「てっきり、力ずくで日本に戻ると言い出すかと思いました……」

「それも選択肢の一つとして準備している」

「それをしてくれるとありがたいですね。六四天てん安あん門もん事件をここで君達が再現してくれることになりますから。国際社会はさぞ日本を批判するでしょう。銃剣と戦車で平和的なデモを踏みつぶした……きっといい絵が撮れます。何かにつけて人権後進国と批判される我が国ですが、これからは日本も同じことをやったと言い返せるようになります」

　代表に立った男は、傍らでハンディカメラを手にしている男を指し示した。

「日本に帰る唯一の道を君達に塞がれて、押し通るしかなかったと主張すれば良い。これは緊急避難だと認められるだろう」

「それが可能ならですけれどね。日本のマスコミは君達の行動をどう報道するでしょう？　武力でデモ隊を虐殺して流血の惨事を引き起こしたあげく、『門』を壊した愚か者と批判するでしょうね」

　この言葉には狭間も「なんだって!?」と心外そうに顔色を変えた。

「君の部下にも家族達がいますが、ご近所や周囲からさぞ白い目で見られるでしょうね」

　狭間は、下唇を噛んだ。

　残念ながら、日本のマスコミがそんなことするはずがないとは到底言えなかったからだ。

　権力や社会の動向を監視し、警鐘を鳴らす木ぼく鐸たくの役目を果たすことがジャーナリズムの存在意義であるとマスコミ人は主張する。確かに徹てっ頭とう徹てつ尾び、傍観者に徹し、自分達も含めて全てを批判する報道姿勢を貫くならば、社会にとって有益であると認めることも出来る。だが近年のマスコミは、何が良いことで何が悪いことかを自分勝手に判断してそれを大衆に押し付けようとしている。『批判』の範囲を超え、政治的な意図を含ませた偏へん向こう報道を行って、自分に都合が良いように国民の意識を誘導しようとする姿をあからさまにし始めたのだ。

　このことは自分の意に反する主張をする立候補予定者の出自や近親者について、差別的とも言える報道を平然で行ったことから証明されるだろう。

　総理となった者の権力行使の仕方ではなく、漢字の読み間違いや、余暇時間の過ごし方といった嗜し好こう、人格の部分を批判し攻撃したこともその証しょう左さとなる。

　つまり、マスコミがしているのは報道ではなく自分にとって都合の良いムードを作り上げるための宣伝で、そしてその行動は不思議なことに日本を敵視し、批判する海外勢力や機関の活動とベクトルを一致させているのである。

　日本におけるメディア掌握作戦の指揮をした劉は、自ら成し遂げた業績を誇るような表情で、狭間に告げた。

「言っておきますが、隊員の家族を悲しませるのは我々ではありません。君達です。君達の行動が全てを決めるのです」

　今日では、マスメディアがどのような報道をするか、それをコントロールする力を持っている者が状況の主導権を有すると言っても過言ではない。これに抗する術が日本側にないことを知る狭間は窮きゅうした。だが窮したなりに反撃の糸口を探して言葉を返した。

「真実はいずれ報じられる。それに国際社会だって……」

「道義だの、正義だのは、金の力でどうにでもなるものです。例えば中国の反体制派を表彰するノーベル平和賞の授賞式を、どのくらいの国が欠席しましたか？　正義とやらも皆が受け入れ尊重するものではないという証明です。正義などという言葉が通用する国の方が、この地球上では少ないのです。この日本はその中でも数少ない例外だと思った方が良いですね」

　すると狭間は、深々と嘆息すると居住まいを正した。

「なるほど……理解した」

「おおっ、理解してくれましたか？」

「ああ、お前達が、交渉するように見せかけて時間稼ぎをしているということを理解した」

「……なんです？」

「お前達の要求はどれも、我々には実行不可能なものばかりだ。つまり、お前達は我々になにもして欲しくないというのが本音だろう」

「確かにそうです。ですが、気がつくのが少しばかり遅かったようですね」

　ふふんとほくそ笑んだ劉は、狭間に後ろを見ろと顎あごをしゃくった。

　すると、女達が縛り上げられたレレイを人質にして立っていた。

「あれは、保護した観光客？」

「そうです。君達の人の良さに乗じるのは心が痛みますが、誰にでも温情を与えるのは愚かしさ以外の何物でもないということを学ぶ、よい機会が与えられたと思うべきですね」

　狭間の部下達は、レレイを人質にとられて、遠巻きにすることしか出来ないでいた。

　あとを追うようにして、ヤオ率いる傭兵達やアルヌスの住民達もやって来たが、自衛官達と同様にレレイに刃物を突きつけられてしまうと、やはり遠巻きに見ていることしか出来ない。

「レレイさんを放せ！」

　盛んに声を上げるアルヌスの住民達を尻目に、劉は要求した。

「さあ、彼女達を通す道をあけなさい。そうすれば人質に危害を加えないと約束します」

「絶対に通すな！　彼女の入手が連中の狙いだ。傷つけられるはずがない！」

　狭間は隊員達に道をあけるなと厳命し、劉を振り返った。

「なるほど……全ては彼女を手に入れるためだった、というわけか」

「我々は一つの目的を果たすためだけに、一つの行動を起こすほど横おう着ちゃくではありません。正確にはこれもまた、目的の一つだったということですね」

　劉は満足そうに微笑んだ。
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「銀座上空まであと十分。支し度たくをして下さい」

　操縦士の合図で伊丹達は準備を始めた。

　何度も何度もハーネスに不具合がないかをチェックする伊丹。その過剰な用心深さに彼の不安と押し隠した恐怖が表れていた。

　伊丹と富田はそれぞれにテュカと栗林を抱きかかえてヘリコプターのドアを開き、ステップに脚をかけて腰掛けた。

　眼下に広がる都市の夜景は、上空に広がる星空にどこか似ていて、宇宙空間に漂っているかのような錯覚すら感じられる。

「こ、こえええええ。さぶいいいいいい！」

　機内に吹き込んで来る外気に、身体を震わせる伊丹。

　栗林はその大声に迷惑そうな視線を向けた。自分の恐怖や不安感まで、伊丹の声によって掻き立てられるからである。

「た、隊長、ベテランだったんじゃないんですか！」

　栗林は話が違うと伊丹を責めた。

　ベテランなら、ベテランらしく初心者を安心させてくれるのが本当だろうと、栗林は叫ぶ。

「馬～鹿、怖さを知らない奴がいい空挺になれるか。恐いからこそ安全に気を配るんだろ!?」

　すると突然、伊丹の膝の上で「くくくく」とテュカが身を震わせて笑い始めた。

　身体がぴったりと密着していることもあり、彼女には伊丹が震えていることも、強がりを言っていることもお見通しなのだ。

「な、なんだよ！」

「ううん、頼り甲が斐いがあるわねって思ったの」

　何がきっかけだったのか、栗林が突然思い出したように叫ぶ。

「そ、そうだ！　大変なことを忘れてた！　隊長、富田の奴、死亡フラグをおっ立てたんですよ」

「なんだって!?」

「この男、戦争が終わったら、ボーゼスと結婚するって言い放ったんですよ」

　こんな時になるまで、どうしてそんな大切なことを黙ってたんだと伊丹は怒鳴った。

「まずいぞ。それは非常によくない！　これからかなり危ない大馬鹿をやろうとしているのに、どうすりゃいいんだ！」

「そうですよ。死亡フラグを立てた奴とどうしてあたし、こんなことしてるの!?」

　栗林は自分まで巻き込まれてしまうと再び不安を叫び、震えだした。

　その瞬間、パイロットの河合が後ろを向いて「降下どうぞ！」と叫んだ。

「隊長！　いち、にぃ、さん、ＥＸＩＴで行きますよ」

　富田の声に、伊丹は「ちょっと待て」と返す。

　栗林も「止めて！　待って！　死亡フラグ立てたままスカイダイビングなんかすな！」ときゃーきゃー叫んでいる。

　だがテュカが「大丈夫よシノ！　そのふらぐ、あたしが引き取るから」と告げ、富田はテュカにウィンクしながら合図した。

「いち、ＥＸＩＴ！」

「えっ!?」

「あたし、この戦争が終わったらヨウジと結婚する！」

　そんなことを叫びながら大空に向かって飛び出すテュカに引っ張られ、伊丹が我に返った時には、すでに空中に浮かんでいるという状態であった。

「おいテュカ！　今、さらっと何を言った!?　ってぎゃああああああああああああああ」

　そう叫びつつも降下姿勢をとり、速度を和らげるためのドローグだけはなんとか投げる。

　すぐ後ろでは、二人を追うようにして富田が飛び出して来ていた。

　富田は栗林の首に腕を回して顎を軽く上げるようにさせると、空中で数回転するという曲芸を見せながら東京上空の夜景を飛んでいた。




　時速二百キロで正面からぶつかる暴風は、空気に粘り気があるとすら思わせる勢いで、広げた腕、指の間を滑り抜けていく。

　伊丹はすぐに開傘しようとリップコードのある腰に手を伸ばした。ぐいっと引っ張ると、背中からパラシュートが開く気配がして、ガクッと全身に衝撃を感じる。

　だが、伊丹はすぐに違和感を覚えた。肌に感じる風の勢いが、無茶苦茶に速いのである。少しは減速したかも知れないが、これは落下傘がきちんと開いた時の降下速度ではない。

「減速してない!?」

　夜間降下の難しさに、肉眼で落下傘がきちんと開いているかの確認が難しいことがあげられる。夜間暗視鏡を用いて確認する方法もあるにはあるが、そんな余裕はなく、伊丹は反射的に主傘をカットウェイすることを選んでいた。

　主傘が外れて、再び自由落下が始まる。

　テュカを後ろから抱きしめた姿勢で、後ろ向きに回転しながら降下していく伊丹。

「くそおおおおおおおおおおっ！　何千分の一って確率で起こることがどうして今なんだよ！　死亡フラグか、これが死亡フラグって奴なのか！」

　伊丹は叫んだが、猛烈な風音に自分の声すら聞こえない。

　ジェットコースターに乗った時のような内臓を突き上げる落下感がないのは、座った姿勢ではないからだろう。あるいは全身に浴びる空気抵抗がそうさせるのか。

「のうわああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　周囲に見えるのは空を覆う星の海と、そして大地を彩る都市の灯り。

　回転してしまっているせいか、どちらが天で、どちらが大地かを見失いそうになる。

　落ちているというよりは最早飛んでいる。そんな錯覚すら覚えていた。

　自らの感覚を信じられなくなった伊丹は、手首の高度計に目を向けた。高度計の針は時計の秒針とほぼ同じ速度で回転している。

「やばい！」

　とにかくリザーブパラシュートのリップコードを引かなくてはならない。

　だがその前に、何としても安定した降下姿勢を取り戻さないとならなかった。

　現状で、開傘を強行すれば、身体にコードが絡みつく可能性が著しく高い。それはすなわち死を意味しているのだ。

「九千、八千、七千……」

　だいたい五秒で千フィートを降下するという速さだった。

　数秒ごとに耳が痛くなる。唾を呑のみ込んで耳抜きした直後に耳が痛くなる。おかげで常に耳抜きをし続けなくてはならない。

「やばいかも！」

　このままではＡＡＤ（自動開傘装置）が働いてしまう。

　伊丹は必死に両手を広げ、膝を折ってアーチと呼ばれる降下の姿勢を維持しつづけた。

　腹を突き出すエビぞりの姿勢だ。さらに腕を懸命に開いて、顎をあげる。すると途端に、世界の回転がやんだ。

「五千、四千！」

　伊丹はリップコードをぐいっと肘ひじまで引く。

　たちまち背負ったコンテナからリザーブのパラシュートがずりずりと引きずり出される感触がして、その直後、がつーんと吊り上げられる衝撃が身体を縛るハーネスを通じて響いた。

「ぐはっ！」

　天を仰ぐと、自分の肩から伸びるコードと長方形のラムエアパラシュートが天を覆っている。

　落下速度がゆるやかになった。今度は不自然な旋回もしてない。なんとか無事に開傘には成功したようだった。

「きゃっほうううううう！　これよ、これ、これなのよ！」

　不意に響き渡るテュカの歓喜の声。

「自殺するつもりかテュカ!?　死亡フラグなんか立てるから！　パラシュートが危なかったじゃないか！　そもそもなんであんな事を言った!?」

「恥ずかしいから二度は言わな～い！　死んでないからいいじゃない！」

「ったく。現在の高度は……」と手首の高度計を見る。すると針の先は三千フィートを切っていた。

　あと十秒も遅れたら地面に激突していたかと思うとぞっとする。発言の真意をテュカに問い詰めるのは後回しにして、伊丹はパラシュートを操るトグルをゆっくりと引いた。

　巨大なブランコで振りまわされるような遠心力を感じつつ、ゆっくりとした旋回が始まった。

　微妙な操作に自信が持てない伊丹は、テュカに「誘導頼むわ」と叫んだ。

　先ほどまできゃーきゃーと嬉しそうに叫んでいたテュカも、「任せて！　おやすい御用よ！」と、伊丹には理解できない言葉をまるで歌うように唱え始める。

　するとどこからともなく流れて来た微風が、伊丹達を銀座の真ん中に作られた『門』を覆う通称、銀座ドームへと近づけていく。

　右に流れれば右側から、左に流れ過ぎれば左からの風が吹く。

　ゴーグルを外して、暗視鏡をかけてみると、銀座の街では機動隊が放水し、国際ＮＧＯのデモ隊が投石で対抗するという騒乱の情景が広がっていた。

　誰も上空から近づく伊丹達には気がついてないようだ。

「あの丸い屋根が見えるか？　あのてっぺんに降りるぞ。そこに緊急時用の出入り口があるんだ」

　微妙な操作だけど出来るか？　と問いかけても返事がない。

「聞こえている？　お～い！」

　テュカは風を操っての空中散歩に夢中になっている。両手をトグルから放せない伊丹は、エルフ娘の笹穂耳を軽く囓かじることにした。するとテュカは「ひゃん！」と首をすくめた。

「な、ななな、なに!?」

「あの丸い屋根のてっぺんだ。頼むぞ」

「も、もちろん任せておいて！」

　するとエルフの精霊魔法使いが人差し指を立てて、空気を巻くように指を振った。

　傘型のパラシュートと違い、ラムエアパラシュートは、前方に前進しながら高度を落としていく仕組みだ。そのために進路の変更が出来て、上達すると着地する場所も自在に選ぶことも出来る。だが着地の際は下に向けた落下ベクトルだけでなく、前進する速度も落とさなくてはならない。そのためのブレーキを働かせることをフレアと呼ぶ。

　ただ、やっかいなことはブレーキがかかるのはパラシュートであって、ブランコのようにぶら下がっている伊丹達ではないことだ。

　伊丹は速度を落とすために、両方のトグルをゆっくりと、そして大きく引いた。

　だが、これがまた余計なことであった。

　折角テュカが苦心して風を操っているのに、パラシュートを減速させたため、高度が高いままに急停止してしまったのである。

「あ、あれ？」

　おかげで、伊丹とテュカの二人は勢い余ってブランコのように前に向けて大きく振られた。

　パラシュートはゆっくりであっても高度を下げ続けているから、振り子運動を終えて戻って来る時には地面に……この場合はドームの天井に激突することになる。

「あわわわわわわ、こぼっ！　うげっ！」

　伊丹はテュカを抱きかかえた姿で、尻餅落下をすることとなってしまった。

　慌てたのはテュカだ。自分の体重分の衝撃もそっくり引き受けた伊丹を心配するが、ハーネスが繋がっている限り身動きがとれない。

「風よ！」

　咄嗟の判断で、テュカは風を呼んだ。おかげで再び舞い上がったパラシュートに引きずられて、二人ともドームの外壁を滑り落ちそうになる。

　伊丹は大急ぎで予備傘をカットウェイすると、外壁の出っ張りに手を伸ばした。

「きゃっ！」

「危ない」

　どうにかぶら下がって、滑かつ落らくを防ぐことには成功する。

　切り離されたパラシュートは、風に飛ばされて近くのデパートまで飛んで外壁にひっかかった。

　心拍数が跳ね上がり、寿命が相当の年数分縮んだことを、伊丹はこの時はっきりと感じた。

「これが死亡フラグの効能って奴か。早くなんとかせんと死んでしまう……テュカ、大丈夫か？」

　テュカも「死ぬかと思った～」などと言いながら、二人分の体重を支えている伊丹の腕を眩しそうに見つめていた。

「おかげで寿命が縮んだぞ！」

　伊丹はふんっと気合いを入れると、両腕の力だけで身体を持ち上げた。

「寿命を分けてあげられるものなら、五百年分くらい分けてあげるわ」

「無理を言うなよ」

「冗談じゃなくて、本気で五百年ぐらいは長生きして欲しいんだけど」

「なんちゅう無茶振りを。そんな方法があったら、きっと世界中がひっくりかえるぞ」

　そんな会話を交わしながら伊丹は、ドームの天頂までよじ登りテュカとの接続を切り離す。自由に動けるようになった二人は、てきぱきと仕事を始めた。

「テュカ。荷物からロープを出してくれ」

「どうするの？」

「ロープを使って中に忍び込む」

　嘉納の秘書から受け取った散弾銃を取り出し、弾丸を二発装填。

　テュカの差し出したロープの端を、ハッチの金具にカラビナを用いて固定して、そのままパラシュートのハーネスに八の字鐶に通す。

　そして天頂のハッチを開くと、頭を突っ込んで中の様子を覗き込んだ。

　ドームの中では、たくさんの人間が『門』を取り巻いていた。そしてその後ろには二台トラックがいてエンジンが唸りを上げている。ビルの解体現場のような破壊音まで轟とどろいていた。

「なにが起きているの？」

「まずい事態になってる」

　テュカの問いに伊丹が血相を変えて振り返った時である。

「どいてどいてどいてどいて！」

　パラシュート降下してきた富田と栗林のペアが、ドームの天頂部に真っ直ぐ突き進んで来た。

「な、何やってるんだ馬鹿！」

　怒鳴りつけた伊丹だが、これは明らかに伊丹の方に非がある。半球形の構造物に降下しようと思えば狭い天頂部付近にしかその場所はないからだ。二人がまだ降りてきていないと思ったら、出来る限り場所を空けて待機しているべきだったのである。

　まずい、衝突する！　そう思った伊丹は躊躇ためらうことなくテュカを押しのけてかばった。

　その瞬間、脚を上げて着地姿勢をとっていた栗林のつま先が伊丹の股こ間かんに直撃し、吹き飛ばされた伊丹はそのままハッチの内部へと転落してしまったのである。
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「さて、彼女達を通して下さい！」

　劉は、自衛官の人垣に阻はばまれて動けないでいる鈴達をこちらに通せと、狭間に告げた。だが狭間は即座に拒否した。

「断る。犯罪者との交渉には応じない」

「人質がいます。彼女を失ったらどうなりますか？　それこそ二度と、『門』を開くことは出来なくなりますよ。今まで、君達が強気の態度をとり続けることが出来たのも、彼女がいたからなのでしょう？」

　隊内でも防秘の扱いを受け、一部の高級幹部しか知らないはずの情報が、簡単に漏ろう洩えいしている事実に、狭間は暗あん憺たんたる思いになっていた。

「なるほど。お前達がこんな大がかりなことを仕掛けてきたのは、彼女の身柄を手に入れる為だったか」

「目的の一つだと言ったはずです」

「だがそれならば、お前達は彼女を傷つけることなど出来ない。彼女は人質になり得ないぞ」

「そう思いますか？」

「もちろんだ。彼女に力を貸して欲しいと頼むのに、当の本人を傷つけて、怒らせてどうする？」

「確かにそうでしょう。ですが我々は彼女の外見に価値を見いだしているわけではありません。指の一本や、脚の一本を切り取ったところで痛つう痒ようを感じることはありませんよ」

「そんなことをしたら、彼女は金こん輪りん際ざいお前達の頼みを聞いてはくれないぞ！」

「確かにすぐには無理でしょう。ですが人間の意思なんてものは、置かれた環境によってどうにでもなる存在ですよ。薬物を用いる方法もありますしね」

「なんだと？　彼女を洗脳するつもりか？」

「方法はいくらでもあると申し上げただけです。皇帝であった男ですら、自らを共産主義者だと告白させることが可能になるんですよ。人間の意思なんてものはどうにでもなります」

　こうした交渉では、より酷こく薄はくで残ざん虐ぎゃくに振る舞える側が有利である。

　何をするにしても手段を選び、他人の苦痛をあたかも自分の物のように感じる側は、どうしても不利な立場になってしまうのだ。

「狙撃手が配置につきました」

　幕僚の囁ささやきに、「あの女を狙撃させましょう」の進言に狭間は「待て」と命じた。

　レレイに危害を加える可能性を持つのは一人ではない。全員を一度に無力化できるのでなければ意味がないのだ。

「さあ、どうしますか？　言っておきますが、我々は君達の時間稼ぎにつき合うつもりはありませんよ」

　劉の合図で、鈴はレレイの心臓付近にナイフの切っ先をあてた。

　狭間は、「道をあけてやれ」と部下に命じるしかなかった。

　悠然と、『門』を越えて仲間の元へと戻っていく鈴達。その勝ち誇ったような嘲ちょう笑しょうを浴びた自衛官達は、腹の底から湧き上がる憤ふん慨がいを押し殺すことが出来ず、歯がみしていた。

「どうだ、悔しいか!?」

　鈴芳華は優越感を味わうためか、だめ押しにレレイを抱え胸に刃物を押し当てた姿で振り返った。

　目隠しされ、猿ぐつわをかけられ、腕と脚を縛られたレレイは意識があるのかないのか、人形のようにぐったりとしていた。

　その頬を鈴はぴたぴたとナイフの峰みねで叩き、この娘の、そして自衛官達の生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを握るのは自分達であることを誇示した。

「くそっ！」

　憤りのあまり飛び出そうとする自衛官もいた。だが、同僚達に「まて！」「我慢しろ！」とたちまち取り押さえられる。

　その姿を見た鈴芳華はこれ以上ないと言う喜びの表情で、声高らかに嗤わらった。

「あははははははははははははは！　どうだ、悔しいだろう。あ～、気分がいい」

　劉も勝ち誇ってほくそ笑むと、後方に止められていたトラックの運転手に合図した。

　ドーム内に凄まじい轟音が上がる。エンジンを空ぶかしして、ドーム内に反響する騒音は耳を塞ぎたくなるほどだ。

「まさか、お前達！」

「そうです。君達には異世界の放浪者となってもらいます」

　劉の合図で、二台の大型トラックが『門』を形作る外壁の一角目掛けて突進する。そこは構造的に脆ぜい弱じゃくな部分とされていた。

「あぶない！」

『門』の中にいた隊員達は慌てて後退した。

　金属のひしゃげる轟音と共に、『門』の外壁に二台のトラックが突き刺さる。その衝撃によって『門』の外壁の一部が崩れ、大きく揺れた。

「下がれ、下がれ！」

　頭上に降り注ぐ漆しっ喰くいや瓦が礫れきから逃れるため、狭間は部下達を『門』から離れさせる。彼の握りしめた拳は、敵にされるがままの状況を、指を咥くわえて見ているしかない屈辱に震えていた。

　かなりの衝撃にもかかわらず『門』が形状を保っているのを見た劉は、呉少校を振り返る。

「意外と丈夫だな。一気に壊れると思ったのだが」

「もう一回か二回ぶつかれば、崩れるでしょう」

　運転手がアクセルを踏むとエンジンが轟音を上げ、トラックが壁から離れた。

　バリバリと歪んだボディが引き剥がされる音や、ライトのカバーが割れる音と共に、部品や破片が落下したりする。大型トラックの激突した『門』の外壁は大きく窪くぼんで、その周囲には細かく砕かれた漆喰や、石のかけらが散乱していた。

　充分に加速できるだけの距離を開いて、ギヤを入れ替える運転手。

　それを見た幕僚達は、狭間に向かって叫んだ。

「陸将！　こうなれば力ずくで止めるしかありません。発砲の許可を！」

「いやダメだ！　民間人に発砲したなどと報道されたら我が国が苦境に陥る」

「こいつらが民間人のはずがないでしょう!?」

「我々がどう思うかじゃなくて、見ている側がどう思うかなんだ！　我々に民間人虐殺者の汚名を着せたくてうずうずしている連中が大勢いるんだぞ！　耐えろ、耐えるんだ！」

「くそっ！」

　怒りの余り銃をトラックに向けようとする隊員達と、それを止める幹部達。それを尻目に、劉は前進を合図した。

　トラックは短距離でどれほど加速できるかを競うかのような勢いで、もう一度『門』の外壁目掛けて激突した。

　再度の衝撃で、『門』の天井や外壁から、漆喰や石の欠片がバラバラと雨のように降り注いだ。だがそれでもどうにか外形は保たれていた。

「惜しい。もう一度だ！」

　トラックがもう一度下がっていく。大型トラックに装備されているバック時の警報音「バックします、ピーピー」という音声が死刑執行の秒読みのように皆の耳に響いた。

　だが、「お前達、何を打ち合わせにないことをしている!?」という声が、第三者の介入を告げた。




　劉は面倒くさそうに振り返り、呉は部下達を指示して、外からドームへ入ってこようとしている第三勢力の前に立ち塞がらせた。

　だが、その第三勢力は、劉達も無視できないような凶器を携行しており、その銃口をそろえてドーム内へと押し入ってきた。

　カメラを向けていれば撃つのを躊ちゅう躇ちょすると分かっている自衛官と違い、素手の民間人だろうと誰だろうと撃ちかねない第三勢力の登場は、劉の部下達を狼ろう狽ばいさせた。

「劉局長。君のしていることは事前協議になかったことばかりだ」

　銃を手に入ってきたのは、覆面をした男達だった。代表者だけが素顔を晒している。

　おそらくは、アメリカやイギリス、フランスの工作員連合部隊であろうと思われた。

「ジェイキンズ。君達こそ打ち合わせにない行動をとられては困ります。ここは我々の受け持ちだったはずです。勝手に入って貰っては困ります」

「我々としても役割の分担は尊重したい。だが、君達の行動は、黙って見過ごすことが出来る範囲を既に超えた。我々の目的は日本政府に圧力をかけて譲歩を強しいることだったはずだ。なのにどうしてこんな直接的な行動を起こす？」

「自衛隊が我々の要求に応えようとしないからです。我々は断固とした態度を示したに過ぎません」

「それにしては、やることが度を過ぎているように見える。実際に『門』を壊してしまっては交渉もへったくれもなくなるだろう？」

「これも交渉戦術の一つです。日本に嫌われる役をやりたくないからと、我々に全てを押しつけた癖に、やり方には文句を言うつもりですか？」

「しらばっくれるのはよせ。お前達が強攻策に打って出たのは『玉璧』なる娘を入手したからだろう？」

　劉は一瞬気け圧おされた表情となったがすぐに精神的に立て直し、一歩前に出た。

「お前達の方こそ、我々からそれを横取りするつもりでいたくせに」

「なんだ気がついていたのか？」

「世界の憲兵を気取るアメリカ人が、主導権を我々にゆずったままでいると考える方がどうかしているんですよ。何か裏があると勘ぐって当然です」

「あのー、つまりどういうことです？　誰か分かります？」

　狭間の幕僚が、状況説明を誰かに求め、狭間がため息と共に語り聞かせた。

「要するに、アメリカは当初から中国の目論見に気付いていたが、騙されていたフリをしていた。中国が彼女を確保したら横からかっさらうつもりでな」

　すると劉は正解だと大きく頷いた。

「そういうことです。そして我々もまた、アメリカが最初からそのつもりでいることを知っていました」

　劉は隠し持っていた拳銃を抜くと、ジェイキンズに向けた。

　呉達もその合図で隠し持っていた武器を取り出す。工作員同士が互いに銃口を突きつけ合う、緊迫した沈黙がドーム内に立ち込めた。

　だが、その直後……。

「うわあああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　空中ブランコのような勢いで何かが降って来て、レレイを抱いた鈴を後ろから、特地側に並ぶ自衛官の頭上を飛び越えるほどの勢いで突き飛ばしたのである。
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　時間は少しばかり戻って二十三時頃。

　夜の赤坂を、黒塗りのベンツが街に煌きらめくネオン光をボディで反射させながら、車列の間をすり抜け高級ホテルの玄関前に停まった。

　後部座席はスモークガラスで見えないようにされているが、ホテルの窓からそれを見下ろす駒門には、ターゲットの存在をはっきりと思い浮かべることが出来た。

　彼の隣には、証拠の映像を残すべくカメラを構えた課員がシャッターを切っている。

　ホテルのドアマンがドアを開き、紳しん士し然ぜんとした七十代の男性と、ドレスをまとった十代中盤とおぼしき美貌の少女が降り立つ。不自然なまでに近い距離で並び歩く二人はどう見てもおじいさんと孫という関係には見えない。

「くそぉ！　あの子、トューレン・ホゥナだ！」

　突然、カメラを覗き込んでいた課員が叫び、皆が一斉に注目した。

「トューレン……誰それ？」

「トューレン・ホゥナ。東アジアのスーパースターですよ。確か十六歳になったばかり！」

　課員は少女が最近出演したドラマから好きな食べ物に至るまで、文字にしたら十数行にもなる詳しいプロフィールをそらんじて見せた。

「もしかして……お前、ファンなのか？」

「ファンクラブ会員ナンバー一桁の０００３号です」

　警察手帳の如くファンクラブの会員証を見せる課員を見て、駒門達は慰めて良いやら、呆れて良いやらどっちともつかない、ある種情けない気持ちになった。

「なぁ、お前。そのホゥナとかがお前が言うほど凄いスターなら、どうしてお前なんかがファンクラブの０００３番なんていう若い数字をとれるんだ」

「へっ？　そりゃ、僕がいち早く彼女の魅力に気付いたからですよ。見た瞬間にピピンて来たんですよね……」

　会員ナンバー０００３番はしばらくの間、彼女の姿を初めて見た瞬間、いかに素晴らしいときめきを体験したか、そして彼女の歌がどれほど素晴らしいかを語った。

「だがな……お前は彼女のことをどこで知った？　彼女の母国でか？」

「いいえ」

「つまりだ。お前が彼女を知る以前の段階で、彼女のファンは二人しかいなかったってことだな？」

「え！　違いますよ。そんな訳ないじゃないですか……でも、いや、あれ？」

「お前、テレビの宣伝に騙されているよ」

　駒門は、ホゥナなんて名前、聞いたことがないと告げた。

「きっと彼女の歌とかの販売権がテレビ局にあるんだろ？　だからテレビは彼女のことを盛んに宣伝する。で、お前みたいなミーハーな奴が、それに騙されて彼女を有名なスターだと錯覚するってわけだ」

「ええっ!?」

「でなきゃ、どうしてスターが枕営業なんてするんだ？」

　会員ナンバー０００３は、この世の終わりを報されたとでも言うべき表情で固まった。さすがに気の毒に思ってか、駒門もかける言葉がないようである。

　別の課員達も、ナンバー０００３のことを気の毒そうにちらちらと見た。

「か、課長。全員、配置につきましたけど……どうします？」

「れ、令状はとれたか？」

「はい、すぐに届きます。でも、いいんですか？　肥ひ田だ木き社長は森田総理との関係も深いので、圧力がかかって来るかも知れませんよ」

「永田町の方の心配はいらない。今夜のウチに大きな動きがあるからな」

「何かご存知なんですか？」

「内緒だ。よし、お前達、頃合いまで待機するぞ」

　駒門の指示に、彼の部下達は緊張を解きそれぞれにコーヒーに手を伸ばしたり、携帯電話に映るテレビの映像に目を落としたりし始めた。だが、打ち拉がれたようにずっとうつむいていた会員ナンバー０００３が、突然立ち上がって叫ぶ。

「トューレンが枕営業だなんて許せるかよ！　今すぐにでも踏み込んで！」

「だ、誰かその馬鹿を止めろ！」

　課員達は総出でナンバー０００３を止めにかかった。この男、格技に秀でているらしく、六人がかりでなければ止めることは難しかった。床に押さえ込まれ、動けなくなったナンバー０００３は、今度は情けない声で泣き始めた。

「泣くな！　うっとうしい！」

「だって。僕は、僕は……」

「分かった、分かった。お前に彼奴の取り調べを任せてやるから」

「くぅぅぅ、こんちくしょう。吐かせてやる、きっと吐かせてやる。ホゥナちゃんとどんなことをしたのか、全部吐かせてやるっ！　彼女に枕営業を強制した組織の実態を、必ず暴き立ててやるぞ!!」

　暗い情念の籠もった呪いの言葉を呟く課員を見てられないとばかりに顔を背けた駒門は、「そうしろそうしろ」と呟きながら椅子に身体を埋め、懐のたばこに手を伸ばした。

　たばこをくゆらせ、天井に霞かすみにも似た煙を漂わせる。

　やがて時計の針が深夜の二時に近づいた頃、ドアがノックされた。

　入ってきたのは、彼の部下である。足早に入ってきた部下は、駒門を見つけると茶色の封筒を鞄から取り出して差し出した。

「これが逮捕令状です。それとこちらは部屋のカードキー。午前二時きっかりに、都内全十二カ所で、組織の名簿にあった顧客を一斉に確保します」

　駒門は、封筒の中身を確認するとニヤリと相好を崩した。

「よし。では令状を執行するとしよう。とは言っても、容疑者はお偉い人だ。みな、丁重に振る舞うように心がけろよ」

　絨じゅう毯たんが敷き詰められたホテルの廊下を足早にスーツ姿の男達が、群れを成なして進む。

　その光景は異様なものであり、他の客達は驚いて脇に避けてこの集団をやり過ごそうとした。その先頭のど真ん中をステッキを付きながら悠然と歩むのが駒門であった。

　男達はドアの前に立つと、周囲を固めた。

　課員の一人が、駒門の合図を受けてカードキーを素早くスリットに差し入れる。

「時間です」

　駒門が頷くと、ドアは抵抗もなく開いた。

　警視庁の公安部の警官達は流れるようにして部屋の中に入っていった。

　カメラを持った駒門の部下が、現場の様子を証拠として残すために、フラッシュを焚きながらシャッターを連写する。

「き、貴様ら！　何者だ!?」

　駒門は令状を指し示しながらその執行を通告した。

「肥田木社長。貴方を児童福祉法違反の疑いで逮捕させていただきます。ちなみに、こちらのお嬢さんは十六歳とかで……現行犯もつきますね」

　ベッド上の光景が次々と撮影されていく。それはベッドに裸体の老人が仰向けになって、その上に跨またがった少女が腰を揺すっているというものであった。

　床頭台には、ミネラルウォーターのペットボトルとＥＤ薬の錠剤が転がっている。さらには白い粉末とストローも確認。

　しかし少女は、この期に及んでもまだ腰を振り続けていた。

　というより、周りで起きている異変には気づいていないようである。焦点の合わない視線が宙を漂っているところを見ると、ある種の薬物を服用してるのだろう。

　駒門は、ニヤリと嫌らしい笑みを浮かべ、少女の裸体に舐めるような視線を巡らせた。

「なんだガキのくせにもう立派な女やってるじゃねぇか。ちっ、これが初めての仕事じゃねぇってことか……」

　そして肥田木に死神のごとき笑みを向ける。

「テレビ局の社長ともなると、随分とまあ良い思いが出来るようじゃないか？　だけど少しばかりおいたが過ぎちまったようだな。言っておくけどウチの取り調べは過酷だよ。特に若い奴がこの子のファンとかでな、怒りが頂点に達してる。あんたのテレビ局でやってる刑事ドラマなんかじゃ比較にならないくらい締め上げてくれるぜきっと……」

「べ、べ、弁護士を呼べ」

　肥田木がようやく口にしたセリフがこれであった。

「当然の権利だから、もちろんそこのところは尊重するぜ。けどな、弁護士とやらの手続きが済むまでの間は、あんたの身柄は俺たち公安のもんだ。よく弁わきまえておけよ」

「こ、こ、公安か貴様ら!?　俺は森田と親しいんだ。お前達なんぞ……」

「その森田総理も、あと少しで『前』という言葉をつけて呼ばれるようになりますよ」

「な、なんだと!?」

「とにかく、ゆっくりとお話を聞かせて貰います。某国との関わりのこととかもじっくりと、あんたが音ねを上げるまで締め上げてやる。もちろん可視化の為に全部、撮影する必要があるよな？　お前が年端もいかない少女相手に何をしてきたか、カメラに向けてじっくり語ってもらうぜ。法廷で傍ぼう聴ちょう人にんが赤面するような内容の奴をな」

　女性課員が呼ばれ、タオルを被せられた少女が別室へと連れ去られていく。

　それに続いて、肥田木も服に袖を通すことも許されずに、バスローブ一枚を纏っただけの姿で、手て錠じょうと腰こし縄なわをかけられた姿のまま、ホテルの裏口から連行されていったのである。

　駒門は一仕事を終えた部下達に告げた。

「さあて、紳士淑女共。我が国に巣くったウジ虫を徹底的に駆除するぞ。ペイバックタイムだ!!」
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　首相公邸では、森田が深夜の来訪者達と向かい合っていた。

　他人の家を訪問するには既に非常識な時間帯である。だが森田はまだ床には入っておらず、閣僚達がそろってやってきて緊急の用件だと告げられれば、断るわけにもいかない。

「応接間で待たせて下さい」と秘書に告げて、客を迎え入れることにしたのである。

「こんな時間に、いったい何ですか皆さん？」

　とは言え、さすがに森田の服装はスーツというわけにはいかなかった。寝間着の上にカーディガンという出で立ちの森田に、隙なくスーツを着込んだ閣僚達の代表である嘉納が口を開いた。

「こんな時間に悪かったな……だが急いでたんだ」

「総理ですからね。緊急の用件があれば仕方のないことで。で、何かあったのですか？」

「実は、お前さんに、総理の椅子から降りて貰おうと思ってな」

　嘉納は前置きもおかずにさらっと告げた。森田は何かの聞き間違いと思ったのか、眼鏡のズレを直して問い返した。

「い、今、なんておっしゃいました？」

　嘉納は同じ言葉を繰り返すつもりはなかった。その代わりに「こいつを見ろ」と辞職願の束を突きつけた。森田と官房長官の木檜を除いた閣僚全員が辞意を表明していた。

「何故ですか!?」

　森田は机を叩いた。

「『門』の件だ。お前は判断を誤った。『門』の管理を、国連安保理の常任理事国の管理下に置くなどということは断じて認められんからな」

「しかし皆さんがお辞めになっても、別の大臣を任命すれば済むことですよ」

「引き受ける者がいるならな。俺達全員がここにいるという意味を少しばかり考えてみろ」

　森田は派は閥ばつ均きん衡こう策さくをとって、保守党の各派閥からまんべんなく閣僚を任命していた。その全員がここに揃っているということは、それぞれの派閥がこの事態を了承しているということなのだ。

「だ、誰が首相になったって、すぐに任期は終わりますよ。衆院選までの選挙管理内閣になるだけです。そんな損な役回りを誰がやるって言うんですか？」

「俺がやるさ。この国をお前に滅茶滅茶にされるより遥かにマシだからな」

「私は、どうすればよかったって言うんですか!?」

「部下を信じれば良かったんだ。現場で頑張っている連中を見棄てて『門』の件で譲歩を決めるとはお前はいったい何様だ!?　レレイ嬢の確保も含めて、現場を信じて待てばよかった。お前にはそれが出来なかった。しかもそのあげくに国の安全保障すら、他国に委ねようとした！」

「し、しかし、それ以外にどんな方法が……失敗したら誰が責任をとることになると思ってるんですか!?」

「だから、お前をその責任から解放してやるのさ。俺が全てを引き継いでやる……」

「嫌だ。総理は私だ、私が総理大臣なんだ！」

　森田は立ち上がると、机の上の受話器をとり、自分の属する派閥の領袖に電話をかけた。

　深夜なのに数度の呼び出し音で相手が出る。まるで電話の前で待機していたかのような早さだった。だが追い詰められていた森田はそれを不思議と思うことが出来なかった。

「あ、高たか津つさん、大変です。嘉納が、嘉納達が私に総理を辞めろと言って……！」

『森田君。君はこの国の総理として相応しくない』

「はい!?」

『じたばたせず潔く、総理の座から身を退きたまえ。自ら降りるなら体裁も整うぞ』

「で、でも、選挙は？」

『誰がやっても負けるなら、少しの間、嘉納にでもやらせてやるさ。国を危うくする君の決断は、支持できないからね』

　電話を切った森田は、震える手で次の電話番号をおした。

「い、岩いわ原はら幹事長！」

『我々は既に嘉納さんを支持することに決めています。申し訳ありませんが、貴方を支持する勢力は国内のどこにもいませんよ。前総理』

「ああ、ああああ…………」

　森田は受話器を投げ捨てると頭を抱えた。
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「えっ、なんて言ったの!?　うちの社長が逮捕された!?　うそ！」

　電源を落とされ、真っ暗になった銀座でカメラマンを引っ張り回しながら、立て籠もりを続ける国際ＮＧＯの取材を続ける菜々美に、同僚から突然の報せが舞い込んだ。

「児童買春!?　無茶苦茶ヤバイじゃない。そんな容疑じゃ言い訳が全然できないわよ」

　これが脱税だの汚職の類なら、まだ法廷で争いようがある。

　弁護士を大量に動員して証人に鼻薬をかがせ、枝し葉よう末まっ節せつをついて黒を白と言いくるめる法廷戦術を展開すればいい。だが買春、しかも未成年と同どう衾きんしているところを逮捕されたとなれば、言い逃れが出来ない。迂う闊かつな法廷戦術を展開すると、被害者にさらなる精神的な危害を加える行為だと批判されかねず、社会的に死んだも同然となってしまうからである。

「相手がトューレン・ホゥナだって!?　うわっあの子って十六歳だから、ヤバすぎでしょう！」

『しかも、社長だけじゃないんだ。売春組織の顧客名簿に報道局長の名前もあったとかで、参考人としてたった今、連れて行かれたよ……』

「え、報道局長も!?」

『捜査の対象は財界はおろか、与野党の政治家にまで広がっていて、有力政治家は国策捜査だって騒いでるよ！　公安部の青年将校化だって叫んでる！』

　それはテレビ局のスタッフが全員呆然となる報せであった。

　下手をするとこれはテレビ局のトップが総入れ替えになりかねない事態であった。そうなれば、これまでと局の方針ががらっと変わる可能性もある。

　上の顔色を見ながら仕事をしていた連中は、これからどんな事態になっていくのか分からずに思考停止してしまったのだ。

　だが、菜々美はニヤッとほくそ笑んだ。

「チャンスよ！　今すぐ、今まで送った銀座の絵をニュースに突っ込んで……許可？　誰の許可？　警察にひっぱられた人にそんな権限有るわけないでしょう!?　今は、現場の判断でいくしかないのよ！」

『でも、こんな時間に誰も見る人なんていないよ。今は夜の二十七時だぜ』

「いいの！　とにかくテレビで報道したってことが大切なんだから！　きっと深夜枠のアニメを見ている人達が目にするわよ。それに一回流せば、そのまんま朝の情報番組に突っ込んでいけるわ！　朝のお茶の間に直撃できるわ！」

　深夜アニメを予約録画している人が大激怒するようなことを、菜々美は易々と言い放った。

『でも後で責任問題になったら』

「あたしに無理強いされたって言えば良いでしょ！　文句を言う人には、報道局長が逮捕されてぺらぺら喋っているけど、逃げなくて大丈夫かって囁いてあげて！」

　菜々美はカメラマンを振り返った。

「砂川君、一いち蓮れん托たく生しょうだからね！　酷い目に遭ったらごめんね。見返りはたいしたことしてあげられないけど、出来る限り要望には応えるから勘弁してね！」

「んな約束はいらねぇよ、菜々美！　俺だって報道マンの端くれだぜ。だから一本、エロいのを撮らせるってのはどう？」

　カメラマンは菜々美の肢体に舐めるようにレンズを近づけた。

「ちょっとぉ！　それって言うこととやってることが違ってない!?」

　菜々美はカメラのレンズを軽く叩いた。カメラの接眼レンズがカメラマンの顔面にぶち当たって、「ぐはっ」という呻き声が上がる。カメラマンが尻餅をついたのだ。

「さぁ、行くから立って！　そしてこの場所の、三百六十度全景を一旦映して！　今、日本で起きている事実をありのままに伝えるのよ！　何も足さない、何も削らない。意見もつけない。ただ見聞きしたことをそのままに伝えるの。事の善悪、正否は見た人が判断するわ。私たちはそのための材料を提供するの。視聴者は、それを材料にして好きなように議論すればいいのよ。それが、あたしの報道のあり方よ！」

　菜々美は「いくわよ」と声をかけると、カメラマンを引き連れて銀座駐屯地へ向かって突き進んでいったのである。
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「ううっ！　し、死ぬ！　死ぬ！　死ぬ！」

　伊丹は、『門』の漆喰や瓦礫が転がる間で、股間を押さえながら盛大にのたうち回っていた。

「だ、大丈夫ですか！　隊長！」

　するすると懸垂降下して来た富田と栗林、そしてテュカの三人は、周囲の状況に目もくれずのたうち回る伊丹へと駆け寄った。周囲を取り囲む各国の工作員達は、唖然というか呆然とした面持ちで、事態を見守るばかりであった。

　武器を突きつけ合う殺すか殺されるかという張り詰めた空気が、突然の乱入者によって霧散してしまったことに、当事者達は順応しきれなかったのである。

「な、何てことするのよシノ！　これが大丈夫なわけないでしょ!?」

　テュカは伊丹を心配して駆け寄ると、その背中を支えるようにして身体を起こさせた。

「た、頼むテュカ。揺すらないでくれ。まだ痛い」

　自分の行為の重大さを理解している栗林は、その罪の重さに耐えかねてか「い、言っておきますけど、突然前に出て来る隊長が悪いんですからね」と責任の回避に走った。

　だがその態度は、テュカの逆げき鱗りんに触れた。

「じょ、冗談じゃないわよ！　使えなくなったらどうするのよ」

「いいじゃない、誰が困るのよ!?」

「あたしが困るのよ！」

「じゃあどうすればよかったのよ!?」

　テュカは栗林の胸部を指さして「蹴ったりなんかしないで正面からぶつかればよかったのよ！　そんだけ分厚いクッションを自前で持ってるんだから、こんなことにはならなかったはずよ！」と言い放った。

















「た、隊長なんかに抱きつけって言うの!?」

　言い争う二人の傍らでは、富田が「落とせ、落とせ、落とすんだ」と、脂汗を流して悶もん絶ぜつしている伊丹の腰を一生懸命に叩いている。

「な、何をしているんだお前達？」

　事態を見守る観衆のなかで、我に返るのが一番早かったのが狭間であった。乱入者の正体を知っていたことが、彼をいち早く現実に立ち戻らせたのだ。

「あ、陸将！」

　報告しようと立ち上がる富田。だが、劉の部下を呼ぶ鋭い声がそれを遮った。

「鈴！　鈴！　何をしている!?　早く目を覚ませ！」

　振り返って見ればレレイを人質として抱えていた鈴は、吹き飛ばされた時に頭でも撃ったのか目を回して伸びていた。

　そのため、ウォルフ達によって抵抗することも出来ずに取り押さえられた。

「よっしゃ、捕虜だ捕虜！」

　レレイもアルヌスの住民達によって取り戻され、その身柄は料理長によって確保された。

　それを見た狭間は安心したように、劉とジェイキンズに告げる。

「どうやら、形勢は逆転したようだ。君達が欲している彼女は我々の手に戻ったぞ」

「くそっ！　その娘をこっちに渡せ！」

　だがジェイキンズの銃口が、劉を牽制した。

「今更抵抗して何の意味がある。お前達は失敗したんだ！　さあ、諦めて降伏しろ！」

「誰が降伏なんてするか！　だいたいアメリカは、日本が『門』の権益を独占することを許すのか!?」

「我が国は日本とは同盟関係にある。求める物がそこにあることが確認できたのだ。ならば正式な外交交渉をもって引き渡しを要求すればいい。我々は元から『玉璧』とやらが日本の手を離れて、お前達が入手した時にだけ、武力行使をするつもりだったのだ。さあ、武器を捨てろ！」

　劉は呉と視線をチラと合わせた。

　アメリカの工作員部隊と自衛隊。一度に二つの敵を相手にしては勝てない。

　しかも人質も奪い返されてしまった。素手の相手に発砲することを躊躇う自衛隊も、劉達が武装しているなら遠慮なく攻撃するだろう。万が一戦闘が始まれば、ドームの中央に七四式戦車を置いている自衛隊に敵かなうはずがないのだ。

「劉局長!?」

「ざ、残念だ」

　劉は、ジェイキンズや狭間を睨みつけると銃を地面に置いて手を上げた。

「局長、我々は、生きて捕らわれるわけにはいきません」

「分かっている、そのための用意は出来ているな？」

　だが、またしても状況に介入する声がそれを止めた。

「ダメだ！　降伏の必要などない！」

　特地側から突然あがる悲鳴。

　いったいどこの誰だという思いで皆は振り返った。

　すると今度は、料理長とディアボがレレイに包丁を突きつけていたのである。




「こうなれば、もう誰でも良い。誰か俺を皇帝にしろ！　その代わり傀かい儡らいでもなんでもやってやる！　どうだ、そこのニホンの将軍！　俺を使ってみようとは思わんか!?　ピニャよりうまくやってやるぞ。帝国をニホンの属国にしてやる。どうだ、他に誰でもいい。俺を使ってみようと思う奴はいないか！」

　切羽詰まっているのか、ディアボはそんなことを叫んだ。

　パナシュもこれには顔色を変えてディアボを窘たしなめた。

「殿下！　情けないっ！　ご自身が何をおっしゃっているのかお分かりか!?」

　だがディアボは、それがどうしたと開き直った。

「分かってる。俺は分かっているぞパナシュ。だが、このままでは俺は何者にもなれぬのだ！　ならば、どんなに無様であろうとも俺は世に出たい。それがどんな形になろうとも、ディアボ……誰それ？　と後の世の者に言われるくらいなら、顔を顰められた方がまだマシなのだ！」

「ですが、それでは帝国が」

「それがどうした！　俺にとっては俺こそが全てだ。俺のいない世界など、あっても無意味だ。俺を不当に扱い、俺を認めない世界など滅んでしまえばいい！　さあ、俺を使おうとする奴はいないか。今ならなんでもしてやるぞ」

「で、殿下！」

　パナシュは、崩れるように膝をついた。最早、自分では説得できないことを思い知ったのだ。

「その魂こん魄ぱくの強さ！　気に入ったわぁ、ディアボ！」

　だが、そんなディアボを肯定する声が投げかけられた。

「誰だ、この俺を使おうというのは？」

　ディアボは、自分を使おうという声の主を探した。

「ここよぉ」

　姿を現したのはロゥリィであった。ハルバートを片手に人垣を割って前に出てくる彼女に皆の視線が集まる。

「ロ、ロゥリィ・マーキュリー……聖下」

　さすがのディアボも、絶句した。基本的に皇帝とか政治から距離を置いている亜神から、お前を皇帝にしてやると言われるとは思わなかったからである。

「勘違いしないでねぇ。わたしぃがお前に与えるのは機会だけよぉ」

「き、機会とおっしゃるか？」

「そう……前からこのアルヌスの『政まつりごと』をする人間が欲しかったのよぉ。お前はこのアルヌスでアルヌスに住む人間の傀儡としてその意を汲くんだ『政』をするのぉ。お前が何をするかはぁ、皆で決めるわぁ。この地が発展し豊かになった暁あかつきにはぁ、皇帝の如き豪ごう奢しゃな生活をさせてあげましょう……でも、もし失敗したりしたらぁ」

　ロゥリィはディアボの首にハルバートを当てた。

「とりあえず四年と区切って任せるわぁ。それで良いようならぁ、さらに四年。皆がお前に任せる限り更新しましょう。やってみようと思う？」

「ですが、この地はニホンのものとなるはず。そもそもこの地をどうやって発展させればいいのか。資金は？　人材は？」

「やり方は、その娘が知っているわよぉ」

　ロゥリィは料理長が抱えるレレイを指さした。

「そ、そういえば、この地に開拓民を募り、このアルヌスのような街をいくつも造っていくという話をしていたな……」

　料理長は「そんなこと出来るはずがない！」と叫んだ。

　だがディアボは「煩うるさい！　黙れ。やるのはお前ではない。お前の物差しでものを見るな！」と料理長を制すると、再び考え込んだ。

　ディアボも、レレイの計画を検討に値すると認めていたのだ。

「きっと苦労するでしょうねぇ。嫌だったらやらなくていいのよぉ」

「確かに。だが、しかし……」

　迷うディアボにパナシュが囁いた。

「殿下、やりましょう。こんなところで不可能なことを望んで身を滅ぼすより遥かにマシです。聖下の下さった試練を乗り越えて、地に落ちた名誉を回復しましょう。うまくやれば栄達もまた可能なのですよ」

「しかし、皆が俺を認めてくれるのか？」

　ディアボは周囲で自分を取り囲むアルヌスの住人達を見渡した。

「そうねぇ。一度、皆を騙したのだからぁ、きっと誰もお前を信じてないわぁ。その状態から皆の信頼を得るのはさぞ大変でしょう。けどぉ、このまま消えていくくらいなら、死んだ方がマシなんでしょぉ？　なら、やれるはずよぉ」

「そ、そうだ。確かにその通りだ」

　ディアボはぐびりと唾を呑み下して頷いた。

　ロゥリィはディアボの首に、ハルバートの刃を突きつけたまま語りかけた。

「お前は、これまで蔑さげすんできた亜人や貧しい者の下僕しもべとして、その傀儡となって『政』に携わるのよぉ。『門』を再度開くことが出来てぇ、この地はニホンの領地となるけれどぉ、皆がお前を認めるならぁ……確か『チジ』とかいったわねぇ？」

　ロゥリィは狭間に視線を送って確認を求め、狭間は頷いた。

「チジというこのアルヌスを仕切る執政官となることが認められるでしょう……」

　ディアボは、「チジというのは、要するに地方長官のような職だな。うまくすれば、ニホンの政界に進出する足がかりにもなるか……ならばやろう。是非、俺にやらせてほしい」と頷いた。

　ここで露つゆと消えていくよりは、将来に雄飛するための足がかりにしようと決めたのである。
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「砂川君、こっちこっち！」

　菜々美はカメラマンを連れて、国際ＮＧＯが占拠する銀座駐屯地内へ潜入すると取材を開始した。

　銀座駐屯地の敷地内で取材していて気がついたのは、国際色豊かな国際ＮＧＯのメンバー達は、とりあえず銀座駐屯地を占拠したものの、その後をどうするかという方針を持ってないということである。

「誰に聞けば分かります？」

「知らないよ。運営部の誰かが知っているだろ？」

　そんな答えが返ってくるばかりであった。

　銀座駐屯地を占拠するという予定のない行動に戸惑っている者も少なくない。

　その様子を見ていた菜々美は、これはお祭り騒ぎに疲れたら霧散していくなと思った。実際、警察に対して激しく抵抗するものの、その背後では人目を避けるようにして離れて行く者も多いのだ。

「運営部の人たちにインタヴューしたいんですけど、どこにいます？」

　銀座事件の外国人犠牲者への補償を求めるプラカードを掲げる黒人男性に声をかけてみると、

「ああ。特地のニホン軍と交渉するためにドームの中にいるよ。でも、近づかない方がいい。特地のニホン軍は、こちら側と違ってすぐに撃ってくるっていうからね……」という答えが返って来た。

　自衛隊がすぐに撃ってくるという話を皆が信じているのか、ドームの近くには誰もいないのだ。だがそこにこそ、このデモの核心があると思った菜々美は、危険を承知でドームに近づいてみることにした。
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「さて、こっちは決まったわよぉ」

　一連の出来事を見ていた狭間は、ホッと胸をなで下ろすと、「こういう事になったが、君たちはどうする？」と劉に問いかけた。

「ば、ば、馬鹿な！　ディアボ、お前は騙されている。その娘をこっちによこせ。そうすればお前を本当の皇帝にしてやるぞ」

　パナシュの通訳を受けたディアボは言い返した。

「最早その言葉は信用できない。俺が皇帝になるには、多くの軍事力が必要だが、お前達はそれを持って来なかった。しかも、お前達は『門』を破壊しようとすらした。俺は、聖下の言に従って、このアルヌスに住まう者の傀儡になることに決めた。この地の地方長官になるだろう。その方がよっぽど現実的だ」

「くそっ」

　全ての手立てを失った劉は、呉少校を振り返った。

「こうなれば……少校、分かっているな？」

「はい。我々は捕虜になるわけにはいきません」

　これだけのことをしておいて、生きて捕らえられてしまえば、本国は外交上の苦境に陥る。それを防ぐために工作員は逃げるか死ぬしかない。とは言え自決は最後の手段。

　幸いにして自分達は取り囲まれているわけではない。ドームから逃げることも不可能ではないのだ。

　そう思って呉少校は、部下に総員退却の合図となるサインを送った。

　彼の部下達は、攻撃手榴弾や発煙手榴弾を抜くと一斉に転がした。




　ドーム内で始まった戦闘の映像は、長時間電車に揺られ通勤する人々が、家で身支度や食事を始める頃合いにテレビに流され、寝ぼけ眼でテレビをつけた者の眠気を一気に吹き飛ばすこととなった。

「な、なんだ!?」

　ふくれあがる煙幕の白い煙、飛び交う銃弾と、炸裂音。

　アクション映画と見まがうばかりの映像によって、お茶の間のサラリーマンは、箸はしを咥くわえた姿でしばし凍り付いた。

「いま、銀座駐屯地のドーム内で、武装勢力と自衛隊との激しい戦闘が始まりました！」

　煙幕の中で銃を撃ちまくっている劉達の姿は、砂川のカメラによってばっちりと映されていた。

　菜々美は、砂川に武装勢力の持つ武器をアップで撮影させた。

「いったい、銀座で何が起きているのでしょうか!?　平和的なデモであったはずなのに、どうして参加者達は武器などを持ち出して撃ち合いをしてるのでしょうか!?」

　菜々美の叫び声が、スピーカーを破ろうとするほどの音量で流されたのである。




　銃弾が飛び交うようになった『門』の下では、テュカと富田と栗林が、伊丹を安全なところに移動させようとしていた。

「隊長、早く立って下さいよ！」

「ム、ムリを言うなよ。かなり痛いんだぞ」

　だが安全な場所に移動しなければならないことは伊丹も分かる。発煙手榴弾の煙と、七四式戦車の黒い排気煙とが周囲の視界を覆い尽くそうとしているなかで、必死に立ち上がった。

　そこに戦車の車体に当たった跳ちょう弾だんや弾丸の破片が飛んできて、伊丹やテュカをかすめる。

「きゃ！」

「伏せろ！　伏せるんだ」

　さらに飛んできた銃弾は、壊れかけた『門』を深々と抉えぐった。そして、その衝撃によってこぶし大の石がぽろりと落ちた。

　先ほども述べたように、石を積み上げた建物は、構成する部品が適切な場所にあることによって支えられている。従ってその一部が失われただけでも、一気に全部が崩れるおそれがあった。

　ましてや、『門』はダンプカーの突撃を受けて半壊状態。まだ崩れていないのが不思議なくらいであり、数個の小さな石が要かなめとなることで、なんとか支えていたのだ。それが今、落ちた。

　つまり、この一撃が最後のとどめとなったのである。
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　フォルマル伯爵家城館内での戦いも混戦の様相を呈していた。

　ボウロの放ったハリョ族の戦士達は、ただひたすらに、ひたむきに皇帝の寝室たる深奥部へと進もうとしていた。

　これを防ぐために伯爵家の私兵や戦闘メイド達が立ちはだかり、先へと進む賊ぞくを追った。だが仲間を先へと進めるために居残ったハリョの戦士達が、生還を全く考えない戦いぶりを見せたため、血みどろの乱闘が各所で繰り広げられたのである。

「ふぅ……」

　兵士達の遺体が散乱する廊下で、ハリョの戦士が膝を支えるようにして腰を上げた。

「コルメ、ネルヤ……誰でもいい、生き残ってないのか!?」

　彼の呼びかけに応える者はいない。

　見渡せば、彼の仲間達は亜人の戦闘メイド達の死体の間に、挟まれるようにして倒れ伏していた。最後まで戦い続け、力尽きて倒れたのだろう。

「くそっ……ボウロの奴めっ！」

　ウクシはその名を口にするのも汚らわしいと唾だ棄きした。そして壁に身体をあずけながら片足を引きずって進んだ。

「こんな糞みたいな仕事を押しつけやがって、俺達を利用して自分だけ出世する気か、あいつは！」

　帝国の暗部に食い込み、浸透、蚕さん食しょくしていく。

　その方針事態は悪くないと思えた。だが現時点で良い思いをしているのはボウロだけで、自分達はこんな血みどろの、割を食うような働きばかりさせられて来たのである。

「くそったれめ」

　罵ば倒とうしたのは、ボウロに対してだろうか、それともこんな命令に従って命を懸かけて戦うことを強いられている自分に対してだろうか。ウクシ自身にもよく分かっていない。とにかく何もかも、全てが気にくわないのだ。

　廊下を進むと、向こう側から腕を押さえながらやってくる猫耳メイドと目が合う。

「くそっ、……また敵かよ」

　メイド服と呼ぶのが難しいほどにスカートを短くした姿に、ウクシは別のところで会いたかったと思った。「あの脚はいい」と素直にそう思ったのだ。

「ニャ？　こんなところまで入り込んで来たのかニャ？」

　予想した以上に館の深奥部に入り込んでいる敵を排除すべく、ペルシアは内股に手を這はわせた。だがダークの持ち合わせはもうない。

「しまった、ダークを切らしているニャ」

「なんだ。手ぶらか？　なら俺の前に立ちはだかるな。見逃してやるから、とっとと下がれ」

「そういうわけにはいかないニャ。この館は、ウチらの館ニャんだから」

「お前達のだと？　貴族の館を亜人のメイド風情が自分達のと口にするとは……」

「そうニャ。ここはウチらの城ニャ。それをウチらのと口にして何が悪いニャ？」

　そういってペルシアは腰の後ろからするっと短刀を抜いて逆手に構えた。

「クラタさんのくれた刀があるニャ」

　日本刀は現在、美術品としてのみ生産が許可されている。だが一部の刀工は、やはり美術品としての価値よりも、あくまでも武器として使用されることを前提にした刀を打ち続けている。

　刻まれた銘めいは「人斬り包丁」。鉈なたに似て肉厚で、重く、そして頑がん丈じょうだ。

　柄にはパラシュートコードを巻いて、ざらっとした表面を持つ刃は鋭い切れ味を感じさせる妖しい輝きを放っていた。

　倉田は営内生活でため込んだ二年分の給料をはたいてこれを買い求め、ペルシアに贈った。

　女性に贈るのが短刀かよ？　と思うところである。だが、戦闘メイドたるペルシアにとっては武器は命を預ける道具。良い物を贈られて嬉しくないはずがなく、これに心を打たれた彼女は、倉田を拒み続けることが出来なくなって、最終的に想いを受け容れる決意を固めたのである。

「これは切れるニャよ～」

　その洗練された剣刃の輝きを前にして、ウクシも一瞬たじろいだ。

「貴族に仕えてその館を自分達のと言えるのか。だからここのメイド達はこんなに手強いのか。だが、俺も負けるわけにはいかんのだ！」

　二人の放つ裂れっ帛ぱくの気合いが戦いの合図となった。




「はぁ、はぁ、はぁ」

　皇帝の寝所の最後の門番たる任を与えられたシャンディーは、一人、また一人とやってくるハリョの戦士達を相手に戦いを続けていた。

　サーベルを片手に俊しゅん敏びんな動作で、手足を狙う。その動作には派手さはなく、理にかなった最小限の動きで敵の急所を切り刻んでいった。だが、最後の関門を突破しようと遮二無二向かってくる敵は、急所を突き刺されながらもシャンディーに両腕を伸ばしてしがみつき、あるいは噛みつこうと牙を剥いてくる。

　自分がここでシャンディーをわずかでも傷つけ苦しめれば、それを足がかりに後続の同志が最終的にシャンディーという壁を突き崩してくれるだろうと信じているかの如き一途さだった。そして、それは事実としてその通りになりつつあった。

　すでにスィッセスは、相打ち覚悟の突撃を受け、敵と向かい合って互いに刺しあった姿で果てていた。

　残されたシャンディー自身もまた、すでにあちこちに傷を負って血を流している。

「はっ！」

　わずかな幸運が彼女を救い、フェイントに続けた刺し突とつが敵の胸に深々と突き刺さる。

　剣に相手の体重がかかって持って行かれそうになった。肉の巻き付いた剣は抜くことも難しい。渾こん身しんの力で引き抜いて、勢い余って尻餅をついた。

「はぁ、はぁ、はぁ！」

　サーベルの刃はこぼれ、血ち糊のりでその切れ味も鈍っている。あちこちの傷が、痛いと言うよりはもはや熱かった。腕の傷のせいか、左手の指がうまく動かせない感じがしていた。敵の剣に毒が塗られていたのかも知れない。

　手が震え、脚が震え、声が震えている。

「はぁ、はぁ、はぁ……これじゃあ、もう、お嫁にいけないかも……知れませんね」

　体中が傷だらけだ。臥ふし所どで素肌を見せる相手には、それでも良いという奇特な男を探さないといけないかも知れない。

「あ、そうだ」

　毒が剣に塗られていたなら放置しておくわけにはいかない。口の届く範囲で傷口から毒を血液もろとも吸い出し、手しゅ巾きんをつかって止血する。

　即効性の、致死性の猛毒だったら意味が無いかも知れないが、それでもやらないでいるよりはマシという気持ちで処置していた。

「はぁ……」

　改めてあたりに転がっている遺体を数えると十人。いくらなんでも、もう来ないだろうと思いたい。だが、さらに二人ほどの気配を感じていた。

「もう勘弁してよぉ。死にたくないよぉ」

　シャンディーは泣き出したい気持ちを抑えながら膝に腕を突き、よいしょと立ち上がる。

　そしてサーベルを構えて「何者か!?　ここを皇帝陛下のご寝所と承知の上での狼ろう藉ぜきか!?」と誰すい何かした。

　問いつつも、ここに皇帝陛下が居ますよって教えてどうするんだろうと思ったりもする。だが、これこそが宮廷警備の様式美というものなのだ。

　シャンディーは丸めたくなる背中をぴんと伸ばして、まっすぐ前を見る。

　そして荒い息を強引に抑えつけ余裕に見えるよう微笑むと、もう一度誰何した。

「何者か!?」

　すると暗がりから姿を現したのは男と、そして女だった。男は初老でヒト種に見えるがどこか他の種族が混ざっているようである。問題は女である。シャンディーは、目の前に現れた女の顔に見覚えがあった。

「まさか、お前達？」

　シャンディーの前に立っていたのは、忘れもしないノッラであった。ノッラの方もシャンディーのことを覚えていたのか「ああ、あんたかい？」といった態度だ。

「もうだめかな」

　自分に勝てる要素が見付からない現実に、シャンディーは唇を噛んだ。
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　古田は、テューレの手を握るとゾルザル軍の陣を抜け出した。

　ボルホスが見逃してくれたのである。

「つまり、お前は補助兵などではなく、ゾルザル様の料理人で、この女を連れ出すためにわざわざ陣中に紛れ込んでいたというのだな？」

「ええ、まあ、そういうことになります」

「どうやって？　ここに来るための道のりは厳重に秘ひ匿とくされていたはずだ」

「ゾルザル様の荷物に紛れ込んでましたので」

　どのような道のりを通ろうとも、ゾルザルの荷物は最終的にはゾルザルの元へと届くのだ。

　ボルホスも、ゾルザルの料理人だったら宮廷内を歩き回れるし、荷物に紛れ込むぐらいのことは難しくないかと認めた。

　その上で、古田の背中に隠れ、恥じらっているテューレをまじまじと見つめた。

「なるほどな……確かにこの女は、お前に特別な感情を抱いているようだな」

　だが古田は訝いぶかしげに「そうなんですか？」と問い返した。テューレが自分に特別な感情を持っているなどとはついぞ思っていない様子である。

「じゃなかったら、ついさっきまで堂々としていた女じょ傑けつが、どうして小娘みたいになっちまうんだ？　お前が前に出て来たからだろう。これで惚れられてなくていったい何だと言うんだ？　もしかしてお前は、はっきりと口にされないと女の気持ちが分からない奴か？　それでも男か、あん？」

「い、いや、済みません。本当に全然気がつきませんでして」

　何という朴ぼく念ねん仁じんだこいつは、とボルホスはテューレに同情のまなざしを向けた。

「よく分かった。理由はどうあれお前はこの女を助けに来たんだ。それぞれが相手をどう思っているかは後でゆっくりと話し合えばいいだけだ」

「ええ、そうします」

「よし、分かった。ならばお前はその女を連れて逃げろ！　誰にも捕まるなよ！　もし捕まっても決して俺の名を出すなよ！」

「でも……後で大変なことになりません？」

「最初から員数に入ってない補助兵が一人消えたぐらいでどうにかなるものか。この女について責任を問われるのは、ボウロとか言う奴で俺ではないからな」

　そして古田はテューレを連れてゾルザルの陣を抜け出したのである。向かう先は、救援ヘリの到着地点であった。

　自分の貫かん頭とう衣いをテューレに譲った古田は、肩に担いだ袋から地図とコンパスを取り出すと周囲の地形を見渡して、自分の進むべき方向を割り出した。

「あの山が、３２３、こちらの沼が５３」

「はあ、はあ……フルタさん……どこへ行くの？」

「アルヌスに帰ります。退去の準備命令が出たので、迎えが来ることになっています。あそこまで行けば絶対に大丈夫ですからね。頑張って下さい」

「本当に、わたしを連れてってくれるの？」

　テューレは、未だに疑わしそうな目を古田へと向けていた。

　まさか誰かが自分を迎えに来て連れ出してくれるなんて。……あり得ない、絶対に起こりえないと否定してきたことだっただけに、どうしても信じられないのだ。

「攫っていくぐらいの気概を見せろって言ったのはテューレさんじゃないですか！　俺は貴女を連れて帰りますよ。店を開くので手伝ってくださいよ」

「貴方のお店を？　ムリよわたしなんか……見たでしょう！　わたしは男達と……」

　だが古田はそれ以上のことは口にするなとばかりに言葉を被せた。

「とにかくっ！　とにかく付いて来て下さい。あんなとこにいたって、良いことなんてないんだから！　さあ、立って、あの森を抜ければすぐですよ」

「信じられない。信じられない」

「信じろって」

　古田はコンパスを仕舞うと、再びテューレの手を取って走り出した。

　やがて遠方からエンジン音が聞こえてくる。

　森に入り、木々の間を抜けて、再び開かれた場所に出ると、そこにはＵＨ１Ｊヘリが駐機していた。既にエンジンをかけて古田を待っている。

「お、やっと来やがった」

　見ると柳田やその部下達が待ち構えている。

「おおい、こっちだ！　早く来い！」

　銃を構えて周囲を警戒している隊員達は、古田がようやく姿を現したことに安堵して、こっちだぞと手を振っていた。

「よかった、間に合った」

「何言ってやがる。待たせやがって、だいぶ遅刻だぞ！」

「これでも急いだんですよ。ただ手間取っちゃって」

　柳田や隊員達が次々と乗り込んでいく。そして古田もまた乗り込もうとした。

　すると機内には先客がいた。大荷物を抱えた中学生くらいにしか見えない少女だ。

「柳田さん。この子は？」

「その娘はニホンに派遣される帝国の大使だ。細かい話は後だ。とっとと乗れ」

「あ、はい」

　古田は、振り返るとテューレへと手を伸ばした。

「さ、テューレさん、はやく」

　だが、古田の手を掴もうとしたテューレに、突如として機内にいたデリラが飛びかかった。

「この裏切り者！　ここで会ったが百年目だよ！」

　デリラの金切り声に続いて鮮血が舞った。

「待て、何すんだデリラ！」

　止めようとする古田にデリラは叫んだ。

「フルタの旦那。後ご生しょうだから堪かん忍にんしておくれよ。此奴こいつだけは生かしておけないのさ！　あたいらヴォーリアバニーは此奴のせいで、此奴のせいで！」

　古田と柳田が後ろから羽は交がい締じめにして止めたが、デリラの勢いは二人の男をそのまま引きずってしまうほどであった。

　一方のテューレは、左肩にナイフをうけたまま、素早く後ずさった。

「止めないかデリラ！」

「ヤナギダの旦那、許しておくれよ。こいつだけは生かしておけないんだ！　この裏切り者のせいであたい達は！」

「今は、そんなことしている場合じゃないだろう！」

　デリラを柳田に任せた古田はテューレに走り寄った。

「大丈夫ですか！」

「同情なんてすることないよ、そんな奴！　その女のせいでみんなが苦しんだんだ！　殺されて、奴隷にされて、辱はずかしめられて、売られて、苦しんで……」

「わたしの話を聞いて！　それは誤解よ。陰謀だったの！」

「何が誤解なのさ！　みんなが苦しんだんだよ！　今更そんなの、誰が信じるかってんだ！　お前が悪い。全てはお前が諸悪の根源なんだ！　あたい達が死ぬような思いをしていた時にぬくぬくと敵の愛あい玩がん奴ど隷れいなんかに成り下がってた癖に、ちょっと旗向きが変わったら、今度は人の良いフルタの旦那に取り入るつもりかい!?」

　柳田に羽交い締めにされたデリラが、身をよじらせながら叫び続けた。

「ヤナギダの旦那！　後生だから、後生だから、こいつを殺させておくれよ！」

　だが柳田はデリラの兎耳を鷲わしづかみにすると自分に顔を向かせ、冷たく言い放った。

「うるさい。言うことを聞かないのなら、ここに捨てて行くぞ！」

「あっ、嫌だ！　嫌だよぉ！」

「だったら言うことを聞け」

　柳田はデリラに大人しくヘリに戻るよう命じた。

「早く乗れ」

「お願いだから、捨てないでよぉ」

「だから、乗れって言ってるだろ」

「分かったよ。良い子にしてるからさ。お願いだよ」

　これで落ち着いたと見た古田は、テューレを立たせてヘリへと誘った。

「痛いでしょう。今、モルヒネ撃ちますからね。だから肩に刺さったナイフは、いじらないでください。今抜くと出血が大きくなってしまうかもしれませんからね。アルヌスに着いたら医者に診て貰えますから頑張って下さい」

　そう言いながら古田は救急セットから使い捨ての注射器を取り出して、テューレの二の腕に刺した。そしてテューレをヘリに乗せようとした。

　だが、テューレは古田の顔を見て複雑そうな表情を横に振った。

「いいえ……わたし行かない。行きたくない」

「柳田二尉。そろそろ行きませんと時間が」

　急かすパイロットの声に、古田が「ちょっと待って下さい。すぐに乗りますから」と叫ぶ。

　だが、テューレは古田の伸ばそうとした手から逃れるように、さっと後ろに下がると、憎々しいとすら思えるほどの笑顔を形作った。

「馬鹿じゃないの貴方。どうして、わたしが貴方なんかと行くと思ったのかしら？　ちょっと優しくされたからって、もしかして誤解しちゃった？　ならごめんなさいね。貴方みたいなの全然趣味じゃないのよ」

　気の弱い男ならそれだけで打ち拉がれてしまいそうな冷たい舌ぜっ鋒ぽうであった。だが古田はきつい打ちょう擲ちゃくに堪えるように歯を食いしばり、そして反論した。

「そんなこと分かってますよ。テューレさんはヴォーリアバニーの女王で、帝国の皇太子の愛玩奴隷。それが食堂の女将おかみなんかになるはずないですよね。でもね、身の程知らずで結構。俺はあんたを攫っていく。そう決めたんだ」

　テューレは殴り返されたようにポカンとした表情となった。

「馬鹿。馬鹿な男。ホントに馬鹿な男。どうしてわたしがお前なんかに攫われてやらなきゃならないの？　身の程を知りなさい。さあ、帰りなさい自分の国に。そして、自分に相応しい女をみつけて、ほそぼそと小さな、くだらない店をやっていきなさい」

　チラとテューレの目配せが、この場を仕切っているであろう男へと向かった。その視線の意味を誤解無く受け取った柳田は、部下に古田を押さえるように指示した。

　背後から押さえ込まれながら「ちょっと待て！　放してくれ！」と叫ぶ古田。

「離陸します！」

「ああ、行ってくれ」

　柳田の指示で、離陸を開始するヘリ。見る見るうちに高度を上げて地面が遠ざかった。

　テューレは、自分に手を伸ばす古田をじっと見上げていた。

「ダメだ。テューレを置いていくな！」

　その古田の声に、テューレは初めて幸せを感じた。古田ならば必ず夢をかなえると信じたからである。

　もしここで、自分がそれについて行くという決心をすれば、自分も古田の夢の一員となってきっと幸せになれるだろう。いや、なる。それは希望でも予測でもなく確信であった。

　そう、絶望と破滅しかないと思われた自分にも、幸せになれる選択肢がある。テューレはそれだけで幸せの絶頂を感じてしまった。それは大逆転の最高のエンディングとも言える。

　テューレは、古田の語った夢に自分を登場させた未来を想像した。

　壁紙の色に悩む古田に、薄桃色がよいとアドバイスし、人ひと気けのなくなった店内で二人で静かに食事をして、一日の仕事に疲れた心と体を互いに癒やし合う。

　それは夢想でも幻想でもなく、実際の選択肢の先にある確実な未来なのだ。

「すっごく最高の気分！」

　こうして、期せずしてテューレの幸せは実現した。

　ならばもう、あとはやり残したことをしに行くしかない。もう一つのエンディングもどうなるか確かめておかなければならない。

　それもまた自分の一つの運命で、決意だからだ。これをしないで幸せばかりを味わってしまっては心残りというものだ。

「痛っ、くっ！」

　テューレは壮絶な表情で左肩に刺さったナイフを引き抜くと、部族の恨みが込められたそれを握りしめた。そして、古田についていったらどんな幸せを味わえたかを想像しながら、全力でゾルザルの下へと走り出したのである。




「ヴィフィータ隊長の姿が見えません！」

「まさか!?」

　その報告が届いた時、ピニャは思わず立ち上がってしまった。従卒の少女達が悲痛な悲鳴を上げ、中には泣き出す娘もいた。

　ヴィフィータは気さくで、些さ細さいなことにはこだわらず鷹おう揚ようで、そんな彼女を女性騎士達は慕い、熟練兵達はそのおてんばな様をとても可愛がっていたのだ。

　だが乱戦の中で白薔薇の軍旗もすでに見えなくなっている。それどころかその中から敵の一群が抜け出てくるようになった。

「あの女が易々とやられるはずがない、確かめさせよ！」

　紅い髪をむしるように掴みながら命じたピニャは、ハミルトンに呼びかけた。

「まだか!?」

「まだです」

　味方の援軍を待っているのだ。

　そう、ゾルザルによるイタリカ襲撃は、最初から想定された状況の一つだった。

　いや、逆に襲撃しやすいように状況を整えて見せたと言っても過言ではない。だからこそ、ゾルザルが、戦場を放棄して逃げ出したりしないように、こうして野戦に応じたのである。

　だがまだ来ない。健軍が、自衛隊が、そして正統政府軍の主力がまだ戻って来ないのだ。

　待てども待てどもまだ来ない。一瞬、寸刻、四半時。わずかな時間が流れていくうちに、兵達の命が、知る者達の命がどんどん失われていくのに。

　ピニャは親指の爪を噛んだ。深く噛みすぎて爪の間から血が出たが、それすら苦痛と感じないほどの苛立ちを感じていた。

　歩兵達を指揮するグレイ・コ・アルドがそんなピニャを心配そうに振り返りながらも、配下の兵達に号令した。

「来るぞ！　小官が合図するまで、動くな！」

　混戦から抜け出した敵のケンタウロス隊と騎兵の混成集団が、いよいよピニャの本陣めがけて馬蹄の音を轟かせながら向かって来る。

　歩兵達と激突する。グレイの合図で、長槍が一斉に突き上げられ騎馬隊を正面から迎え撃った。

　剣山のごとく立ち並ぶ長槍を飛び越えようとしたケンタウロスが、歩兵達の頭上にのしかかるように落下する。だが、周囲から突き出された無数の槍を受けてたちまち全身を貫かれて倒れた。それでも馬体の重さと重量が人垣をくずし、そこを隙と見た敵が続々と突入して来る。

　迎え撃つために突き出された槍が、馬や、騎兵、そしてケンタウロスへと刺さる。

　騎馬の突撃を支えきれず槍がしなり、音を立ててへし折れていった。

　人馬の死し骸がいを踏み越えて、さらに騎兵が進んで来る。槍に傷つけられた馬が悶え、暴れ、周囲の歩兵達を巻き込んでいく。馬の蹄ひづめに蹴られ、踏まれ押しつぶされた歩兵が絶命の悲鳴を上げた。

　激しい肉弾のぶつかり合いによって瞬く間に、死骸の山が築かれた。

　その最前列で、遺骸の山を城壁にして戦うグレイ。彼も、身体のあちこちに矢を受けて、体中の各所から血を流していた。

「いまだ、押し返せ！」

　剣を振りかざし、指揮をするグレイに勇気づけられて兵達は前へと進む。

　その勢いは、敵の襲撃波が途絶えた隙をつき、戦線を五十ユンも押し返したほどであった。それでも不利な形勢をひっくり返すまでにはならない。混戦から抜け出してピニャの本陣へと押し寄せる敵はさらに増えつつあり、戦線で戦い続ける味方の数は、目に見えて分かるほどに減っていた。

　グレイ率いる歩兵隊も、前と左右とに敵を迎えて半包囲され、稼いだ五十ユンをたちまち失ってしまった。態勢を立て直すためにさらに後退したいところである。だが彼に下がる後方はない。何故なら彼の背後にはピニャがいたからだ。

　グレイは、叩き斬った敵の返り血が、ピニャの頬にかかるほどの距離で戦っているのである。

「殿下。小官はイタリカ城内へそろそろ退かれるよう、お勧めしますぞ」

「ならん。妾わらわはこの場から動かぬ」

「しかし、このままでは！」

「なんとかしてみせよ」

　なんとかしろと言われても……予備の戦力があるわけでもなく、罠や秘策が用意してあるわけでもない。グレイに出来ることは兵達を督とく励れいして力戦することだけであった。

　いや、力戦ならば既にしている。やたらと長く続くこの戦いの中で、兵達は一人残らず戦い続け、体力も気力も尽き果てつつある。奮闘しようにもその力が出ないところまで既に来ていたのである。だが……。

「らららららららっ！」

　風のように戻ってきた騎馬隊が喊かん声せいを発しながら、グレイと戦う敵の後背を痛撃した。

　出撃していった時の半数にまでその数を減じていたが、千切れかけた白薔薇の隊旗が先頭に掲げられて翻ひるがえっている。

「白薔薇の旗！　ヴィフィータ隊長です！」

「やはり、生きてたか！」

「誤報だったんですね!?」

　従卒の少女達が喜びの声をあげた。

　兵士達までもがその名を叫んだ時、ボーゼスの黄薔薇隊も戻ってきた。

　彼女たちが戻ってきたのは危機に陥ったピニャの本陣を救うためであった。しかしそれは、最前線で戦い続ける兵達を見捨てるにも等しい行動である。

　辛うじて維持されていた戦線は、その支柱となっていた彼女達の離脱によって瞬く間に崩壊したのだった。




　ヘルムは、手を打って叫んだ。

「よしっ、勝った！」

　度重なる突撃の波に、堤防が決壊するがごとく、ついにピニャ率いる正統政府軍の戦線が音を立てて崩壊を始めた。

「殿下！　ゾルザル殿下、今です！」

「う、うむ」

　ゾルザルも今、自らの手で勝利を掴むことが出来ると思ったのか、馬の頭を乗り越えるほど身を乗り出していた。彼がどれほど勝利を渇かつ望ぼうしていたかが一目で分かる姿である。

　周囲から一身に浴びせられる視線を感じたのか、ゾルザルは身体を起こし、容よう儀ぎを正すと咳払いをひとつして、片手をあげ、そして振り下ろした。

「全軍、突撃せよ！」

　ヘルムは思った。ゾルザルにしては落ち着いた、そして冷静な号令だなと。

　だが、ゾルザルらしからぬ落ち着いたこの振る舞いこそが、ゾルザルが興奮の極みにあることを示していた。そう、この時のゾルザルは完璧に舞い上がっていたのである。

　とは言え、彼の兵士達にとってそんなことは関係がない。誰の号令だろうと、勝利に向かっての前進ならば大歓迎なのだから。

　兵士達は命令を受けると、半身を地平から覗かせようしている赤しゃく銅どう色いろの太陽が大地を照らしはじめる中で、ピニャ率いる正統政府軍を踏み潰さんと進み始めた。イタリカの門前に陣取るピニャの軍は既に陣形を失って、悶もだえるように蠢うごめいている。

　馬蹄の音を轟かせながら突き進むゾルザルは、疾駆する馬の一蹴りに、自らの栄光を感じた。

　兵士や臣民の歓呼を浴びる皇帝としての明日に向かって、ひた走っているかのような喜びのなかにいたのである。

　だが、突如として太陽が、閃光に包まれたかと思うと暗転した。

　東の空は暗黒に覆われる。

　東から襲ってきた突風が、森の木々をなぎ倒すほどの勢いで強烈になびかせ、分厚い砂嵐が視界を瞬く間に覆い尽くした。

　さらに、馬蹄の音をはるかに凌りょう駕がする大地の大鳴動が、地揺れの到来をゾルザルに宣告した。

「地揺れだ！」

　大地が激しく左右に揺すられた。四つ足で歩む馬すら、驚愕で転倒してしまうこの揺れの中では、兵士達などは立ち続けようもなく、皆が大地に這いつくばった。

「た、助けてくれ！」

　勝利に向かう喜びの歓声が、たちまち恐怖の叫びと救いを求める悲鳴にとってかわる。

　震度にして、およそ五弱。

　かつて帝都を襲った地揺れを遥かに超える大地震は、兵士達にこの世の終わりの到来を告げるかのごとく強い衝撃を、このイタリカの地にもたらしたのである。




　この地震は、アルヌスにむかって走り続けている各戦闘団にも襲いかかった。

「あと、少しでアルヌスです」

「きっとアルヌスに近づくと大混雑しているだろうな。……うまく、交通整理できていればいいんだが」

　第一戦闘団長の加か茂も一等陸佐が、柘つ植げ二等陸佐を振り返った。

「落らく伍ご車両、でてないだろうな？」

「はい、車間距離は開いてますが、全車両、問題なく続いています。ただ、帝都に最も近づいていた我々が一番最後となる予定です。そのため道が塞がっていて先に進めなくなるおそれがあります」

「そんな状態で『脱兎』が発令されたら目も当てられないことになるな。……とにかく隊員達だけでも返さにゃならん。車両を置き捨てて隊員達を走らせることも考えておけ。その旨、隊員達に徹底させて、どうしても持ち帰らなければならない物資については、手分けして隊員達に携行させろ」

「了解です。では置き捨てる車両は残留希望者に扱わせましょう」

「緊急時対応マニュアルでは、『脱兎』が発令されたら一人残らず全員の帰還を目指すことになっている。残留希望者であろうと置いていくことなどあり得ん。そのつもりでいろ」

「分かりました」

　だが、突如として進行方向から襲ってきた砂嵐に、視界を遮さえぎられてしまう。白濁した闇が瞬く間に車窓の外を覆い尽くした。

「全軍停止！　停止だ！　止まれ！」

　事故を防ぐために加茂が全隊に停止を命じた直後、それは襲ってきた。

「地震か!?」

「そのようですね。これは、結構大きい！」

　日本人にとっても震度五の揺れは、なじみ深いとは言えない。

　とは言え世界がどうにかなると恐れるほどのものでもなかった。隊員達はしばらくすれば収まるであろうと、じっとしていることが出来た。彼らにとっての問題とは大地が揺れることよりも、それに伴って発生する様々なトラブルなのだ。

「全周囲を警戒！　地割れや、地滑り、土砂崩れに注意しろ！」

　幹部達が叫ぶ中で、外の様子を見ようとトラックの幌ほろの隙間から顔を出していた隊員が、顔を埃ほこりだらけにして振り返った。

「視界が全くありません！」

「くそっ！　しばらくこのまま待機！」

　地震の前触れのようにやってきた砂嵐は、揺れがおさまるのとほぼ同時に去って行った。

　後に残るのはあらゆる物が砂に覆われた光景である。運転席にいた隊員は、車を降りてフロントガラスに積もった砂や埃を手で掻いて、視界を確保していた。

「どうだ……進めそうか？」

　加茂は運転手に身を乗り出して尋ねた。

「はい……少し、ゆっくり目に進めば大丈夫でしょう」

「うむ。ならばよし、全車の無事を確認したら出発だ」

　だが、進行方向を見ると、その方角の空は暗くよどんでいた。

　アルヌスに向け、龍に似た黒い雲が渦を巻いて引き寄せられていて、何かの異変が起きていることを本能的に予感させた。




　アルヌスの丘の頂いただきでは、世界が捩ねじれていた。

『門』が崩壊したかと思うと突然大地が鳴動し、本来ドームの天井のあるべき景色は一瞬にして塗りつぶされ、暗黒の太陽が出現した。その姿は紅と黒紫が渦巻いて禍々しい。

　平坦だったはずのドームの床も、何故か漏ろう斗と状の巨大な窪くぼみとなっていた。形状は、ブラックホールの平面モデルのように中心に近づくほど急激に落ち窪んでいて、しかもその中心にはどこまで続いているか分からない深い穴が口を開けていた。

「い、いったい何が起きたんだ！」

　その黒い太陽の真下で互いに銃を向け合っていた呉少校やジェイキンズも、撃ち合うのを止め、自分が体験している異変を理解しようと試みていた。

　しかし、突然形状を変えた床によって、平へい衡こう感覚に狂いが生じたのか、二人とも立つことすら出来ない。

　彼らの部下の生き残りも、とにかく地の底に開いたような黒い穴から遠ざかろうと、あたふたと床を這っていた。

「大変……」

　縛いましめを解かれ、猿ぐつわを外されたレレイは無表情のまま、異常事態だと告げた。

「な、何が起きたんだ」

「『門』が壊れれば、二つの世界は切り離されるはず。だけど、『門』以外の何かが働いて、二つどころか、いろんな世界が絡み合ってしまっていると思われる」

「そ、それって!?」

　伊丹はレレイに、もう少し詳しく話してくれと迫った。

「要するに数多あまたの世界に一気に『門』が開いてしまったんじゃよ。それがアレじゃ……」

　レレイにかわって説明したのはカトー老師だった。本来は『門』の銀座側にいたはずの劉やジェイキンズ達までこの特地側のドームにいることが、事態の異常性を示しているのだ。

「何が原因なんですか？」

「黒い太陽とでもいうべきもののまわりに、六ろく芒ぼう星せいが見えるじゃろ？　あれは魔方陣じゃ……」

　カトーの指さした暗黒の太陽の周りに、巨大な六芒星が額がく縁ぶちのように浮かんでいた。

「誰があんな巨大な魔方陣を!?」

　滅多に感情を表さないレレイが、怯えたような声で呻く。

　それに答えたのは狭間だった。

「あれはもしかして……そうだ、魔方陣などではない！」

「いったいあれはなんなんじゃ？」

「アルヌスの防御陣地そのものです先生。あの独特の構造は間違いない」

「しかし、地面に作ったものがなんで空に浮かんでるんです？　ドームはどうなったんです？」

　大きく変形した床の歪ゆがみの中でテュカに支えられた、伊丹が空を指差す。

「きっとあれは鏡像じゃ。実体は地面にある。空に浮かんで見える黒い太陽は鏡像で、実体はこのドームやアルヌスそのものなんじゃ！」

「とにかく、あちこちの世界がしっちゃかめっちゃかに繋がってるって言うなら、はやくなんとかしないと大変なことになるぞ」

　伊丹は、自分が垣間見たとある世界の光景を思い出した。

　何かの卵が無数に生み付けられた荒野。もし、あの卵が全て孵かえっていたとしたら。そして、それがこちらに溢れてきたとしたら。

　だが、伊丹の警告に反論する声が上がった。ジェイキンズである。

「何が大変だというんだ！　たくさんの世界と繋がったことの何が悪い!?　これで人類は、多くの世界を手に入れることが出来るじゃないか！　世界が狭いから、我々は醜い奪い合いをしなければならなくなる。だが数多の世界との行き来が自由になれば、我々は互いを妬ねたみ、牽制し、奪い合う必要はなくなるんだぞ！　これは神が我々人類に与えてくれた祝福なのだ！　我々は狭い世界の中で息苦しい思いを強いられてきたが、もうその心配はいらない。無限に広がるフロンティアの存在が、イデオロギーや宗教上の対立といったあらゆる問題から我々を解放してくれるだろう。何しろ、嫌な奴のいない世界に行けば良いんだからな。互いに穏当に縄張りを決めて、引きこもれば良い。これは良いことだ！　これをなんとかしようとする必要はない！」

　だがレレイは反論した。

「そうとは限らない！　数多の世界には、その世界で生まれ育った生き物がいる。不用意な接触は、良くないことを引き起こす」

「原住民など押しのければいい！　そのためにこれがあるんだろう？」

　銃を掲げて力を誇示するジェイキンズ。

　その意見に同意なのか、劉も立ち上がると大きく頷いた。

「その通りだ。我々人類の生活圏が無限に広がるなら、太平洋の西を我々、東をアメリカと縄張り分けするようなせせこましい真似は必要なくなる」

　そう叫んだ劉は黒い暗黒の深しん淵えんに這いながら近づいていった。

「この向こうが、別の世界なのか？　どんな世界があるんだ？」

　恐怖心よりも好奇心が勝ったのか、黒い深淵の底を覗き込もうと顔をつっこむ劉。似たような好奇心で恐ろしい思いをしたことのある伊丹は、「待て。待つんだ！」と叫んだ。だが、止めることは出来なかった。

　首をつっこんだ劉はそのまま、全身を硬直させ、痙けい攣れん。そして力尽きて突っ伏した。

「局長！」

　慌てて駆け寄る呉少校や彼の部下達。近づいた瞬間、深淵の向こうから無数の触手が現れて彼らを絡め取り、深淵に引き込み、あるいはその胴を貫いていく。

　絶叫と怒号、そして相手を定めない銃声があたりに響き渡る。

　ジェイキンズは思い違いを悟らされることになった。

『門』の向こうが常に人間にとって優しく、豊かな世界とは限らない。相手が我が方より常に劣っているとは限らないのだ。藪やぶをつついて蛇を出すという例えのように、人類にとって最悪の敵との遭遇を引き起こす可能性もありうるのだ。

　見ていると深淵の底から『何か』がぞろぞろと這い出てくる。

「来た、来た来た来た！　やっぱりアレだ！」

　這い出てきたのは、伊丹の思い描いた通りの生き物である。虫と呼ぶには大き過ぎる生き物。人間の背丈ほどもある蟲ちゅう獣じゅうだった。

　おそらく伊丹が孵ふ化かを促し、そして劉がこの特地世界へ引き込んだのだろう。

　溢れ出た蟲獣は、まず手近なところにいた劉やジェイキンズの部下達に襲いかかって空腹を満たしにかかった。

「これ、洒落しゃれにならないくらぁい、まずいわよぉ！」

　ロゥリィはハルバートを振りかざしながら突き進み、蟲獣の脚を振り払った。鋭い前足による攻撃をかいくぐり、振り返りざまに蟹かにの甲こう羅らに似た胴体を斧刃で叩き割る。

　吹き出した紫色の体液があたりにまき散らされ、ロゥリィはその臭いに顔を顰めた。

「いやぁ！　何これぇ！」

　蟲獣の体液に辟へき易えきとしたのか、跳躍して後方に逃れようとする。だが空に舞った途端に、空中から急降下してきた羽は蟲むしの群れに襲いかかられてしまう。その一匹の顎あごが、ロゥリィの細い胴に食いつく。

「ロゥリィ！」

　テュカが弓ゆ弦づるを鳴らして矢を放ち、羽蟲の胴を射貫いた。

　ロゥリィに食いついていた羽蟲はそのままドームの外壁に激突した。

　ロゥリィは苦痛に堪えながら立ち上がろうとする。だが、そんなロゥリィに無数の羽蟲が上空から群がるように襲いかかった。

　栗林と富田が腰だめに構えたＰＤＷを撃ちまくってロゥリィを援護する。

「くっ……一匹一匹はそれほどじゃないけどぉ、数が多すぎっ！」

　伊丹は、ロゥリィの表情に愕がく然ぜんとした。この蟲獣は戦いの亜神ですら血相を変える相手なのだ。

　ロゥリィの背中に襲いかかろうとした羽蟲に散弾銃の弾丸を浴びせて叩き落とした伊丹は、身体についた体液の臭いに耐えられないとばかりに鼻を摘むと、似たように体液まみれのロゥリィの手を取って立ち上がらせた。

「やばい！　陸将、あれは無茶苦茶やばいです！　入って来るのを何としても防がないと！」

　漫画やアニメ、映画に出てくるこの手の生き物に、ろくな物があったためしがない。

　世界が腐ふ海かいに覆われて住めなくなるか、それとも人間が寄生されて餌となるか、それとも太陽や星が喰らわれるか……いずれにせよその世界の人類に未来はない。

「撃ちたまえ！」

　伊丹の危機感に煽られたのか、狭間も即座に攻撃の命令を発した。

　傍ぼう観かんしていた隊員達が、銃口を並べ蟲の大軍に向けて銃撃を開始し、巨大な昆虫の死骸が瞬く間に床に散らばっていく。

　だが、蟲獣は噴水のごとく溢れ出てくる。しかも大型の蟲獣には六四小銃の弾丸でも通用しないほどの個体もあり、蟲獣を堰せき止めることは難しかった。

「くそ、戦車だ！」

　七四式戦車の主砲が火を放ち、その爆風が蟲獣の群れをなぎ払った。だがそれはハンマーで蚤のみを潰そうとするに等しく、あまりに効率がよくない。しかも、蟲が特地世界に飛び散ることを防いでいるドームの外壁まで傷つけてしまうことを考えると、多用は出来なかった。

「もうっ！」

　ロゥリィは顔を顰めながらも、弾幕をものともせずに溢れてきた中型の蟲獣を踏みつけ、そのままハルバートを振って、踊るように周囲の蟲を切り裂き、叩き割り、潰していった。

　富田と栗林がロゥリィを守り、伊丹が散弾銃で頭上の羽蟲を叩き落とす。

　それでも、圧倒的に優位なのは蟲の側であった。数の暴力が、ロゥリィの破壊力を、自衛隊の火力すらも呑み尽くそうとしていた。

　その時、レレイが飛び出した。

　こぶしにまいた髪の束を額に当てて、小さく呪文を唱え、伊丹の故郷たる世界への通路を大きく押し広げる。

　すると大きく窪んでいたドームの床が元の平坦な姿に戻り、黒い太陽もその姿を消してドームの天井が姿を現す。瓦礫の積もる『門』のあった場所には、無色透明な水たまりを立てかけたような物体が姿を現した。

　一時はドーム内を制圧してしまうかと思われた蟲獣も、流入が止まれば数の優位を失う。銃火を浴び瞬く間に数を減らされ、ドームの床にその死骸を積み上げていった。

「ヨウジ！　ギンザへの道を広げた。こうしておけば、他の世界に繋がる『門』は押しつぶされて蟲獣は入ってこれない。今の内に魔方陣を！」

「この状態をなんとかするにはぁ、あの魔方陣を破壊するしかないわぁ」

「ここは、あたし達に任せて先に行って！」

　レレイ、ロゥリィ、テュカの言葉に、伊丹は戸惑うように狭間を振り返った。

「伊丹二等陸尉、必要と思われるありとあらゆる行動を許可する！」

「えっ……でも」

　伊丹もどうすれば魔方陣を破壊できるのか分からないのだ。

「カトー先生、どうすれば壊せますか!?」

　狭間の問いに、カトー老師はう～んと唸りながらその推測したところを語った。

「強力な働きをする魔方陣は、正確かつ緻ち密みつに作られねばならぬ。ほんの一角、わずか一部分でも壊せば働きを失うんじゃ。魔方陣が城塞の城壁や壕ごうで出来ていると言うなら、城壁を崩して、壕は土砂なりで埋めたててしまえばよい！」

「なるほど……ならば爆破だな」

　再び周囲の視線が伊丹に集まった。どうすればいいかを理解したならとっとと動けという圧力が、その皆の眼差しに込められていた。

「でも、なんで俺？」

「お前しかいないだろう？」

　爆薬を設置する作業にはどう頑張っても数時間は必要となる。『門』を開いているレレイの表情からして、彼女が銀座への道を開いていられる時間がそれより短くなるのは間違いない。

「それだと多分、俺って日本に戻れなくなりません？」

「きっとそうなるだろうな」

　狭間は、あっさりと頷いた。

「なのに俺？」

「他に、誰がこの役目を引き受けるのに相応しい？」

「でも俺、今度の同じん……」

　その言葉を口にした途端、伊丹に向けられていたレレイとロゥリィ、そしてテュカの視線に切実な気持ちが強く含まれだした。それに気け圧おされたように伊丹は後ずさり、ロゥリィ、レレイ、テュカの順に視線を移す。

　それぞれの想いが、そして三人との間に紡がれた何かが、伊丹を絡め取るように捕らえる。

「しょ、しょうがねぇなぁ」

　伊丹は富田に付いて来いと声をかけて走り出した。「あ、わたしも」と続こうとする栗林を、伊丹が「お前は、ここにいろ」と止める。

「どうして!?」

「お前はこっちに残っても良いと思えるような理由があるのか？」

　伊丹は、わけが分かんないよと首を傾げた。

「あ、でも、だって……その」

　富田をチラチラと見ながら、理由を口籠もる栗林。

　だが富田は「栗林。お前は日本に帰れ」と宣告した。

「えっ！」

「お前の気持ちはありがたいんだが、もう俺はボーゼスに決めてるんだ。悪いな！」

　富田はそう言うと栗林の背中を押した。

「うっ……」

　じわっと涙をこぼしながらとぼとぼと歩いて行く栗林。彼女もそれなりに本気だったのかも知れない。

　そして、伊丹と富田は栗林に背を向けて走りだした。

「なんだ。栗ボーの奴、本気でお前に惚れてたのか？」

「きっと吊り橋効果って奴ですよ。それより隊長の方こそ、やっと観念したみたいですね？」

「そりゃ、三人にあんな目をさせちまったらな。もう、しょうがないだろ？」

　ドームを出たところで傭兵達を指揮しているヤオを見つけた伊丹は、「みんなを頼むぞ」と声をかける。

「此の身の命に代えても」

「特に、テュカの奴を頼む。あいつ何を考えているんだか、死亡フラグを立てまくってたからな」

　すると富田が事の真相をあかした。

「彼女は死亡フラグを立てた人間の前で別の者が死亡フラグを立てると、厄は後に立てた方へと移ると考えているんですよ」

「最初は御身に死亡ふらぐを立てさせるつもりだったのだ。誤解されるな、別に御身をどうこうしようとしたわけではないぞ。御身が病院にいて戦場に出ないから大丈夫だと思っていたまでだ。だがこうなってしまってはそうもいくまい。だからテュカは自分に厄やくを引き寄せることにしたのだろう」

「あの馬鹿……」

　伊丹は呆れたように舌打ちする。そしてドームを振り返り、テュカ達に向けて叫んだ。

「おい、テュカ。これが終わったら……紅茶とケーキでパーティでもしようぜ！」

「…………」

　伊丹の突然の振る舞いに富田と、ヤオは目を丸くした。

「これで、俺に死亡フラグが移るんだな？　身体が軽い、とか言っておく必要あるか？」

「さあ、このネタがどこから出てるのか分からんので何とも……でも、良いんですか隊長？」

「どうせ、爆薬を仕掛けてふっとばすだけだ。何かと戦うわけじゃなし、あっちよりは安全だ。爆薬だってちゃんと気を配ってれば、死ぬようなことにはならねぇよ！」

　伊丹はそう言って、きっと大丈夫だと付け加えた。




　狭間は、背後の部下達を振り返ると告げた。

「よし！　総員退去！　『脱兎』を発令」

「『脱兎』だ！　『脱兎』！」

　狭間の号令が隊員達の口伝てで瞬く間に広がっていく。そしてドームの外で待ち構えていた隊員達が、隊伍を組んだまま足早にレレイの作った『門』を越えていった。

　その後ろではロゥリィが、ヤオを手招いて街の住民や、傭兵達を使って防御の態勢をつくるよう指示していた。

「ヨウジぃが、魔方陣をどうにかするまでの間ぁ、あの蟲の侵入を何としても防ぐわよぉ！」

　栗林は、狭間に敬礼して伊丹から押しつけられた茶封筒を差し出した。

「なんだこれは？」

「嘉納大臣からお預かりした書類です」

　狭間は「ご苦労だった」と茶封筒を受け取ると、中身をささっと斜め読みした。

　日本の置かれている状況、そして直近の森田首相の言動の資料。そして、防衛大臣の命令書が入っていた。

「なんだと？」

　狭間の様子を見て、何が届いたのかと幕僚達が集まってくる。

「どうしたんですか？」

「防衛大臣の命令書だ。よし、これで政府との連絡が回復した。レレイ嬢の無事も確認できたから総員退去命令は一部変更！　残留希望者を残すぞ！」

「しかし、こんな物が有効と言えるんでしょうか？」

　狭間は、幕僚にそれ以上喋らせなかった。

「いや。市ヶ谷と連絡が絶たれているなかで、これは唯一の政府からの指示だ。我々としては、これに従うしかない」

「あの。『門』をちろっと越えて、無線かなんかで指示を仰いでくるというのはダメなんですか？」

　すると狭間は冷たく言い放った。

「今、『門』は一方通行だ」

「……あ、はい」

「我々としては、この命令に従っちゃうしかない。分かるな、お前達」

「…………」

　狭間に言い含められて幕僚達は一斉にニヤリと微笑んだ。

「陸将！　蟲獣への備えはどうしましょうか!?」

「確かに、残された者があの蟲の襲撃を受けるようなことがあってはならないな」

「ドームの内外に防御態勢を整えさせましょう」

「よし、蟲の侵入を防ぐ態勢をつくる！　残る者以外は、銀座へ退去、急がせろよ！」
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　陸上自衛隊特地派遣部隊の撤収が始まった。

　アルヌスに残留していた部隊の過半が渡り終えたところで、各地に派遣されていた部隊もようやく戻ってきた。

「第二戦闘団が戻って来ました」

「うむ。そのまま銀座に向かわせろ。負傷者の搬送や重要な物資の輸送に使う以外は、車両や武器弾薬は可能な限り置いて行かせろ」

「はい」

　隊員達が続々と『門』を抜け銀座へと渡っていく中で、狭間らは残留希望者達を組織し、アルヌスの住民達と協同してドームの内外に土ど嚢のうを積み、鉄てつ条じょう網もうの敷し設せつ作業を進めていった。レレイが力尽きて、再び『門』から蟲獣が溢れ出てきた時の備えである。

「この隊で残留を希望する者はこっちに集まれ！」

「帰る者は、食糧や弾薬等は置いていってくれ！」

「負傷者を優先的に運べ。急げよ！」

　各偵察隊の面々の姿も、帰還者の列にあった。

　負傷した檜垣の担架を戸津と東にかつがせた桑原陸曹長は、陣地構築の作業をしている隊員の中に私服姿の栗林の姿を見つけた。

「おい栗林。何やってるんだ!?　お前、残るのか？」

「わたし、あきらめが悪いんです」

「そういうのって、うざったがれるんじゃないのか？」

「別に、帰ったって面白いこともなさそうですし。もう少し、こっちで暴れていきますよ」

「自衛隊無双を楽しみたいってか？　怪我するなよ」

「おやっさんもお元気で」

　檜垣は担架に寝そべりながら、鼻歌なんか歌っていた。きっとモルヒネが効いているのだろう。

　仁科、勝本、笹川……第三偵察隊の面々は、栗林を残して『門』の向こうへと消えていった。

　居残った栗林は、階級が下の者を集めて臨時の部下として、鉄条網の設置作業をしていく。すると背後から狭間から声をかけられた。

「その蛇じゃ腹ばら鉄条網だが、三重に出来ないか!?」

　陣頭指揮をとっているのは特地方面派遣部隊の長たる狭間である。栗林は敬礼して答えた。

「了解しました。三重にします……でも、昆虫の化け物相手に効果有りますか？」

「一応やっておこうじゃないか。ドームの壁だけをアテにしては、蟲の侵入を防ぎきれない可能性が高いからな。ドームは最後の守りだ。後で悔やみたくないだろう？」

「了解です」

「それと、こっちに残るつもりなら、装備を調えろよ。その格好で戦うつもりか？」

　栗林が着替えるために走り去ると、狭間の指揮を手伝ってきた幹部達が、持ち帰る大量の荷物を抱えた姿でやって来た。

「陸将は……お帰りにならなくてよいのですか？」

「私は指揮官としての責任を果たさなければならない。進む時は先頭を、退く時は最後尾。それが指揮官としてのあるべき姿であると、私は思っている」

「しかし、ご家族には？」

「息子ももう頼りになる歳になったからな。家内のことは心配しとらんよ。それよりは君達だ、向こうに帰ってから後始末に苦労をかけることになるが、よろしく頼むよ」

「はっ！　では、我々はこれにて失礼致します」

　幹部達はそういって狭間に敬礼し、『門』の向こうへと消えていった。
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　その頃、柳田や古田を乗せたヘリはアルヌスに向かって驀ばく進しんしていた。

　パイロットは、アルヌスの丘を視認。機首を真っ直ぐに向けた。

　航空無線が「残留希望者は名乗り出ろ」と叫んでいる。居残りを希望するパイロットを掻き集めようとしているのだ。

　無線の声を聞く限りでは、その呼びかけに応える者は意外にも多そうだ。

「物好きが結構いるな」

「こっちだと、自由に飛べるのが魅力ですからね。変な制限もないから気分がいいんですよ。でも自分は向こうに家族が居るんで……」

「家族を呼び寄せられたらよかったのにな？」

「本当なら、そうする予定でした。くそっ、こんな急な話じゃなきゃな……」

「柳田二等陸尉、自分は特地に残留することを希望します。アルヌスで降ろして下さい」

　皆に押さえ込まれ動けない古田は、口だけを動かして残留の希望を申し出た。だがそんな古田に、これまで黙っていたシェリーがだだっ子を言い聞かせるような口調で語りかけた。

「それはテューレ様がフルタ様に望まれたことなのでしょうか？　きっと違うと思いますわ」

「子供に何が分かる？」

　でも、わたくしも女ですから、とシェリーは言葉を続けた。

「ですからフルタ様もお国に戻られて、ご自身の夢を叶えて下さいまし」

「嫌だ」

　するとデリラが、苛立ちを感じさせる声色で口を挟んだ。

「やっぱりあそこでぶっ殺しておきゃよかったのさ。そうすりゃ、フルタの旦那もこんな後ろ髪を引かれる思いしないで済んだんだろうに」

「とにかく、俺はここに残る」

「ダメですわ。フルタ様には夢を実現する義務がおありです！」

「義務だって!?」

「テューレ様は貴方が夢を叶えることを確信してらしたんですわ。だからこそ、あんなに嬉しそうにしてらしたんです」

「テューレが嬉しそうだった？　どこが!?」

　古田の目には、テューレの表情は様々な感情の入り交じった複雑なものとしか映らなかった。

　だが、シェリーははっきりと頷いた。

「ええ、とても幸せそうな顔をしてらっしゃいましたよ。きっと、フルタ様が夢を叶えることがご自身の幸せだと感じておいでだったのです」

「どうしてそうなる!?　テューレさんは全然幸せじゃないじゃないか！」

「そうおっしゃられても、どう説明したものかと困ってしまうのですけれど」

「…………俺には分からない。そんなの絶対おかしいよ」

　するとデリラが、「あたいには、あの女の気持ちが、ちょっと分かるかな？」と漏らした。

　外の景色を見やりながらデリラは続けた。

「絶望の中に長くいるとね、幸せになれるかも知れないって思っただけで、もう満足しちまうことがあるのさ。あの女はフルタの旦那に思われて、来いって言って貰えた。しかもフルタの旦那なら成功は間違いないだろ？　だから、自分の幸せももう確実だって思えたのさ」

「だったら、幸せになりゃいいじゃないか！　それって、料理を見ただけで、美味かった、満腹だって言うのと同じだよ」

「幸せになるのが恐いって気持ち、分からないかい？　そこに扉があってさ、それをくぐれば幸せになれるって思っても、自分は幸せになれっこないって思ってると、どうしても疑っちまうのさ。扉を開けてみたら何もないかも知れない。逆に、絶望がぐわって襲いかかってきちまうかも知れないってね。だったらさ、扉を開けないで耳をあてて向こうの気配を探ったり、向こう側を思い浮かべていた方がよっぽど幸せな気分になれるんだよ」

「そんなの、ありかよ」

　古田は、デリラの言葉を受け容れたくなかった。余りにも悲しすぎるからだ。だが、彼女の言わんとしていることも分からなくもない。

　古田が黙り込んでしまうと、柳田はパイロットに「よし、着陸している暇はない。このまま『門』をつっきれ！」と叫んだ。

　航空無線が『もう時間がないぞ、急げ！』とがなり立てているのだ。もう、一旦着陸して機体から降りて……などと悠長なことをしていたら帰れなくなってしまう。

「了解！」

　パイロットはピッチレバーと、操縦桿を巧みに操り、ドームの開口部目掛けて突き進む。

「危ない！　突っ込んでくるぞ！」

『門』の周辺やドームの中にいた者達は、地面を擦るような高度で突き進んでくるヘリを見て、慌てて逃げ走った。左右によけられず、地面に伏せる者もいた。その背中を擦るようにして、柳田達の乗るヘリは『門』に強行突入したのである。




















『門』に突入し白濁した世界を突き抜けると、そこには銀座の風景が広がっていた。

「銀座だ！」

『門』を越えた直後、特地から帰還した隊員達の列に突っ込みそうになったヘリは、機首を上げて高度を上げた。だが今度はドームの天井にぶつかりそうになる。そのため、パイロットは操縦桿を押し倒して、高度を強引に落とす。

　ジェットコースターのように上下に乱舞したヘリは、ドームを飛び出して、駐屯地の外へ出たところで地面を擦った。

　アスファルトを削り、回転するローターブレードを大地に叩きつけ、そのことごとくをへし折る。そして火花をあげながら、デパートや商店の谷間を滑っていった。

　もし、銀座駐屯地がデモ隊に占拠されず、その周辺から車の交通が絶えていなければ、おそらく大惨事となっていただろう。だが自動車などの往来は完全に途絶えていて、機動隊が見守る中を、ヘリは運動エネルギーが尽きるまで滑走することが出来たのである。

　ヘリは、ウェディングドレスを飾るデパートのショーウィンドウに鼻先を突っ込むようにして停止した。

「おい、大丈夫か!?」

　鉄の焦げた臭いと航空燃料の臭いが混ざってあたりに立ちこめる。そんな中で、機動隊の警官達が駆け寄って来た。

　追いかけるようにしてやって来た消防車が、火災を防ぐためかヘリに向かって消火液を浴びせかけはじめた。

　突っ伏していた柳田は、全身に水を浴びながら「ぷはっ」と顔を上げた。

「死ぬかと思ったぜ」

「は、はい。お父様とお母様に、まだ早いから来るなと言われてしまいましたわ」

　小柄なシェリーは、柳田とデリラの間で逆さまに転がっていた。

「みんな生きているか？」

「うぃ～す」

「とりあえずなんとか」

「自分も無事です」

　部下達も返事を返してくる。パイロットは無言で右腕をあげていた。

　柳田達は無事に銀座へと戻ることに成功した。
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「く……」

　額に滝のような汗をながすレレイが、身体を大きく傾かせた。

　数時間にわたって『門』を開き続けたレレイの気力が、もはや尽きようとしていた。特に強行突破をはかってきた柳田の乗ったヘリを通すために、一瞬だけ『門』を大きくしたのが、彼女の力を消耗させた。

　その後の『門』のサイズはかなり小さくなってしまい、隊員達も一列で、しかも頭をかがめなければ通れないくらいに小さくなってしまったのである。

「大丈夫、レレイ？」

　テュカの問いに、レレイは小さく頷くことで返事に代えた。

　歯を食いしばって渾身の力を込めているため、口を利くことが出来ないのだ。

「あとどのくらい保もつ？」

　狭間陸将の問いに、カトーが代わって答えた。

「保ってあと、十分ってところじゃな！」

「カトー先生が代わると言うことは出来ないのですか？」

「儂にはムリじゃ！」

　狭間は振り返ると隊員の列を見渡した。とても十分では渡り切れそうもない数の隊員が残っているのだ。

　狭間は急ぐようにと腕を振った。

「どうしても帰らなければならないという理由のある者以外は、列から離れろ！」

「俺には、身重の女房が！」

「よし、お前は先に行け」

「自分は独り身だからな、あとでいい！」

　帰らなければならない理由のある者の背中が叩かれ、先へと押し出されていく。

　こうしている間にも、『門』は土管ほどの狭い穴へと狭まっていた。くぐり抜けようとする隊員も、匍ほ匐ふく前進でなければ抜けることが出来なくなっている。

「速く！　速く！」

　もう、荷物を抱えていては通れない。

　多くの隊員が荷物を投げ捨てて、両手を伸ばして頭をつっこみ、向こう側から引っぱってもらって抜けていった。

「レレイちゃん、頑張れ！」

「頑張れ！　もう少しだけ、頑張ってくれよ！」

　皆の声援に応えるようにレレイが、汗に濡れた髪を掻き上げて頷く。

「お前達、急げ！」

　だが、『門』はさらに小さくなっていく。

「まずい！」

　そして、レレイがついに気を失い倒れた。

　最後に通り抜けようとしていた隊員の戦闘靴が、閉じる穴によって切断され、後には爪先部分が転がった。

「ああっ、くそっ！」

　直後、小さな地震が起こる。だが地面に拳を打ち付けて悔しがっていた隊員達は、それに気付かなかった。

「なんとかならないのかよ」と皆がレレイを振り返ったが、カトーらに抱えられて介抱される彼女の姿を見ると何も言えなくなってしまう。彼女が限界を超えて頑張ったことは、誰もが理解できたからだ。

『門』のあった場所に残された戦闘靴のつま先をおそるおそるのぞき見た隊員達は、足の指が中にないのを見て安堵のため息をついた。きっと向こう側では「危なかった、危なかった！」と、むき出しとなったつま先を抱えて大騒ぎしているだろう。

　やがて、ドームの天井に黒い太陽が姿を顕あらわし始める。世界が再び歪ゆがみ始め、平らな床が大きく落ち窪んでいく。

「よし、蟲が来るぞ。全員配置に就け。ドームの扉を閉じろ」

　狭間の命令で、鉄の扉が重々しい音と共に閉じられ、隊員達は配置へとついた。

　家族持ちの多くが帰還を選んだため、残った隊員は若い者が多い。狭間の側に残った幹部も、単身者の初級幹部が中心となっていた。

「で、何人残った？」

「概算で、四～五千ってところです」

「物好きと帰れなかったのが合わせて五千か。よし、残った者で部隊を編成し直せ。とりあえず大雑把で良い。それをドーム外に配備して、壁を破られた場合に備えさせろ」

「アルヌスの傭兵達はどうします？」

「接近戦では彼らの方があてになる。一緒に防いで貰おう」

「了解です」

　隊員達はそれぞれに銃を構え、機関銃の銃口を、深く落ちくぼんだ地の底に開いた黒い穴へと向けた。

　ロゥリィがハルバートを水平に引き寄せて構え、つま先をぐりぐりと地面にすりつけて踵を踏みしめる。引き絞られた弓のようなエネルギーに満ちた気配を全身に漂わせていた。

　その隣には、着剣した六四小銃を手にした栗林が立った。完全装備に身を固め、背には予備の小銃を担いでるという周到さだ。

「また一緒に戦えるわねぇ」

「腕が鳴るわ」

　二人の女は互いを見合って微笑んだ。

　また、ドームの鉄扉には傭兵達が楯を連ねて壁をつくっていた。その隙間からは、自衛官達が銃口を突き出して、敵の出現に備えている。

　狭間は隊員達の配置状況を見渡すと、通信機をとりあげて呼びかけた。

「こちらは狭間だ。伊丹、聞こえるか？　そちらの様子はどうだ？」

『実に、はらはらする展開です』

「どうした！　支援が必要な状況か？　爆薬の設置は済んだのか？」

『設置は終わりました。後は点火栓を繋ぐだけですけど……』

「なら、十分で何とかし……ろ」

　狭間はそこまで告げると、絶句して通信機を取り落とした。深淵から、象サイズの蟲獣が出てこようとしていたのだ。




「支援を下さい。こちら伊丹。非常に大急ぎで、援軍が必要です」

　だが、肝心の要求を伝える前に、無線機は沈黙してしまい返事がない。

「なんかあったかな？」

「かも知れませんね」

「あと、十分でなんとかしろ……か。簡単に言ってくれるぜ」

「そりゃ、こちらの事情を説明しなきゃそう言われますよ」

　伊丹がぼやき、ロープにぶら下がって壁の中腹あたりで爆薬の設置作業をしている富田がそれを宥なだめた。

「で、なんとかなるんですか？　こっちは道具がなきゃ、お手上げなんですからね」

　壁面の中程にロープでぶら下がっている富田は、あちこちに繋いだ爆薬のケーブルをまとめた姿で動けなくなっている。ここで手を離せば、ケーブルがばらばらになり、再度集めるのに余計な時間がかかってしまう。この作業を終わらせるには、伊丹が発はっ破ぱ母ぼ線せん用のケーブルを下ろしてくれるのを待たなくてはならないのだ。

「まあ、なるとかするしかないだろう？　富田はそのままで待機、いいな」

　だが、伊丹の前には一頭のダーがいた。おそらくは街で暴れていた内の生き残りだろう。ダーは、牙を剥いて伊丹達を睨みつけ、今にも襲いかかりそうに身構えている。

「とにかく。こいつを何とかしないと」

　点火栓やケーブルといった道具は全て、ダーの背後においてあるのだ。

　問題は伊丹の武器である散弾銃の弾丸が、キジ撃ちに使う十二番六号散弾（散弾の粒の経が２・75ミリ）ということである。しかも一度に装弾できるのは二発まで。これでは、ダーのような怪異を相手するには心許ない。

「せめて、スラッグ弾とかだったらなぁ」

「んなもん、普通の人が持ってるわけないじゃないですか」

「参ったなあ。こんなことなら死亡フラグなんて引き取らなきゃよかった」

　伊丹は、散弾銃に弾丸を挿入すると、中程で折れている銃をカチリと伸ばした。




　ロゥリィと栗林は蜘く蛛もに似た巨大な蟲獣と向かい合った。

　蟲獣はその巨体に似合わず非常に俊敏で、その触手や尖った脚あ肢しを武器にして次々と鋭い刺突を繰り出してくる。自分よりも大きな存在の繰り出す刺突の連打は、頭上から降り注ぐ必殺の豪雨だ。それをロゥリィは軽やかなステップで紙一重で躱かわしていった。

　だが、凄まじい力で振り下ろされる脚肢は、わずかに擦っただけでも強烈な破壊をもたらす。

　ゴスロリ神官服が裂かれ、肌の露出部位がたちまち増えていく様に、さしもの亜神も不快そうに舌打ちした。

「あんた達はぁ、この世界にお呼びじゃないのよっ！」

　ロゥリィは、肌を飾る玉のような汗を散らして跳躍した。

　落下の勢いと合わせて、両手で掲げあげたハルバートを叩きつけるように振り下ろす。

　勢いのついた戦斧が蟲獣の頭部を襲ったが、蟲獣も大きく飛び退いてこれを躱す。

　はずれたハルバートが、コンクリートの床を叩き割り、爆発にも似た勢いで粉塵を舞い上がらせ、視界が一瞬にして閉ざされる。

　だがロゥリィは無造作に地に埋まったハルバートをひっこぬき、一歩を踏み込んで、「ここっ！」と石突きを突き出し蟲獣の胴を突いた。

　手応えとともに、重い金属同士がぶつかるような音が鳴り響く。

　外骨格の分厚い甲羅をまとった蟲獣は、その打撃で貫かれこそしなかったが、はじき飛ばされるように転がった。ロゥリィはすかさず追い討ちの連続攻撃を放った。

「ほらほらほらぁ、壊れちゃいなさいっ！」

　無造作に放たれた乱打は、そのひとつひとつが防ぐことすら難しい暴風となった。蟲獣はその圧倒的な破壊力に怯えたように巨体を震わせ、生存本能に従って、仲間の蟲獣の群れの中へと逃げ込んだ。

　栗林が引き金を引きっぱなしにして、ロゥリィの前に立ちはだかる小型の蟲獣をなぎ払う。こうして開かれた道を突き進んでロゥリィは突撃をかけた。

「怯おびえなさいっ！　竦すくみなさいっ！」

　ロゥリィは蟲の群れに踏み込むとくるりと振り向き、回転の勢いで蟲獣の群れをなぎ払った。

　まき散らされるように吹き飛ぶ蟲獣。蜘蛛型蟲獣の巨体があらわとなっていく。

「いまだ！　ってぇ！」

　狭間の号令で、ロゥリィを援護する曳えい光こう弾だんの弾雨が突き刺さる。

「撃て、撃て！」

　重機関銃と戦車砲の砲弾が、動けなくなった蟲の甲羅を穴だらけにしていった。

　爆発から逃れるように後退するロゥリィと栗林。

　彼女達を追って翼を拡げたのはカマキリ型の蟲獣。栗林の銃弾を浴びても致命打にならず、そのままの勢いで迫ってくる。

　食いつかれそうになるのを身をよじって躱したロゥリィは、地に降り立ちそのまま迎え撃つ体勢をとる。

「ふうん、連携するくらいの知恵はあるってことねぇ。たかが蟲とは侮れないのねぇ」

　ロゥリィは、ハルバートを腰溜めに大きく振りかぶった。カマキリ型蟲獣が飛びかかって来ると、頃合いよしと見てハルバートを叩きつけた。

　だが、カマキリ型の蟲獣は翼を拡げて突然、勢いを止める。

　タイミングをずらされたロゥリィは姿勢を崩し、ハルバートも空を切るかに見えた。黒ゴス神官服のスカートが回旋力で大きく花開き、ダンスステップのような華麗な脚さばきが床を打つ。

　ハルバートの重量に振り回されているように見せかけて一回転、さらにもう一歩踏み込んでさらなる加速を加える。ぎゅっと締まった足首からのびるつま先がしっかりと体の重心軸を支え、二回転の運動エネルギーを得て、倍加した破壊力がカマキリの鎌とかちあう。

「でも甘いっ！」

　金属の塊同士がぶつかるような鈍い音とともに、その衝撃はカマキリが防御のために突き出した鎌そのものを断ち切った。

　会心の一撃。狭間達はロゥリィの勝利を確信した。

　だが、空中から弾丸にも似た勢いで降り注いだ乱入者が、ロゥリィの身体を擦めた。

　辛うじて躱したものの、その一撃はロゥリィにダメージを残した。

「左腕が!?　ふんっ、いいわぁ」

　ロゥリィはぶらぶらと垂れ下がるだけの腕を意識から棄てる。

　亜神とは言え、ダメージの治癒には相応の時間が必要となる。それを待っていては戦えない。

　ロゥリィは左腕を最初からないものと考え、右腕一本での戦術に、頭も技も切り替えた。

「さあ！　来なさ……い？」

　新たに現れた敵は、台所で蠢うごめく主婦の敵に大変よく似たフォルムをもっていた。

「ひっ！」

　ロゥリィと栗林はその姿を見た途端、顔色を変えた。全身の肌にぷつぷつと鳥肌が立ち、突如として冷や汗をダラダラ流し始める。

「い、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　悲鳴を上げて互いに抱き合うロゥリィと栗林。生理的な嫌悪感にはさすがに抗こうしきれなかったのだ。

　そんな二人目掛けて台所の害虫型蟲獣が襲いかかる。

　その時、どこからともなく飛来した火矢が蟲獣の眼に突き刺さった。

　油分の多い蟲獣はたちまち炎に包まれる。

「ロゥリィ、シノ、ここはあたしに任せて下がって！」

　そこには次の矢を番つがえて、グラスファイバー製のコンパウンド・ボウ（滑かっ車しゃ式機械弓）を引き絞っているエルフ娘テュカの姿があった。三人娘の中で最も家事能力に優れた彼女は、台所の害虫退治に躊躇ためらいはなく、果断に責め立てる。

「Acute-hno unjhy Oslash-dfi jopo-auml yuml-uya whqolgn!　炎よ、害虫は消毒よ！」

　滑車を用いて射出された矢の初速は、時速にして二百七十キロを超える。風の精霊の助力を得てさらに加速し、閃光のような勢いで害虫型蟲獣へと突き刺さった。

　それはテュカにとって亡き父が得意とした神技の再現であった。そこに加味された炎熱の精霊魔法が敵を火だるまにした。

　蟲獣の悲鳴がアルヌスの丘に響き渡る。

　テュカをあらたな敵と認識したのか、蟲獣達は群れをなしてテュカに襲いかかる。

　だがテュカは体操選手のような身のこなしで距離をとった。

　小型の蟲獣が地を這いながら押し寄せる。

「防御態勢！」

　すると、ヤオの号令で左右から形の揃わない楯を並べた傭兵達が飛び出し、テュカの前に並んで蟲獣を防ぐ。

　迫り来る蟲獣に剣を突き出し、その隙間からは、陸自隊員達が銃火を浴びせかけ蟲の群れを払いのけた。

　その隙に呪文を紡つむぎ終えたテュカの放つ青白い雷鳴が、小型の蟲獣を瞬時にして焼け焦げた死骸へと変える。大型の蟲獣には大きなダメージは与えられなかったが、手の空いた隊員達は手にした銃の狙いを生き残った数匹の大型蟲獣へと集中させることが出来た。

　テュカの奮闘ぶりを見れば、ロゥリィも怖れてばかりはいられない。

　台所の害虫型蟲獣が目の前に現れると、ハルバートを拾い上げ「あ、あとで、ヨウジぃに洗わせよぉっと」と叫びながら「えいっ！」と叩きつけた。

　ぶちゅという嫌な音と手応えに、ロゥリィは美しい眉根をぎゅっと寄せて目を閉じる。

　案の定と言うべきか、おそるおそる目を開けると蟲の体液によってハルバートの刃は嫌な色に染まっていた。




　散弾銃の銃口から放たれた散弾が、ダーの身体を掠かすめる。

　小粒の玉が数粒、怪異の肌に食い込む。だが分厚い毛皮で全身を覆う怪異は、その程度では痛がるそぶりさえ見せずに、伊丹から距離をとりつつ、爪を立て牙を露わにして伊丹を恫どう喝かつした。

「まさか、こんなところで世紀末物の映画みたいなことやるはめになるとは……」

　ポケットから弾を取り出し、散弾銃に込めていく伊丹。だが、プラスチックのケースの中に包まれた小さなつぶつぶを見て嘆いた。

「鳥打ち用の散弾で、どないせいっちゅうんだよ！」

　銃身を短く切った散弾銃はその昔、過激派テロリストが多用した。

　隠しやすい上に、多少狙いがいい加減でもダメージを与えられるので、接近戦に優れているのだ。だが、その分だけ射程は短いしパンチ力も小さくなる。人間相手ならまだしも、大型の怪異が相手では力不足なのだ。

　ぐわっという咆ほう哮こうとともにダーが伊丹に飛びかかった。

「わわっ！」

　伊丹は、その爪を避けながらも、怪異に銃口を向けて引き金を絞る。

　二発の発砲音。

　ダーの肌が弾け、血液があたりに飛び散った。

　だがこの怪異、ちょっと殴られたという程度にしか感じないようであった。




　ドーム内での戦闘はさらに激しさを増している。

　溢れ出た蟲獣はその数や種類をさらに増やし、飛び回る羽蟲が川の流れの如く見えるほどになっていた。

　手間暇かけて敷設した鉄条網は、外骨格の蟲獣にはほとんど用を為していない。

　弾丸を浴びせる隊員達も、もはや一匹一匹を狙っていられず、群れに向けた大おお雑ざっ把ぱな狙いで引き金を引いていた。それでも弾は無駄になることはなく、何匹かの羽蟲を落とし、小型の蟲獣を潰した。狙わなくても撃てば当たる。それほどの数の蟲が彼らの前に蠢うごめいていたのだ。

　傭兵達は楯を並べて弾丸の如く降り注ぐ甲蟲を防ぐ。しかし蟲獣の鋭い槍のような尖脚がこれに突き刺さり、楯を貫いて、兵士達の胸部を抉った。

「ぐはっ！」

　ドームの床は、巨大な蟲の死骸が無数に積み上がっていく。だがそれを踏み越えてくる蟲獣に襲われた傭兵達は次々と倒れていった。

　陸自の隊員達にも傭兵以上の被害が出ていた。

「わわっ、わぁぁぁあ」

「誰かとって、誰かこれとってくれ！」

　無数の蟲獣にまとわりつかれた隊員が血相を変えて走りまわり、全身に針を刺されて泡を吹いて倒れる。最早、黒い穴を包囲して水際で防ぐどころの騒ぎではなく、隊員達の方こそドーム内に溢れる蟲獣に取り囲まれていた。

　テュカは、弾丸のごとき勢いで飛来する甲蟲の群れを見事な矢のつるべ打ちで射落としていった。しかし、最後の一匹を射落とす寸前に矢が尽きる。

「あ、まずっ……」と箙えびらをまさぐり呟いた時には、テュカの身体を貫こうと羽蟲が迫っていた。

「危ない！」

　ヤオがテュカを突き倒して庇う。そしてヤオは、羽蟲の一撃を胸の中央に受けた。

「ヤ、ヤオ！」

　仰向けに倒れるヤオに、テュカはすがりついた。

「傷は浅いわ！　しっかり！」

　だが、ヤオはテュカの呼びかけに答えなかった。




　方陣を作って全方位に守りを固める傭兵達。

　その方陣に自衛官達も参加して周囲から襲いかかる蟲獣の襲撃に抗い続けている。だが外側の隊員や傭兵が次々と倒れていき、方陣のサイズは少しずつ小さくなっていた。

　一方、ドーム内に充満した蟲獣は、いよいよドームの外壁に取りついた。

　鋭い尖脚をコンクリートの壁に突き刺し、削さく岩がん機きのように砕いていく。ドームを破って、特地への道を開こうとしているのだ。

　小さな穴が開いて、特地の空の下へ蟲が溢れ出る。

「火炎放射！　なぎ払え！」

　外で待ち構えていた化学科の隊員が、火炎放射器の炎を長い舌のように伸ばして、穴から溢れ出てくる蟲獣を焼き払っていく。だが蟲獣は昆虫としての本能か、自ら炎に向かって飛び、炎をまとったまま化学科の隊員にしがみついた。

「うわっ、誰か、助け……！」

　燃え上がった蟲にまとわりつかれ、火炎放射器を構えた隊員が、自らの炎に焼かれていった。

　傭兵達と作り上げる亀甲隊形の傘の下で、狭間は無線機のマイクをとりあげて怒鳴った。

「伊丹、急げ。もう防ぎきれないぞ！」




　電柱のように太い腕を、ぶんまわす怪異。

　その鋭い爪が空気を切る度に、伊丹は転がるように逃げ回った。

「くそっ……紙一重って、どうすりゃ出来るんだ!?」

　安全な距離をとっていては、この散弾銃で怪異を倒しきれない。そう判断した伊丹にとれる手段は、怪異をぎりぎりまで引き寄せることだけだった。

　だが、伊丹は格闘についてはお茶を濁にごす程度にしか訓練を積んでいない。決して素人ではないが、怪異を相手に戦い抜くには全くの力不足なのである。

「肉を切らせて骨を断つ！　……って無理だよ！　おわっ！」

　伊丹としては敵をよく見て、肉を切らせたつもりだった。だが、微妙な距離感がつかめずに、ダーの爪が目前まで迫る。

　腕でガードしてかばったものの、その凄まじい衝撃に吹き飛ばされて地面を転がった。折角至近距離まで引き寄せて放った散弾も、怪異の肌にわずかに食い込んだだけだ。

「ごほっ！　腕はまだ繋がってるか」

　腕が千切れたと思うほどの痛みである。だが不思議と怪我は負っていなかった。

「くそっ！」

　立ち上がろうとする身体のあちこちで、ミシミシと悲鳴が上がる。だが、それも耐えられないほどではなかった。

　激痛に耐えながら、伊丹は自分の身体に何が起きているのかと調べようとした。

　すると突然、二の腕に爪でひっかいたような切り傷が出来て血がにじみ出した。何かと思ってみれば文字だ。切り傷が文字の形となって皮膚に浮かんできたのだ。

『ヨウジぃの流す血はわたしぃのものぉ。ヨウジぃの負った傷もわたしぃのものぉ』

「げっロゥリィ？　まじかよ……」

　伊丹は病院で採血された時、注射針を刺されたのと同じ部位をロゥリィが押さえていたことを思い出した。

『傷を負わないようになさぁい。乙女の柔肌にこれ以上の傷を刻んでくれたらぁ、あとで酷い目にあわせてやるんだからぁ』

　伊丹には、ロゥリィがどうしてこんなことをしたのかが分かった。

「これじゃぁ怪我したり死んだり出来ねぇじゃんか。くそっ……自分自身を人質にとりやがってあの女め！」

『追つい伸しん。引き受けるのは傷だけよぉ。首がもげたら死ぬから』

　怪我するな、死ぬな、という一種の脅迫なのだ。

　次の弾丸を散弾銃に装填し、怪異と向かい合う伊丹。ダーも再び立ち上がった伊丹に「しつこい野郎だ」とでも言いたげな視線を向けていた。

「もっと近くに。もう少しだけ、もう少しだけ近づくんだ」

　こうなれば銃口を怪異に押しつけて、引き金を引くしかない。

　肩で息をする伊丹は、ダーが自分目掛けて渾身の力でその鋭い爪を振り下ろすのを、睨みつけて待った。

　だが、目に見えない速さで振り下ろされた一撃は伊丹の胸部をすぱっと切り裂いた。

「やばっ！　ごめんロゥリィ！」

　胸を押さえながら膝を衝く伊丹。

　ダーは伊丹が戦闘不能となるダメージを負ったと思ったのか、その頭を囓かじろうと巨大な顎を大きく開く。

「それを待ってました！」

　伊丹は、怪異の喉奥に散弾銃を突きたてた。そしてそのままゼロ距離での発砲。

　十二番六号の散弾が二発分、ダーの喉を抉えぐり、頸けい椎ついを破壊して呼吸中枢たる延えん髄ずいにまで達する。

















　そのまま硬直してしまった怪異に、伊丹は「てい！」と叫んで前蹴りを繰り出して、地面に口を開いた割れ目へと蹴落とした。

　ダーは、ロープにぶら下がっている富田を掠めるようにして、転落していった。

　巻き込まれそうになった富田は叫んだ。

「隊長！　あんた俺を殺す気ですか!?」

「あっ、悪い！　大丈夫か!?」

「危なかったですよ。これからは何か落とす時はあらかじめ言って下さいよ」

　伊丹はよろよろとした足取りで、発破母線のリールを、富田がぶら下がる外壁へとつり下ろす。

　それを受け取った富田は集約したケーブルを要領よく繋いでいった。




　ドームの壁に外界に通じる小さな穴が穿たれると、そこに無数の蟲が群がってたちまち押し広げていく。

　外で待ち構えていた隊員達が、火炎放射や銃撃で蟲獣の流出を防いだが、穴の数が増えていくと、防ぎきることも出来なくなっていった。

　どんどん外へ出て行く蟲獣を見てロゥリィは叫んだ。

「いけなぁい！」

　外に出ようとする蟲獣の流れを止めようと、壁に向かって走るロゥリィ。だがロゥリィは突然、胸から出血して血を吐いた。

　まるで見えない敵に胸を抉られたかのような傷を負っては、さしもの亜神も膝を衝く。

「くっ！　誰か防いでっ！」

　だがロゥリィの叫びに応えられる者はいなかった。

　誰もが、我が身を守るだけで精一杯なのだ。

　ドームに開いた穴から、蟲獣が凄まじい勢いで流れ出ていく。無数の羽蟲が、甲蟲が、地を這う蟲獣が続々と外へと溢れていった。

　だがその直後、壁の外から凄まじい轟音が鳴り響いた。

　第四戦闘団のヘリが姿を現し、ドームから溢れ出た蟲達に銃撃を浴びせかけたのだ。

「とにかく、一匹残らず退治だ！」

　健軍の命令で、飛び出した甲蟲や羽蟲が、ＵＨ１Ｊに追い回されて、羽や、甲羅を穴だらけにされてたちまち撃ち落とされていった。

　さらに、アルヌスの空を覆い尽くすような膨大な数の翼竜が、姿を現した。

「何の恨みもねぇが、お前達はこの世界にはちぃっと剣けん呑のんなんでな、皆殺しにさせてもらうぜ。野郎共、かかれ！」

　ジゼルの指揮で、翼竜達が急降下を開始した。

　そしてドームから飛び出した蟲獣達に一斉に襲いかかり、ガリ、コリっと咀そ嚼しゃく嚥えん下げを始める。蟲獣は瞬く間にその数を減じていった。

「一匹も逃すなよ！」

　ドーム外の掃討を命じながら、穴から中へ攻め入るジゼル。

　ジゼルの眷けん属ぞくたる翼竜達はドーム内に侵入すると、蟲獣に襲いかかる。

　形勢が逆転し、ロゥリィはほっとした表情でハルバートを杖にして息をついた。

　そんな彼女にジゼルが歩み寄る。

「姉様。これで借金はチャラにしてくれよな」

「ええ、いいわよぉ」

　色よい返事を貰ったジゼルは「やたっ！」と手を打つ。そして再びロゥリィに話しかけた。

「あと、その、あの……少しぐらい喜き捨しゃを分けて貰えると、嬉しいんだけどなあ。そうすりゃ姉様に手を貸したことについて、主上さんからお小言を言われずに済みそうなんだけど」

「分かったわぁ。ベルナーゴに戻ってもぉ、あんたの顔を立つようにしてあげるわぁ」

　それを聞いてジゼルは再び手を打って喜んだ。

「やったぜ！　なら、なら、姉様が主上さんの嫁になるってのは！」

「それはダメぇ」

「ちっ。なら、食堂で食い放題飲み放題ってのは？」

「これは、亜神の務めでしょぉ！　当たり前のことをしたくらいでぇ、欲張ってはだめよぉ！　この数の翼竜を集めていた理由を問わないであげるのだからぁ、少しは自重なさぁい」

「あ、やぶ蛇だったか。分かった、このあたりで手を打つよ！」

　ジゼルはロゥリィの疑惑の視線から逃げるように、再び蟲獣の群れ目掛けて挑みかかった。




　一方、倒れた部下を助け起こしていた狭間は、無線から流れる音声に「もう一度、繰り返せ」と叫んだ。

「なに!?　十秒後だな！　分かった！」

　無線機をおいて、周りにいる部下達に向けて叫ぶ。

「十秒後に点火だ。黒い穴が消失する際の衝撃に備えろ！」

　狭間の警告に、隊員達は黒い穴から可能な限り離れた。とは言え、まだ蟲獣との戦いは続いている。翼竜達の参入によって状況は拮抗しているが、決して終わったわけではないのだ。




　テュカは、倒れて動かなくなったヤオを黒い穴から引き離すため、ずりずりと引きずっていた。

「すぐに、すぐにお医者に診て貰えるからね。頑張ってヤオ」

　すると、ヤオのボンテージ鎧の裾から、ぱらぱらとこぼれるようにして砕けた五百円玉が転がる。

「何これ……五百円玉？」

　すると答える声があった。

「五円玉より五十円、五十円より五百円。一個より沢山ということで、鍛冶屋で数十個を溶接してもらってな。メダリオン型の護符にしておいたんだ。おかげで助かった」

　ヤオが、テュカを見上げていたのだ。

「心配させないでよぉ。死んだかと思っちゃったでしょ！」

　力が抜けたように座り込んだテュカは、ヤオの豊かな胸の谷間を力一杯叩いた。するとヤオは「うっ」と呻きながら、心臓震しん盪とうで再び意識を失った。

「し、しっかり！　傷は浅いわ！」

　テュカの声を耳にしたのか衛生科の隊員たちが駆けつけてくる。

「心臓が……まずい！　誰かパドルをよこせ！」

　ヤオを助けようと、心臓マッサージの応急処置を始める。

「何があったんです？　テュカさん」

「分かりきったこと聞くな！　蟲の野郎に決まってるじゃないか！」

「あ、いや、その……」

　正直には言えないテュカであった。




「五秒前からカウント始め！」

　安全距離まで退避した伊丹は、富田と共に時計を見ながら点火栓を握りしめた。

　富田は伊丹をからかう。

「隊長、胸のそれ。よくぞ助かりましたね」

「ああ。これか？」

　伊丹は胸元を切り裂かれた上衣を摘つまんでぷらぷらと振った。

「呪われてるんだ」

「呪い？　女神の加護の間違いでしょ？」

「五」

「ここまで来ると呪いだよ。もう俺の自由意思なんてないも同然なんだ。あいつらのせいで、夏の同人誌即売会、冬の同人誌即売会も……畜生め。だが俺はあきらめん、必ず帰る。アキバ、同人誌即売会に俺はきっと行ってやる」

「四」

「そこまで想われたら、普通は幸せを感じるべきだと思うんですけどね？」

「三」

「そういうものなのか、これってそういうものなのか？」

「二」

「そうですよ。贅沢なこと言ってるとバチがあたりますよ」

「そうかな？」

「一」

「だって、まんざらでもないでしょ？」

「そりゃ、まぁな。確かに……」

　伊丹は「ゼロ」の合図で点火栓をひねった。
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　二本のゴム紐ひもを細い糸で繋ぐ。ゴム紐をぎりぎりまで引っ張っておいて、糸を切れば何が起こるだろうか？

『門』の消失は糸を突然切るに等しいものであった。そして、切り離された世界は『門』が出来てから、消失するまでの間に溜め込んだ歪みエネルギーを一気に解放した。

　ただ、この時の地震は極めて特殊な物となった。

　普通の地震ならば、震源地から離れるほどに揺れは小さくなっていく。しかしそれとは全く異なる原理によって発生したこの地震は、地球の規模では減げん衰すいすることなく、世界全体がほぼ均質に揺れてしまったのである。

　その震度は、日本の尺度で五強。マグニチュードは計測不能。

　そもそもこの地震の強さを、被害の程度で定める等級分で語るのは不適切だった。

　特に、地震の滅多にない地域は建物の構造が柔に出来ている。

　日本人が「結構揺れたね。びっくりした」程度に受け止める揺れでも多くの家屋が倒壊し、大規模な被害が発生してしまったのである。







　──フォルマル伯爵領　イタリカ──




　二度にわたって起きた地揺れは、戦っている兵士達の戦意に深刻な打撃を与えた。

　突如として地面が上下左右にうねれば、血みどろの戦いとは別種の恐怖感に襲われてしまう。

　そもそも戦いの恐怖は敵がもたらすものだ。勇戦し、敵を打倒すれば乗り越えることが出来る。

　だが地揺れなどの自然災害は、人間の力ではどうにもならないが故に、個々の勇気では克服できない。そのため兵士達は戦いに集中出来なくなってしまったのである。

　燃え上がっていた戦意も勇気も、大量の水をかけたように消え果て、後には虚うつろな精神が残るだけである。

　一旦冷えて竦み上がった精神は容易には昂ぶらず、戦いの熱狂の中にいた時には意識しなかった疲労と苦痛が、まるで思い出したように襲って来る。すると兵士達は戦いをやめて、負傷者を起こしあるいは支えて、それぞれに陣営へと戻り始めたのである。

　ピニャのまわりにも、味方の騎士達が戻りつつあった。

「殿下！」

「おお、ボーゼス。ご苦労だった」

　ヴィフィータなどは戻って来るなり「疲れた！　誰か水くれ、水」とピニャの前で盛大に寝転がる。

「はい、ヴィフィータ様」

　従卒の少女達が、水筒を抱きかかえて駆け寄っていく。地揺れが恐かったのか、少女達は青い顔をしてがくがくと唇を震わせている。

「恐かったか？」

「はい。恐かったです、ヴィフィータ様！」

　抱きついてくる少女達を慰め、頭を撫でてやりながら、ヴィフィータは周囲の様子を見渡した。

　騎士団の騎士、兵士、亜人部族の兵達が帰ってくる。だが無傷の者は一人としておらず、もう陣形もなく、隊伍も組まず、烏う合ごうの衆しゅう同然だった。

「こりゃもう、戦うのはムリかな」

「そんなことはないぞっ！」

　だが、ヴィフィータの弱気な発言は、ピニャの鋭い声で吹き飛ばされた。

　皆の視線が、馬に跨がり、右手に剣を、そして左手で堂々と軍旗を掲げるピニャへと向けられる。

　兵士達は、大きな地揺れがあっても動揺せず、自信に満ちた振る舞いを見せるピニャの姿に勇気づけられていた。

「殿下！」

「者共、うろたえるな！　この程度の地揺れ、恐れるに足らぬ」

　もちろん、これはピニャのやせ我慢である。

　突如襲ってきた地揺れと圧倒的に不利とも言えるこの戦況に、ピニャも冷や汗を掻き、脚はガクガクと震えて、歯の根はかみ合わずに音を立てている。

　もし許されるなら逃げ出して、ベッドに頭を突っ込んでしまいたいところである。それほどにピニャの心は竦すくみあがっていたのだ。

　だが、ピニャは学んだ。経験を積んでいた。

　帝都で地揺れに遭遇した時、少しも動揺する様子を見せず、笑いすらしていた伊丹の姿を見た時に、ピニャがどれほど心強く思ったか。どれほど安心できたか。

「あれこそが、このような状況における将しょう帥すいの為すべき態度なのだ」

　将帥が小揺るぎもしなければ、兵士達は安心する。

　あの時に与えられた安堵の心境を、今度は自分が兵士達に与える番であると、ピニャは歯を食いしばったのだ。そして恐怖で引きつろうとする頬と唇を、ピニャは一生懸命に弓形に整えていた。




　一方、ゾルザルも懸命に努力していた。

「お前達、戦え、戦わんか！」

　ただし努力の方向がピニャとは違っていた。ゾルザルは将軍達を怒鳴り、戦え戦えとがなり立てることで、散じてしまった戦意を掻き立たせようとしていたのである。

「お前達、どうして戦わない!?」

「ゾルザル様。今すぐはムリです。今は、兵士達に休息を取らせるべきです」

「そうです。怯えている兵を戦場に向かわせても、戦えるはずがありません」

　ヘルムやミュドラは、兵士達が不安に怯えている、今はとても戦える状況ではないから、少し時間をおくようにと進言した。

　だが、ゾルザルにしてみれば、それは論外な申し出であった。自分がこんなにも我慢して耐えているのだから、兵士達も奮い立って戦うのは当然だと思っているからである。

「恐怖に竦んでいるのは、ピニャの兵士達も同じであろう！　同じ条件なら、兵の数が多い方が有利なはずではないか！　ならば今進んでも勝てるわ！」

「確かに理屈の上ではそうです。しかし、兵士が動揺している時は、些細なことで総崩れということになってもおかしくないのです」

　兵士達が恐怖に駆られたために、一気に全軍が崩壊したという事例は、古今の戦史にも見られる。動揺した兵士は、水鳥の羽ばたきの音だけで逃亡したり、日食などの自然現象を目撃しただけで戦えなくなってしまうのである。

　そうなれば数が多い方が勝てるという常識も危うくなる。ならば、兵達を休ませて心を落ち着かせてから戦った方がよいと考えるのが、常識的な判断と言えるのだ。

　だがゾルザルにはそれが理解できなかった。

「じゃあ何か！　お前達はみすみすこの好機を見過ごせとでも言うのか!?　このまま時が過ぎれば、正統政府軍の主力が戻って来るかも知れぬと言うのに！」

　ゾルザルはこの時、あと少しで完璧な勝利を得られる。ここで時間をおけば、それが出来なくなってしまうという焦りに駆られていたのだ。いや、渇望した勝利が目と鼻の先にあるという思いで、地揺れの恐怖から目を逸そらしていたのかも知れない。

　ここで少しでも間を置けば、地揺れの恐怖に絡め取られて動けなくなってしまうという不安が、彼を決戦へと駆り立てていたのである。

「ですが……」

「くどい！　誰がなんと言おうと決戦だ！　直ちに兵達に隊伍を整えさせよ！　軍旗を立てて、全軍に前進を命じろ！」

　何を言っても聞き入れる様子のないゾルザルに、ヘルム達は互いに目配せしながら首をふった。ダメだこりゃという、決して言葉にされない嘆息が三将軍達の間で飛び交った。

　カラスタ将軍が、一歩進み出た。

「殿下。では、せめて、ピニャ様に降伏の勧告を」

「何だと？」

「殿下は勇猛果敢でおいでゆえにお気付きにならないかも知れませんが、兵達がここまで竦んでいるとなれば、敵方の女性達はどうでしょうか？　きっと、地揺れの恐怖で、腰を抜かしていることでしょう。今、降伏を勧告なされば、もう戦うのはイヤだと素直に応じられるかもしれません」

　この言葉にゾルザルも心を動かされたようであった。

　降伏してくれた方が、戦うより楽なのはゾルザルとて理解できるからだ。

「……う、む。だが、ピニャが降伏するか？」

　ヘルムもカラスタの意見に賛成した。

「充分にありえることかと」

　ミュドラがもう一押しとばかりに言葉を継いだ。

「そ、そうですとも。ピニャ殿下に降伏を勧告して、それでも応じないようであれば、その時こそ、改めて攻めかかればよいのです。それまでには兵達も少しは落ち着きを取り戻しているでしょう」

　ゾルザルは納得したように頷いた。

「なるほどな。ならば、ヘルム。お前が降伏の使節としてピニャのところに行って来るがいい。その間に、ミュドラ達は兵士達を再度戦えるように陣容を整え直すのだ。いいな」

　ゾルザルの指示でヘルムが自ら使者となってピニャの陣営に向かうこととなった。

　馬を進めていくと、やがてピニャの兵士達が見えて来る。

　きっと兵士達は怯えて竦み上がっているだろうと思ったのだが、意外なことにピニャの兵士達は必死の覚悟を固めて、戦意で溢れかえっていた。これほど不利な状況にあって、兵士に高い士気を維持させるピニャの将才に、ヘルムは圧倒される気分となった。

「なんと見事な」

　数の暴力でもってすれば確かに勝てるだろう。だが、多数の損害が出ることは間違いないと兵士達が動揺したまま攻めかかったりしたら、逆転をされてもおかしくないほどに正統政府軍には戦意が満ちていた。

　これを相手に完勝するには、兵士達に決死の覚悟を抱かせる必要がある。そのためにはどうしたらいいものか。ヘルムにはすぐには思いつかなかった。

「やはりピニャ殿下には、降伏をしてもらうしかないな」

　ヘルムは、とりあえずの時間稼ぎのつもりであったこの交渉に、本腰を入れることにした。

　ピニャの軍旗が見えるところまで近づいたヘルムは、ピニャに声をかけた。

「ピニャ殿下、よく戦われました。もうこれで充分でしょう？　ここまで死力を尽くして戦われたのですから、殿下を臆病者とか惰だ弱じゃくであると言う者はきっとおりませぬ。殿下の勲いさおしはきっと末永く語り続けられることでしょう。今こそ剣を置くべき時です。どうぞ降伏して下さい」

　兵士達がしんと静まりかえる中で、ピニャは答えた。

「嫌だ。妾はお前達のような者と共に天を戴いただくつもりはない」

「いったい、どうしてそこまで頑かたくななのですか？　貴女は部下達の命を惜しいと思われないのですか？　みな優秀で、美しく、将来のある者達ばかりだ。そうした者達を助けたいと思われないのですか？」

「助けたいに決まっている」

「だったら」

「助けたいからこそ、今ここで退くわけにはいかぬのだ」

「どういうことですか？　待っているのは確実な死なのですぞ」

「ここで兄様を逃せば、兄様はいずれまた兵を集め、乱を起こすであろう。その都度兵が死ぬ。ここで勝敗を決めてしまわねば、犠牲はこれからも出続けることになるのだ」

「何をおっしゃっているのです？　状況が見えていないのですか？　ピニャ殿下が皆と生き残れるかどうかの話をしているのに、どうしてゾルザル殿下が逃げ出すことを考えねばならないのです？　これからはゾルザル殿下を陛下と仰ぎ、皆で新たな帝国を築き上げていくのです。そんな時に誰が乱を起こすとおっしゃるのですか？　なんと的外れな心配をなされているのか。最早それらは意味の無い気遣いです。ピニャ殿下さえ降伏なされば、帝国の内乱はこれにて終わりなのです」

「そしてニホンとの戦いは続くのだな？　そしてさらに多くの兵を死地に追いやるのであろう？」

「そんなことは……」

　ヘルムもこれには違うとは答えられなかった。ゾルザルが勝てばニホンとの戦争は続くだろう。ピニャの言う犠牲が出続けるという言葉の意味も、ニホンとの戦いを指揮していたヘルムにもよく理解できた。

「そして多くの民を戦せん禍かに巻き込む。勝てもしない戦いのために」

「殿下。いいえ、それは勝つためです。帝国の勝利のためには必要な犠牲なのです」

「そうだ。勝つためだ。妾は勝つために今ここにいる。妾は勝つために皆をこうして死の淵に立たせ、戦いへと駆り立てている。それは勝つためだ」

「殿下は勝てると信じておられるのですか？」

「無論だ」




　ピニャへの降伏勧告が空振りに終わったヘルムは、皇族二人の、自分には理解できない振る舞いに頭を抱えながらゾルザルの陣営へ戻った。

「ヘルム。ピニャはなんと申していた？」

「ピニャ殿下は、妄想に駆られているようです。このまま戦っても勝てると考えているようです」

「なんだと!?　ピニャの奴、軍学上の常識すら忘れたか？」

「そのような方ではなかったはずなのですが」

「きっと地揺れの恐怖に動揺して、冷静に物事を考えられなくなっているのだろう。ヘルム……ピニャに引導を渡してやれ」

「しかし、我が方も……」

「大丈夫だ。兵士達の準備も出来ている」

「なんと？」

「付いて参れ」

　ゾルザルに従って天幕を出ると、兵士達がすでに隊伍を組んでいた。みんな、青い顔をしてまるで人形のように無表情であった。

　周りを見渡せば、何人もの兵士の骸むくろが転がっている。

「な、何を為さったのです？」

「なあにアブサンに命じて、兵士達を厳しく取り締まらせたのだ。戦う気力のない者は処刑せよとな」

　コボルトの兜を被った者達が、走り回っている。

「お前！　目の輝きがたりん！」

「お前、背筋が曲がっている！」

　本人の意思でもどうにもならないような些細なことを理由にして、帝権擁護委員達は兵士達を刺し殺している。そして「臆病者、怠け者、敗北主義者はこうなるぞ」と声を上げて脅していた。

　ゾルザル派の兵士達は瞬きすら出来ず、凍り付いたようにたたずむばかりであった。

「どうだ。兵士達は既に戦いの準備は出来ているぞ。さぁヘルム。行ってピニャに現実というものを見せてくるが良い」

　ヘルムは愕然とする思いだった。

　だがこのままにしておけば、コボルト頭の馬鹿共によって兵士達がどんどん殺されてしまう。ならばもう兵達を、戦いに出してやった方がいい。

　ヘルムはヤケになった気分で振りかえると、馬に跨またがり剣を抜いた。

「全軍！　前進！」

　号令を受けたゾルザル派の兵士達は、一糸の乱れもなく、まるでマスゲームにも似た正確な隊形を維持したまま前進を始めた。




　敵の前進が始まったのを見て、ピニャは息を呑んだ。

「いよいよ、来るか」

「で、殿下」

「安心せよ。妾はお前達と一緒だ」

　ピニャの周りには従卒の少女達が集まってそれぞれに短剣を抜いている。それは敵と戦うためというより、虜りょ囚しゅうとなって辱められる前に自決するためのものであったが、ピニャはそれで自らの命を絶つよりも敵と戦えと少女達に命じた。

「エムロイの神は戦いで倒れた者の魂を拾って下さる。決して自らを殺めてはならぬぞ」

　少女達は短剣を手放さないように、その右手に短剣を縛り付けていた。

　彼女達の周りには、騎士団の騎士達が、そしてそれぞれの部族の兵士達が集まってゾルザル派の兵を待ち構えている。

「お前達。妾に従ってよくぞ戦ってくれた。感謝するぞ」

　するとグレイが大笑した。

「もう終わったかのような物言いは心外ですぞ、殿下。小官達の実力をお目にかけるのはこれからではありませんか。小官としては、そのような言葉では足りませぬ。殿下が一晩かかって感謝の言葉を述べてもなお感謝しきれぬほどの戦いをしてみせましょうぞ！」

「うむ。この際だ、やって見せるがよい」

　そうしている間にも、ゾルザル軍の兵がその顔を見分けられるほど近づいてきた。

　ピニャは前進を命じようと剣を高らかに掲げる。

「全軍！　……」

　だが命令の後半部は誰の耳にも入ることはなかった。

　不意の轟音と共に、二機のＦ４ファントムが大空を切り裂くようにピニャの頭上を通過したからである。

　投下されたナパーム弾の劫ごう火かがゾルザル軍を頭上から押しつぶす。

　密集態勢で前進していたゾルザルの兵士達に、大空から降り注ぐ炎を避ける余裕は全くなかった。その凄まじい炎熱によって天を覆われたことに気付いた瞬間、彼らは当人も気付かないままに、命を失っていたのである。




「待たせたな、未来の恋人達よ！」

　神子田が「いゃっほー」と叫びながらＦ４ファントムの機体を急上昇させる。

　天を衝くほどの勢いで駆け上がっていく戦闘爆撃機の衝撃波は、大地と兵士達の鼓こ膜まくを激しく叩いた。




「Ho-jo to-ho!　Ho-jo to-ho!　Ho-jo to-ho!


　　　　Ho-jo to-ho!　Ho-jo to-ho!　Ho-jo to-ho!




　　　　　　　Ho-jo to-ho!　Ho-jo to-ho!　Ho-jo to-ho!」






　さらに東の遠方から、ワルキューレの嘲ちょう笑しょうが、空気を叩くヘリコプターの爆音とともに押し寄せてくる。あまりのことに、敵味方双方の兵士達は愕然として凍り付いていたが、ピニャだけは正気を失わずにいた。

「いまだ！　全軍突撃せよ！　兄様を決して逃がすな！」

　ピニャの命令の声が轟く。彼女の指揮下にある兵達は一斉に、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなったゾルザル派の兵に襲いかかった。




「Ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha!!


　　　　　　　Ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha! ha!!」






　ＵＨ１Ｊヘリコプターの大編隊がドアガンをゾルザル軍に向かって乱射する。

　機内の自衛官達もそれぞれ手にした銃を撃ち続けていた。

　すでにゾルザル派の兵士達に戦意はなかったが、着陸したヘリからは、デュランが配下の兵士と共に降り立ってゾルザル軍の掃討のため散開していった。

　兵士の一人が、放れ駒の一頭を捕らえると、「陛下、拾いものですが馬にお乗り下さい」と手綱を差し出した。

　片足の不自由なデュランにとっては、これが何よりの贈り物であった。

「うむ、気が利くな」

「いえ」

　デュランは馬に跨がると、周辺に居る兵士達に呼びかけた。

「うむ。お前達も主を失った馬を集めよ。即席の騎馬隊をつくれ」

　エルベ藩王国の騎士達が戦場に散らばっている馬を掻き集めて、集合しつつある。

　その一方でピニャは、ボーゼスとヴィフィータに命じ、あちこちに逃げ去っていくゾルザル軍の中からもっとも大きな集団を選んで追跡させた。

「兄様を捕らえよ！　みな、妾に続け！」

　すると、ピニャの騎馬隊の頭スレスレにＵＨ１Ｊが一機、高度を下げて併行した。

　ピニャの後ろで、猛烈なダウンウォッシュに黄金の髪を吹き乱されながらも馬を巧みに操っていたボーゼスは、頭上に浮かぶヘリの中に健軍と富田の顔を見つけ、傍らのヴィフィータに空を見ろと促した。

「ケングン！」

　ヴィフィータが両手をぶんぶん振り回す。

　その後ろでボーゼスが「お父さんが助けに来てくれたわよ」と自分の下腹部を軽く撫でた。





　　　　　＊　　＊






　寝台に横たわる皇帝と、それを囲む内相マルクスとメイド長は、扉の外から聞こえる剣けん戟げきの音に耳を澄ませていた。

　大きな地揺れによって、室内の調度品や装飾が床に落ちて滅茶苦茶になっていたが、今はそれどころではない。戸の外まで訪れた死神を防ごうとする騎士達の戦いの帰き趨すうこそが、自分達の運命を決するのだ。

　やがて、重苦しい音を立てながら扉が開かれる。

　入って来たのは、初老の男と女の二人であった。

　初老の男は扉を閉じずにそのまま室内へと踏み込んでくる。床を覆い尽くす家具や調度品に戸惑いながらも、一歩一歩確実な足取りで皇帝との距離を縮めようとした。

　迎え討とうとアウレアが前へ出る。だが、あまりにも無造作に近づいたため、ジヴォージョニーの女は邪魔だと言わんばかりに剣を振って、その首をはねてしまった。

「アウレア！」

　ミュイが叫ぶ。首を失った小さな身体は、糸の切れた操り人形のように、あっけなくその場に倒れ伏した。

　開放されている戸の隙間から、シャンディーがうつぶせに倒れているのが見える。メイド長は瞑めい目もくすると、フォルマル家の幼い当主の名を呼んだ。

「ミュイ様。こちらへ」

　ミュイは人形を抱えるとメイド長の背中に隠れた。

「何者ですか？　ここは陛下の寝所です。礼儀知らずと罵ののしられたくなくば、せめて名乗りなさい」

　すると初老の男は「これは失礼」と片膝をつくと、女と共に恭しく頭こうべを垂れた。

「お初にお目もじいたす。我らはハリョ族の戦士。此度は皇帝陛下に用件ありて参上申し上げた次第」

「ハリョとは聞かぬ名だな。それが余に用件とは、何か？」

　皇帝は上半身だけ起こすと、大儀そうに尋ねた。

「我らはゾルザル様より、いくつかのご命令を賜っております。まずは、陛下をゾルザル様の下にお迎えすること」

「それは無理だな、余はもはや床を離れることは難しい」

「では、二つ目の用件を果たさなくてはなりません」

「二つ目とはなにか？」

「恐れ多き事ながら、陛下のお命を頂戴奉たてまつることでございます」

　するとマルクス伯が、皇帝とハリョ男との間に割って入り、短刀を構えた。

「慮りょ外がい者ものめ。この場から立ち去るが良い」

「そういうわけには参りません。我らハリョも多くの犠牲を払いました。ここで使命を果たすことが出来ねば、倒れていった仲間に申し訳がたちませぬ」

「ふん。ハリョとは確か、様々な種族の血が入り混じった者達のこと。拗すね者が徒党を組んだだけであろう」

「よくご存じで」

　ハリョの戦士はそう言うとマルクス伯爵に手袋を投げつけた。

　マルクス伯は首をひねってそれを躱す。

「何のつもりか、今更決闘の申し入れか？」

「いいえ。力ずくで陛下の寝室に押し入っておきながら堂々たる決闘などどうして行いましょう。我らはハリョ。あくまでも卑怯に、かつ効果的に戦います。幸いにしてこの場におわす方々は戦いは苦手なご様子。我らが使命を遂げるのも、さしたる手間はかからぬでしょう」

　するとマルクス伯は額から脂汗を流しはじめた。めまいを感じているようで何度も目をこする。ふらふらとしてまっすぐに立っていることも難しそうであった。

「そろそろ薬が効いてきたようですな」

「薬だと？」

　ハリョはもう片方の手袋を脱ぐと軽くはらった。すると白い埃ほこりが舞い上がる。

「これは埃ではありません。特殊な薬物です。これを相手に吸わせますと大方の者は頭の働きが鈍ります。配合を変えますと人の言うことを信じやすくなったりもします。さらに、幻覚を見たり、身体がしびれたり動けなくなったりもいたします」

　男は麦に生えたカビを用いてつくったと解説した。

　そうしている間にもマルクス伯は膝をついてしまう。

「さて……あとは年老いたメイドと、外国からの使節と、幼い少女が一人。皆様、手を煩わずらわせないようお願いいたしますよ。手向かいさえしなければ、我々も子供まで害そうとは思っておりませんので」

　初老の男はそうメイド長に警告すると、女に顎をしゃくって「ノッラ。行きなさい」と命じた。

　だが、ノッラが一歩踏み出したところで突然の銃声に倒れる。

「な……」

　壁際に立っている菅原の手の中には拳銃があった。

　初老の男は突然のことに驚いたのか、自分に向けられた拳銃に意識を集中させてしまった。その瞬間、天井から緋色の塊が男の頭上に覆い被さる。

「なに!?」

　それはメデュサの頭部だった。男は頭に被さった何かを引き剥がそうと懸命に腕を動かしたが、アウレアの触手髪はその手足を次第に絡め取っていった。

「なんだこれは!?」

　瞬く間に、男の身体が乾ひ涸からびていく。

　そして男の精魂を養分にして、メデュサの頭部から肢体が伸び、育っていった。

　全身を駆け巡る悦楽に、男は喜色の混じった声を上げる。

　それを見て皇帝は残念そうに首を振った。

「男が悶もだえる声は聞くに耐えんな。気色が悪い」

　するとアウレアは吸精をとめた。

「やめないでくれ！」

　げんなりした空気が流れるなか、「ドウスル？」という視線で問いかけてくるアウレアに、メイド長が応えた。

「アウレア。手早く片付けなさい」

「ハイ」

　やがてミイラ化した男が倒れ、代わりに十三～四歳くらいの肢体をもったアウレアがそこに残った。アウレアは自分の裸身を見ながら言った。

「……育ッタ」

　ミュイは、アウレアの姿を見て「ずるい」と呟いた。今し方まで自分と同じぐらいだったのに、いきなり成長したのを見て羨せん望ぼうを感じたのだ。

「アウレア。何か身にまといなさい」

　皇帝の視線に気づいたメイド長が服を着ろと注意する。

　その種族的な性格もあってか、アウレアに一般的な意味での羞しゅう恥ち心しんはない。それだけに周りが指示しなければ、ずっと裸のままでいたりすることもあった。彼女が普段メイド服を着ているのは、そうしなければならないと指示されているからである。

「キルモノガナイ」

　かつての服はもうサイズが合わない。周りを見渡して袖を通せそうな服がないためアウレアは、仕方なくジヴォージョニーの女の死骸に手を伸ばして、服を引きはがそうとした。

　だが、皇帝がアウレアを呼び止めた。

「余は別にそのままでもかまわぬのだぞ。美しい娘の肌は目の保養になるからな。とは言え、余人にそなたの裸体を見せびらかすのもいささか惜しいものだ。よって余のガウンを被かずける。褒美の一つとして受け取るが良い」

　皇帝が手ずからアウレアに、羅ら紗しゃのガウンを差し出した。




　地揺れによって天井が落ち壁が崩れた館の中で、ハリョの戦士ウクシは、バスタードソードを狂ったように叩きつけた。

　だが、戦闘メイドのペルシアの守りは堅く、どうしても彼女を倒すことは出来なかった。

　何度かの打ち合いの果てに、足払いを放ってペルシアを転倒させることに成功したが、馬乗りになって首を掻ききろうとしても、そこから先が上手く行かなかったのである。

　切っ先で刺そうとすれば躱かわされ、剣を叩きつけようとすれば短刀にはじかれる。

　そればかりか刃と刃が撃ち合った時、火花を散らして刀身が欠けるのはウクシのバスタードソードの方なのだ。

「くそっ！　なんていう頑丈な剣だ！」

　ペルシアは頬や肩、首にかすり傷を負いつつも、紙一重で剣刃を躱す。もしくは短刀一本で受け止めるのだ。

「ええいっ！」

　いっそのこと、力比べだ。

　何度叩きつけても受け止められてしまうことに苛立ったウクシは、剣を両手で支えるとそのまま体重を預けてのし掛かった。

　上から防御ごと押しつぶし、剣刃を押しつけて致命傷を与えようというのだ。

　ペルシアもウクシの意図を悟ったのか歯を食い縛り、唸り声を上げながらのし掛かってくる男の体重を支える。

　金属と金属の擦れ合う、歯が痛くなりそうな不快音があたりに響いた。

「とっとと諦めろ！」

「諦めたりニャんかしないニャ！」

　ペルシアは懸命に腕を突き返した。だが次第にウクシの体重を支えきれなくなってくる。じわりじわりとバスタードソードの刃が、ペルシアの喉元に近づいてくる。

「死んで楽になれ！　楽になれ！　死んでしまって楽になれ！」

「嫌だニャ！　くぅぅぅぅぅぅ！」

　汗と涙を流しながらはペルシアは懸命に耐えた。少し前までだったら、ここで諦めてしまったかも知れない。だが今のペルシアには死ぬわけにはいかない理由があるのだ。

　だが、ウクシの刃はいよいよペルシアの喉元に触れた。

「くそぉぉぉぉぉ！」

　ペルシアが気合いを入れ直してこれを跳ね返そうとする。しかしウクシも、力任せに何度も何度も反動をつけて体重を掛けた。

「ああっ！」

　ウクシの刀身がいよいよペルシアの首筋に食い込んだ。さくりという皮膚の切れる熱い感触が、ペルシアに絶望を、そしてウクシに勝利の予感をもたらした。

「さぁ、死ね！」

　剣刃がさらにペルシアの喉に潜り込もうとする。

「ひっぃぃ！」

　ペルシアが悲鳴を上げた。

　その瞬間、小気味よい発砲音と共に、ウクシの頭部が砕かれた水すい瓜かのごとく炸裂した。

　卵の殻のように割れた頭ず蓋がいから脳のう漿しょうがまき散らされる。

　中身を失ったウクシの頭部は、ペルシアに白と赤の混ざったミンチ状の物体を浴びせながら、倒れ伏した。

　ペルシアは顔にかかったピンク色の物体に、驚愕と恐怖のない交ぜとなった感情を抱き、震える手で顔をぬぐった。

「ペルシア！　大丈夫か!?」

　駆け寄ってきたのは、倉田だった。数人の隊員たちが彼に続いている。

　倉田はペルシアにのし掛かっていたウクシの遺体を押しのけると、その下からペルシアを抱き起こした。

「俺だ！　分かるか？　怪我はないか？」

「い、い、い、生きてるニャ……ウチは無事ニャ！」

「よかった！」

　倉田はペルシアの無事を確かめると、その身体を抱き潰そうとする勢いで抱きしめた。
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　頭上を乱舞する鉄のトンボが、次々と敵兵を下ろしてくる。

　ただちに兵を掌握して整然と退却させなければならない。ヘルムは自らの陣営にとって返すと、混乱の真っ直中にいる部下達を叱しっ咤たし、混乱する兵を速やかに掌握して動揺を鎮めさせるように命じた。

「すぐに退却するぞ。パドバカーレーまで下がって態勢を整えよう」

　だがカラスタは沈ちん鬱うつな表情で首を左右に振った。

「ヘルム！　もうやめよう。勝敗は付いた」

「まだだ。軍さえ無事ならば再起は可能だ！　このまま逆転を許してどの面下げてピニャ殿下に見まみえろと言うんだ？」

「ピニャ殿下？　ゾルザル殿下ではないのか？」

「そうだった。ゾルザル殿下はご無事か？　ご無事に退かれたか？」

　だが、これに答えられる者は一人としていなかった。すでに本陣からは幕僚や伝令は姿を消し、旗手に至っては軍旗を投げ捨てて逃げてしまったのである。

「だ、誰かいるか？　殿下はどこだ？」

　答える者は一人としていない。いつの間にかヘルムの周囲からも部下の姿が消えていた。

「殿下！　ゾルザル殿下！」

　慌ててゾルザルの天幕を開いても、そこにあるはずの皇太子の姿は見えず、倒れた椅子や投げ捨てられた軍令関係の書類が散らばっていた。とてもヘルムが期待していた整然とした退却とは思えない惨状である。これでは軍は組織として崩壊してしまう。

「な、何故だ。どうしてですか殿下!?　整然と退いてこそ軍の再建も可能になると言うのに！　軍を失って、貴方はこれからどうするつもりなんだ!?」

　次第にナパームの炎が消え、くすぶる煙の向こう側から隊伍を整えた兵士達の靴音が聞こえてくる。それに心が励まされたのかヘルムは喜色を浮かべた。

「まだ軍律を保った味方がいたか！　よし、ただちに退却するぞ！　指揮官は誰だ？」

　だが煙の向こうから姿を現したのは、亜人の部族兵達であった。小人族の隣に、ダークエルフ、六肢族、竜人族、ドワーフ……様々な部族が混在する部隊であった。

　その兵の後ろには、血で染めたかのような紅い薔薇の軍旗が続いていた。

　背後を見れば、エルベ藩王国のデュラン率いる部隊が近づいてきている。

　ヘルムは、亜人の部族兵達に向けて叫んだ。

「なんだ貴様ら!?　帝国の大将軍たるこの俺に挑もうと言うのか!?」

　ヘルムは剣を抜いて、近づいてくる兵士達を威嚇した。だが周囲は完全に囲まれてしまい、投と網あみを手繰るようにして包囲が狭められていく。

「くそ、こうなったらピニャ殿下！　俺と戦え！　俺と戦ってくれ！」

　ヘルムは叫びながら亜人兵に剣を振り下ろした。

　剣を叩きつけ、楯を蹴り、体当たりする。だが多勢に無勢、あっという間に剣を取り上げられ、手足を押さえつけられてしまう。

「ピニャ！　俺は、俺は貴女にっ！」

　ドワーフの戦士の楯がヘルムの顔面に叩きつけられた瞬間、彼の視界は暗転した。

　そのままエルベ藩王国の兵とピニャの軍勢が正面から向かい合う。味方同士とは思えない一触即発の雰囲気が立ちこめ、互いに睨み合う。

「ピニャ殿下。間に合いましたようで何より」

　デュランが軽く会え釈しゃくしてピニャが応える。

「うむ。デュラン陛下のおかげで助かった」

　途端に緊張がほぐれ、兵士達は腕を取り合い肩を叩いて勝利を喜び合った。




　森の中を足早に、戦場から離れつつあるゾルザル軍の一隊があった。

　騎馬が十数騎に歩兵が十人程度の小部隊。さらに馬車と、それを操るボウロを伴っていた。

「……くそっ！　どうして、どうしてこんなことに！」

　その中心には、頭をかきむしるゾルザルの姿があった。

　ゾルザルは馬上で「ヘルムが悪い！」あるいは「ピニャの奴さえいなければ」と歯がみしながら罵倒し続けていた。そして、常に最後には「売国奴どもめ。敵に媚こびを売って、正々堂々と戦おうとしなかったからだ」という結論へと向かった。そして再び「ああ、こんなことになるなんて。どうしてこうなった？」と元に戻ってやり直す。まさに繰り言であった。

　そんなゾルザルを兵士達はずうっと見つめていた。別に批判するつもりはない。ただゾルザルが、この後をどうしようとしているのか、そして自分達をどこに連れて行こうとしているのか見守っていたのである。

　だが、色彩のない視線は向けられる者にとっては己の心を映す鏡となる。

　ゾルザルの挫くじけた心は、兵士達の視線に劣等感と後悔とを重ねてしまい、自らをさらに追い詰めていったのである。

「お前ら何を見ている!?　俺を馬鹿にしているのか？」

「いえ、そんなことは」

「嘘をつけ。お前は本音では俺を馬鹿にしているのだろう！」

　ぐるりと取り囲む兵士達をゾルザルは恐れるかのように威い嚇かくした。

「殿下。我々は殿下を尊敬申し上げております！」

　コボルトの兜をかぶったアブサンがゾルザルに馬を寄せてきて、お心を鎮めて下さいと宥なだめた。

　テューレがいない今、ゾルザルを立ち直らせるのは自分達をおいてほかにないという使命感がそうさせたのかも知れない。

　だがゾルザルが求めているのは言葉ではなく、ぬくもりであった。自分を赦し、その失敗の責任を巧みに第三者に転嫁し、励まし、全面的に肯定してくれる存在である。

　だが、それを与えられる者はもういない。だからゾルザルは自らの惨みじめさに憤り、周囲に醜く当たり散らすという醜態を晒した。

　兵士達はゾルザルから目を背けた。あえて見ないように顔を逸らす。

　それはゾルザルが求めたことであったがゾルザルの存在を否定するのと同義の行為でもある。

　沈黙する兵士達の間に、何とも言えない嫌な雰囲気が漂い始める。その嫌悪とも憎悪とも異なった色調の情緒を言語化すると、「もう勘弁してくれ」だろう。

　代わりに兵士達が視線を浴びせたのが、首席百人隊長のボルホスである。こいつはもう駄目だとゾルザルを見限った兵士達に頼れるのは、彼しかなかったのだ。

　ボルホスは兵士達に「お前達、行くぞ」と命じた。

　そんな状態で、敗残の小集団は戦場から離れる道を進んでいったのである。

「殿下。こんなところで、どうされたのですか？」

　突然かけられた声に、驚愕したように足を止めるゾルザル。道の傍らに立っていた女性に驚き、大声を上げてしまった。

「なんだ、テューレではないか!?　何処に行っていた！　探していたのだぞ！」

　脱走したはずのテューレが、どうしてこんなところにいるのか。そしてどうして今頃になって姿を現したのかとボウロもアブサンも戸惑う。

　そんな中、ボルホスはテューレの前に立ちふさがると周りに聞こえないように囁いた。

「何しに戻ってきた。料理人と逃げたんじゃなかったのか？」

「わたくしがどうして、料理人なんかと逃げなくてはならないのですか？」

「なんだと、いったい何をたくらんでる!?」

　だが、テューレはボルホスの問いに答えなかった。待ちきれないとばかりに馬からおりたゾルザルがテューレに駆け寄って、ボルホスを脇に追いやってしまったからである。

「ああ、テューレ、無事だったのか？」

　ゾルザルは自らが何をしたかも忘れて、テューレを抱き寄せた。

「どこに行ってたんだ？　お前の姿が見えなくて、心配したんだぞ」

「わたくしも殿下をお探ししておりました」

　テューレの手で優しく顔を包まれたゾルザルは、不思議そうに見慣れているはずのヴォーリアバニーを見返した。

「なんだ？　何か知らないが、妙に優しいな？　それにいつにもまして美しく見える」

「嫌ですわ、殿下。それじゃあ普段は美しくないみたいではありませんか!?」

「いや、済まぬ！　普段のお前も充分に美しいが、今日のお前はより美しいのだ。女がいつもより輝いて見えるのは何か良いことがあったり、嬉しいことがあったりした時だと聞くぞ。何かいいことでもあったか？」

「あったかと問われれば確かにございましたけれど、それは殿下とは関係のないことですわ」

「ちっ、なんだか妬やけて来るな。いったい何がお前を輝かせた？　ん？」

「内緒ですわ。それより、殿下。いったい何があったのですか？　どうしてこのような敗残兵のごとき有様となっておられるのですか？」

　するとゾルザルは憎々しげに言い放った。

「ヘルムの奴が負けたのだ。あれほどすぐに攻めかかれ、戦えと命じたのに、降伏を勧告するだの、なんだのと時間を無駄にしよってからに。おかげでこの始末だ」

「きっと、殿下にご運がなかったのですわ」

　テューレにとっての笑劇は、ゾルザルが自分に取りすがって胸に顔を埋めたことで最高潮に達した。

「そうか？　運が悪かっただけか？　なら、俺は悪くないよな。俺は悪くない」

　テューレは返事代わりに慈愛心に満ちた笑顔をゾルザルへ向けた。

「殿下、一時の負けは負けではないのではなかったのですか？」

「負けを取り戻すと言っても、それは軍があればこそだ。ここまで兵を失ってはもう、駄目かも知れぬ」

「そうでしょうか？　わたくしはそうは思いませんわ」

「そうか？　俺は再起することが出来るか？」

「はい。ただそのためには、どうしてこのようなことになったかきちんと考える必要がございます。運の他に何が悪かったのでしょう？　それは殿下がお側に置いた人材に問題があったからですわ。悪い人材を取り除いて良い人材を探すのです」

　するとボウロが前に出てテューレの言葉に合わせるように言った。

「そうでございまする殿下。まだ負けと決まったわけではござりませぬ。殿下がおわすかぎり、軍などいくらでも集めることが出来まする」

　すると、アブサンも言った。

「我ら帝権擁護委員も帝国全土に配置されており、地方長官らを殿下に従わせる指導力を保っています。お望みとあればいかようにでも兵力を掻き集めて見せましょう。再起はいくらでも可能です」

　だがテューレは「あらそうかしら」と首を傾げた。

「殿下、このような者達に傅かしずかれていて、果たして勝利を手にすることは可能なのでしょうか？」

「どういうことだ？」

「殿下。敗戦の原因はすべてこの者達のせいだと思いませんか？」

「俺が負けた原因は、アブサンとボウロにあるだと？」

「はい。殿下は常に勝利と共にあった方。どうして殿下に敗北の原因がござりましょうか？　あるとすれば普段とは異なることがあったから。そう、今回の戦いには普段とは異なる点がたった一つ」

「それはいったいなんだ？」

　取りすがって見上げるゾルザルに、テューレは瞳から思念を注ぎ込むかのように見つめて告げた。

「それは、わたくしが殿下のお側にいなかったことですわ」

　ゾルザルは頷いた。「そ、そうだ。確かにそうだ」と、頷いた。

　ボウロとアブサンは息が詰まった。いくらゾルザルでも、そんな非常識で根拠のない言葉を信じるとは思いたくなかったからだ。そんな理屈が通るなら、勝利のための努力の一切が意味を成さないことになってしまう。

　だが、ゾルザルはテューレがその口から注ぎ込む言葉の毒を、渇きを潤うるおす美酒のように呑み続けていった。

「そうだ、お前の言う通りだ」

「殿下が必死になって戦っておられたとき、わたくしは殿下の側に侍はべることが叶いませんでした。それはいったい何故、いったいどうしてだったのですか？　それをなしたのはいったい誰でしょうか？　ここにいるアブサンとボウロではありませんか？」

　それも嘘だ。主犯はゾルザルだった。だが当の本人に向けてそれを言うわけにはいかない。ボウロは懸命に抗弁の糸口を探した。

「馬鹿を言うなでございまする！　それはお前の自業自得というものでござりまする！　敵と通じて情報を漏らそうとしていたから……」

「そうだ、裏切り者のくせに。自分は悪くないと言い張るか！」

　激高するボウロとアブサンを無視してテューレは言葉を続けた。

「殿下、二人がわたくしを虐いじめます。助けて下さい」

　テューレはゾルザルの頭をまるで赤子のように抱き包んだ。

　そして優しくゾルザルの頭を撫でる。

　甘く優しい言葉で慰め、そして元気づける。その麻薬のような快楽に浸ったゾルザルは、目を細めると厳しい現実を思い起こさせる全ての言葉を耳から排除するよう試みた。

「殿下、この者達がわたくしを裏切り者と責めるのです。でも、この者らが言うように、わたくしが殿下を裏切っていたと言うのなら、わたくしが側にいなかった殿下はきっと勝利なされておりました。でも、残念なことに結果は違いました。全ての原因は、わたくしを裏切り者などといって、虐めた者達のせいです。違いますか？」

「ああ、確かにそうだ。テューレお前の言うとおりだ」

　ゾルザルは顔を上げると振り返り、どこにそんな気力が残っていたのかと言いたくなるほどに鋭い視線をアブサンらに浴びせた。

「お前達、テューレに謝罪しろ！　そして敗北の責任をとれ！」

　それを受けたアブサンとボウロらは心外だと抗議した。

「で、殿下！　そんな兎女の言葉に耳を貸してはなりません！」

「そうですとも。現実をよく見るでござりまする！」

「殿下。この者達が、こんなことを申しておりますわ」

「豚犬共。その耳障りな口を二度と開くな！　縊くびり殺してやるぞ」

「ぞ、ぞ、ぞる………ざる、さま」

　ぱくぱくと口を開くだけで、言葉を発することの出来ない者達を前にして、テューレはゾルザルに問いかけた。

「殿下。そもそも、どうしてこのような下げ賤せんな豚犬を、お側に侍らされたりしたのです？」

　ゾルザルは「済まない、若気の至りだった」と告白した。

「若い時分に淫いん売ばい宿やどにはまってしまってな。俺は高慢ちきな貴族の娘より、奴隷や亜人の女と交わる方が具合がよくてな……それで人目を忍んで通い詰めたのが、こいつの淫売宿だったというわけだ。だが、信じてくれ。お前が俺の側に来てからは、淫売宿に通うのも止めたぞ」

「本当に？」

「まぁ、時には……つきあいもあるからな」

「わたくしの故郷を襲うことにしたのも唆そそのかされたからですか？」

「ああ、そうだ。こいつがな、ヴォーリアバニーの味はまた格別だぞと唆してきてな。それで、その、なんだ……お前の部族を襲うことにしたというわけだ」

　心が弱った者特有の嗅きゅう覚かくが働いたのか、ゾルザルはテューレの心と体が若干硬くなったことを敏感に感じ取った。何かが彼女の感情に障ったのだ。

「ああ、許してくれテューレ！　若わか気げの至りだったのだ。純じゅん真しん無む垢くだったあの頃の俺はこいつに騙され、上手く乗せられてしまったのだ。それにそんなことがあったからこそ、俺はお前と出会うことが出来た。そう思えば悪いことではないと思わないか？」

「悪いことではないと？」

「ああ。お前という女が欲しかったばかりに、戦争を起こしてしまった。だがそんなことは太古の昔から起きてきたことではないか。それというのもお前が美しいのが悪い」

「わたくしが欲しかったばかりに、殿下はわたくしの部族を襲ったと言うのですね？」

　どうもゾルザルの中では、そういうことになっているらしい。

「そもそも悪い奴はこいつだ。こいつが俺を唆したのは、俺のような純粋な恋心からでなく、兎共を奴隷にするためでもない。もっと深い陰謀を巡らせていたからなんだ。兎はハリョを産み出さぬばかりか、純血種を王族と仰ぐ。その有り様はハリョの思想とは相容れぬ。不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵。そうした反動勢力は数を増さないうちに早々に摘み取ってしまうのが最良なのでござりまする……とか申しておってな」

「すると、わたくしを部族の裏切り者に仕立て上げたのは？」

「そうだテューレ。お前を中心に兎共をまとまらせないようにするための、こいつの巡らせた陰謀だったのだ」

　何もかも暴露してしまうゾルザルに、ボウロは全身から脂汗を流して後ずさった。

　後ずさりすぎて御者台から転げ落ちてしまう。だが地面に落ちても、尻を擦りつけるようにしてあたふたと手足を振りながら、少しでも遠ざかろうと後ずさりを続けた。

「殿下……この悪人共をどうしたら宜しいでしょうか？」

　テューレの微笑み含みの視線の意味を、ゾルザルは誤解なく理解した。

　テューレが目配せすると、ゾルザルが彼女の意思をあたかも自分の脳のう髄ずいから溢れたアイデアであるかのように口にするのはいつものことである。

「決まってるな。悪人は退治されるべきだ。それは古来からの鉄則だ」

　この言葉にアブサンとボウロは血相を変えた。

「お、お待ち下さい殿下。我らが、我らなくしてどうやって再起を図られるのですか！」

　だがゾルザルは兵士達に語りかけた。

「兵士共よ、このたびの敗北の責任はこの者らにある。もちろん、このような者達を側においたこと自体が俺の不明を意味する。過ちだ。それについては謝罪したい。だから頼む、過ちの修正のために今一度俺に手を貸してくれ！」

　百人隊長のボルホスは無言のまま剣を抜くと、兵士達と共にボウロとアブサンとを取り囲んだ。そして命令を待つ。

「テューレ。お前の好きなようにするがいい」

「では、その者達を八つ裂きになさい」

　兵士達は間髪入れずに命令を実行した。

「殿下、お待ち下さい！　助けて！」

　ボウロ達は手を伸ばし慈悲を求めたが、袋だたきにされるようにして全身に剣を何度も何度も突き刺された。そして救いを求める手を伸ばした姿のまま地面に倒れ伏した。

　ボルホスは、ゾルザルに顔を向けて復命した。

「殿下。ご命令を遂行しました。この後、どうしますか？」

「好きにしていい。長く世話になった……」

　するとボルホスはその場で兜を脱ぐと放り投げた。義理はもう果たしたと言わんばかりのふてぶてしい無礼な態度である。だがそれをとがめる者はここにはいなかった。

　彼に従う兵士達も旗を捨て、兜を捨てる。もう兵士なんかやめだという態度である。そしてテューレの胸にすがったままのゾルザルを一いち瞥べつして立ち去って行った。

「……みな、行ったか？」

　残されたゾルザルは、テューレの心音を聞くかのように彼女の胸に耳を当てていた。そうすることで安らぎを得られるかのようである。

「はい。行ってしまいましたわ」

　ゾルザルは顔を伏せたまま呟くように言った。

「お前は…………お前の復讐はきっと……まだ果たされていないのだろ？　取り除かなくてはならない悪い人材がまだいるのだな？」

「はい。最後の一人が残っています」

「た、頼みがある。いや、頼めた立場ではないことは重々承知している。だが、お前が俺に向けてくれた笑顔にわずかでも実があったなら、頼む。俺をお前の胸の中で……頼む」

　するとテューレは「はい」と告げてゾルザルと口づけをかわした。

　むさぼるようにテューレを抱きしめるゾルザル。だが突如「ううっ！」と腹の底からくぐもった悲鳴を上げ、口を押さえながらテューレから離れる。

　ゾルザルの腹部にはデリラのナイフが柄の根元まで突き刺さっていた。

「うごふっ！」

　うめき声なのか、それとも口内に溢れかえる血に噎むせたのか、あるいは腹部を刺されたことで胃腑から血を吐いたのか。どれともつかない苦悶の表情で、ゾルザルはテューレにしがみついた。

「テューレ」

　口元を血液で真っ赤にしつつ、テューレの首に自らの腕を巻き付ける。

「い、一緒に死んでくれ。俺はお前を、本当にお前だけを……」

「いや。絶対に嫌！　わたしは、お前なんかと一緒には逝いかない！　逝ってたまるものですか！」

















「駄目だ。お前は、俺と……」

　テューレの腕力ではゾルザルに敵かなうはずがない。抵抗しきれないことを悟ったテューレは、目に映る現実世界を拒絶するため、ぎゅっと目をつむった。そして、確実に得られていたであろうもう一つの将来に思いを馳はせる。

　やがて彼女の細い首から、枯れ木をねじり折るような音がする。その瞬間、世界は白い光に包まれ、その中から伸びてきた手がテューレの前に差し出された。

「迎えに来ましたよ、テューレさん」

「フ、フルタさん？」

「頼みますから、店を手伝って下さい。まずは壁紙の色からです。何色がいいですかね？」

「薄い桃色がいいわ」

「よかった。なかなか決められなかったんですよ」

　厨房で客の注文に応えて、次から次へと料理を作っていく古田。

　テューレの役目は客を迎え入れ、席に案内し、そして帰って行くのを見送ることだ。皿や小鉢を片付けて、また次の客を迎え入れることが出来るように整える。

　忙しい毎日。そして、幸せな日々。そんなテューレにとっての幸せの日々が白濁し、やがて消えていった。

　そして永久の沈黙が訪れる。テューレの表情は幸せの中にあるように笑顔で、そして美しかった。

「テューレは俺を愛していたんじゃないのか？　俺は、俺は！」

　ゾルザルはテューレの身体を投げ出すと後ろ向きに倒れた。

「ちくしょう！　俺は、いったい、いったい何の為に、何のた、め、に……」





　　　　　＊　　＊






「狭間陸将！　健軍団長から報告です。我、ゾルザル軍を殲せん滅めつす、以上です」

　幕僚の報告に、狭間とそれを取り囲む隊員達は、歓声を上げた。

「いい報せだ」

「これで終わりましたね」

「ああ。確かに終わった。だが、正直言ってこれからが大変だぞ」

　狭間は振り返った。

　そこから見える光景は、破壊されて崩れ落ちたドーム。そして、その周囲に運ばれてくる負傷者達。麓ふもとに広がっていたアルヌスの街も、すっかり荒れ果てていた。




　アルヌスの住民達は、瓦が礫れきの山と化した街並の前で呆然と立ち尽くしていた。

　建物の倒壊に巻き込まれた者がいないのが不幸中の幸いと言えるだろう。怪異が暴れたため全員でアルヌスの駐屯地に避難していたからだ。

　だが、破壊された街を前にして、これから何をどうしたら良いかが分からない。今夜はどこで寝れば良いのか。食べ物は？　仕事は？　全ては一瞬にして失われてしまったのだ。

「……なんにもなくなっちまったな」

「ウチら、これからどうしたらいいニャ？」

「い、今すぐ被害状況を確かめよう。情報を集めるんだ。とにかく崩れた建物を調査して、現場を視察して、再建のために必要な予算を捻ねん出しゅつして……何が必要で、何を出来るかを検討する会議を立ち上げて……」

　ディアボが、やるべき事を指折り数えながら皆に示していった。

　だが折られていく指の数が三本を超えたところで、皆はディアボから目を背けた。皆が欲しているのはそんなことではなかったからだ。

　本当に欲しいのは希望なのだ。確かにディアボが示したのは現実的な手順である。だが、しなければならないことの羅列は、そのハードルの高さを人々に実感させてしまう。その途方もない高さを前にして、傷ついた人々は立ち尽くすしかなくなるのだ。

　どうやってこれを飛び越えろと？

　無理だ。出来っこない。そんな気持ちにさせられてしまうのだ。

「おおっ、みんなここにいたか？　無事か？　怪我はないか？」

　そこに声をかけながら現れる伊丹と富田。

　皆からの無言の視線が伊丹へと集まった。

「な、なんだよ。どうしたんだ？」

「みんなぁ、途方に暮れてるのよぉ」

　ロゥリィは意地悪そうに笑みを浮かべる。

　テュカがわざとらしくも伊丹に腕にすがって尋ねた。

「ね、お父さん。どうしよう。困っちゃった、どうしたらいい？」

　ふらふらと起き出したレレイが、無言のままで伊丹にしがみつく。

「おっと大丈夫か？」

「大丈夫じゃない。もう疲れた」

　伊丹はレレイの頭を軽く撫でる。そして、この子はまだ十六歳だということを思い出すと、皆を見渡した。

「大丈夫、大丈夫。なんとかなるって。すぐに前みたいに生活できるようになるから。あ、でも手伝ってくれなきゃ困るぞ。俺一人じゃ何も出来ないんだからな。頼むから手伝ってくれよ！」

　この言葉に、ようやく皆の不安げな表情が和らいだ。

「とりあえず瓦礫を整理して、掘っ立て小屋でも良いから住める場所を作ろうぜ。食い物とかも掘り起こそう」

　すると街の住民達も、やるべき事を思い出したように働き始めた。

　伊丹はその姿にほっと息をつくと、振り返ってロゥリィ、テュカ、レレイの三人に尋ねた。

「ところでさ、ふと気になったんだけど……『門』ってさ、もう一度開く時に、無数にある世界から一つを見つけ出すために、向こう側に目印を設置することになっていたんだよな？　その作業っていつやったんだ？」

「えっ？」

　首をかしげるロゥリィとテュカ。そんな準備を施した記憶が彼女達にはないのだ。

　必然的にレレイへと皆の視線が集まる。だが、伊丹の胸に顔を埋うずめているレレイは全く顔を上げようとしなかった。

　というか伊丹にぎゅっと顔を埋めて、絶対に顔を上げないとばかりに力を込めていた。

「おい、レレイ。どうしたんだ？」

　レレイは答えない。だが、彼女の後頭部に張り付いている大きな汗マークが、焦りというか心情を表しているようであった。







　──四年後──




「こんばんは、０９ＰＭニュースです。訪米中の長なが倉くら総理は、日本時間本日未明、ホワイトハウスで大統領との会談を行いました。会談の内容は主に沖縄の基地問題についてです。長倉総理は大統領に対し、東アジア安定確保のためには両国間の円えん滑かつな協力態勢と沖縄県民の負担軽減が必要であるとして、基地移転に理解を求めました。会談内容の一部始終は、データ画面でご覧になることが出来ます……」

　新しく設立されたネット放送局のニュースキャスターとなった栗林菜々美は、続いての経済ニュースを読み終え、画面が録画へと移り変わった瞬間、ほっと緊張を解いて表情を綻ほころばせた。

　まだカメラワークが悪いのか、あるいはカメラマンの砂川がわざとそうしているのか、そんな一瞬の気の緩んだ姿が中継されてしまう。だが、そんな彼女の自然な表情こそ魅力だと言って賞賛する視聴者のコメントが、画面下側を流れていった。

　けれどそれをきっぱりと無視した菜々美は、すぐさま艶つやめいた唇をキュッと引き締めるとカメラに真っ直ぐな視線を向けて、次のニュースを淡々と読み上げた。

　得た情報の全てを、何も加えず、何も減らさずに報じる。何が良いことで、何が悪いかを判断するのは視聴者。自分はそのための情報を提供する、という姿勢に徹している菜々美のニュースは、多くの視聴者から信頼されていた。

　それが出来るのも、ネットでの放送だからだろう。菜々美は自分の下に集まってくる情報全てを、匿名掲示板形式で公開しているのだ。それには誰もがアクセスできて、誰でも論評、反論することが可能となっている。情報が偏かたよっている場合も、すぐさま訂正され、菜々美は直ちに報道内容に反映させるのだ。

「さて、本日の特集は、銀座事件板のうち、特にコメントの多いその後の展開予想スレッドから。銀座事件から四年、再開通が期待されている『門』ですが、未だにその気配はありません。一部では、『門』の再開通を絶望視する説も出ています」

　菜々美がそこまで原稿を読み上げると、『東大の教授が、二つの世界を繋ぐには、目印となる単結晶を双方に設置する必要があった。だけど『門』が閉じられる時のゴタゴタでそれが出来なかったと言っている』というコメントが、そのニュースソースを示すアドレスとともに画面の下を流れていった。

「そうですね。なので今夜は銀座事件、そして銀座騒乱事件に関わった人々の証言をまとめながら、今後の可能性を検証して参りたいと思います。そのために本日はスタジオに、今コメントでも紹介されました東大教授である漆うるし畑ばた名誉教授。それと養よう鳴めい教授、白しら位い教授にお越しいただきました」

　菜々美の向かい側には、ゲストとして招かれた三人の男達が座っていた。

　たちまち「教授！　お久しぶりです」とか、「今度は乱闘するなよ」と揶や揄ゆするコメントが画面を流れていった。

「さらに、望もち月づき紀のり子こさん。そして特別ゲストとして、駐日帝国大使のシェリー伯爵夫人においでいただきました」

　すると美しく成長したシェリーが、ぺこりと頭を下げた。

　画面には彼女のファンらしき人々によるコメントが大量に寄せられて画面がほとんど見えなくなってしまう。すると、お約束の「お前達の愛で、彼女の姿が見えない」などというコメントがつけられた。

　有機ＥＬの画面を見上げていた戸津が言った。

「栗林の妹さん、相変わらず凛り々りしいですねぇ」

　小さな店のカウンター席は、すし詰めだった。

　テーブル席の幾つかは空いているが、それにも予約の札が置かれて今夜は、満員御礼状態である。

「勝本！　お前、彼女に告って玉砕したんだって？」

　秘めておきたい出来事を、おやっさんこと桑原に暴露され、「どっからそんな噂が」と返す言葉もない勝本。

　カウンターの内側で小鉢に料理を盛りつけていた古田が代わりに答える。

「そう聞いてますよ。柳田一尉から」

　勝本の刺すような視線を浴びた柳田は「おいおい、内緒だって言ったろ」と肩をすくめた。

「けどよ、駄目だったのは残念だけど、がんばったって聞いてるぜ」

　取りなすように言ったのは、和服を綺麗に着こなしたデリラである。

　勝本の前に湯気を上げるお茶碗を置く手は、なかなか堂に入っている。こうした仕事もアルヌスの食堂での経験があるデリラにとっては、慣れたものである。古田の店で働き出してすぐに馴な染じむことが出来た。

「勝本さんとしちゃ勇気を振り絞ったってところだろうけど、ニュース番組の看板キャスターと、教育隊の助教とじゃ釣り合わないってことでしょうね？」

「そう言うお前はどうなんだ戸津？　恋人と同棲中なら、そろそろ結婚って話も出るだろ？」

　そんなことを言う桑原は、自衛隊を退職し、現在は警備会社で勤務しつつ孫の面倒を見る毎日である。柳田はそんな桑原に「まぁ、一杯」とビール瓶を差し出した。

「こんばんは」

　ガラッと開けられた扉に皆の視線が集まる。すると制服姿の仁科が立っていた。

「おお、仁科。良く来た、良く来た」

　桑原はそう言って、ビールの入ったグラスを掲げた。

「北海道土産みやげです」

　そう言って、仁科は古田に一抱えもある発泡スチロールの箱を差し出した。

　食べ物だから、皆に振る舞ってくれという意味であろう。磯いその香りがして来るので海産物かも知れない。

　仁科陸曹長は上衣を脱ぐと、デリラに預けた。デリラは仁科の制服をハンガーに掛けると丁寧に皺しわを伸ばして壁へとぶら下げる。壁には皆の制服がぶら下がっていた。

　座った仁科の前にもお茶が運ばれる。

「いらっしゃい。仁科の旦那はいまどこ？」

「倶知安くっちゃんだ。北海道の」

「北海道ってのは、寒いところなんだってね」

「ああ。極寒の地だ。古田……デリラも随分と慣れたみたいだな」

「ええ、もう三年ですからね」

　古田はそんな事を言って笑った。

「おい仁科、東二曹は、幹部学校へ進んだって噂だが本当か？」

「ええ、今は久く留る米めです。なかなかみんな都合が合わなくて、一同がそろうってのも無理かも知れませんね」

「笹川は退職して金沢だっけか？」

「あいつは親父さんが職人だとかで、その仕事を手伝うって言ってましたよ」

「黒川は自衛隊病院勤務だったよな。看護師長になったって聞いているぞ」

「隊長達、今頃どうしてるんだろうなぁ」

　おやっさんは、ビールを注ぎ足しながら言った。

　少し暗くなった雰囲気を払うかのように、古田が「仁科陸曹長のお土産ですよ」と言いながら、デンっと皆の前に刺身の舟盛りを置いた。その豪勢さに皆、「おおっ」と歓声を上げた。
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「随分と警戒厳重じゃないか？　殺し屋にでも狙われているのか？」

　政界を引退した嘉納は、保守党の党首となった夏目の公用車に乗り込むと挨拶代わりに警護の多さを揶揄した。

「今じゃこれが通常の体制ですよ。長倉総理の支持率が急降下してますからね。解散総選挙も近いので、警察も神経質になっているみたいです。それで物々しく感じるんでしょう」

「それで、今日は何の用だ」

「約束を果たしておこうと思いまして」

「約束って言ってもいろいろとあるんだが、まずはどこに行く？」

「まずは銀座です」

　銀座と、特地を結ぶ『門』が消失したその瞬間、日本側もまた震度五の地震に見舞われていた。

　震度五の地震は、日本ではそうたいした影響はない。だが、海外ではこれが深刻な事態を引き起こした。

　何しろ、世界にはこれまで地震など起きたことがないという地域もある。

　しかも国によっては耐震構造、何それ？　と言わんばかりに、石だの日干しレンガだのを積み上げただけの建物で生活していたり、鉄筋の代わりに竹を骨組みにしたコンクリートで高層建築物を作ったりしている。そのため、震度五の揺れでも多くの被害が出てしまったのである。

　国際社会は思い知った。

『門』は危険である。

『門』が開いていたわずかな期間だけでも、これだけの地震エネルギー……歪みが溜まったのである。ならば、もし閉じないでいたらどうなっていたか、と。

「あの時、日本にほとんど被害がなかったというのが世界を邪じゃ推すいさせてしまいました」

「それでか……国連大使が苦労してるって聞いているぜ。中、露は『門』がもう一度開いたら今度こそ共同管理ってうるさいらしいぜ」

　銀座の街並みの中、ドーム型の建物が見えてきた。

「危険な蟲獣の侵入に備えて、コンクリートの厚さを以前の倍にしてあります」

「ほう、すげぇ」

　銀座駐屯地に乗用車が滑り込み、そのままドーム内へと車が入った。

　鉄扉が閉められて、ライトがつく。

　ドームの中央には、半分にたたき割られた金剛石の片割れが保存されていた。ガラスケースの中に収められた白い物体に嘉納は顔を近づける。

「伊丹の奴がお袋さんの管財人に送りつけてた奴だな」

「はい。一時はどうなるかと思いましたが、一つの元素からなる純粋な結晶……これで、目印になってくれるはずです。後見人ががめつくてレンタル料が高いんですけどね」

「そうか。なら、あいつらが帰って来るのを待つだけだな」

「ええ。待つだけです。では次に参りましょう」




　夏目と嘉納を乗せた車は今度は秋葉原に向かった。

「もしかして、あそこか？」

「はい。明日が初日ですから、視察するなら今日のうちに行っておきませんと、落ち着いて見ることは出来ません」

　嘉納と夏目は秋葉原に新築された建物の裏口へまわった。表玄関は、明日の開場を待つ徹夜組が並んでいるからである。

「徹夜は禁止だってのに……しょうがない奴らだ」

「マスコミから国立のマンガ喫茶って散々揶揄されましたが、ようやく完成です」

　その中は、これまで発行された同人誌の数々が収められた図書館となっていた。一応国立国会図書館の分館という扱いになっているが、他にもアニメなどの映像作品や、そのセル画、脚本、各種貴重な資料等を収蔵するマンガ文化の博物館なのである。

　しかも明日からの三日間は落成記念の行事として、なんとこの建物で同人誌即売会が開かれることになっている。玄関前の行列もそのためであった。

「ありがてぇ。あいつが帰ってきたら、これで嘘つき呼ばわりされずに済むな」

　広い会場のなかに所狭しと並べられたブースを見て、嘉納は唸った。

　すでに明日の開館に備え、各サークル参加者が荷物を搬入し、飾り付け作業をしている。仕事を終えた者は、他のサークル参加者に挨拶したり、新刊を見せて貰ったりと騒がしい。

「おほっ……やってるな」

「私はこういうところ初めてですが、活気がありますね」

　夏目は、目の前に置かれていた薄手の本に手をかけ、表紙をめくった。

「あ、それは…………」

　気がついた嘉納が止めようとしたがわずかに間に合わず、夏目は凍り付く。夏目がめくったのは男性同士の愛情を女性視点で、ねっとりと描いた作品だったのである。

「なかなか凄ぇだろ」

「いや、そのなんて言うか……ちょっと理解したくないって感じですね」

「ま、そうだろうな」

「伊丹の奴が好きそうなのは、あの壁際のあたりにあるのだな」

　そんな嘉納と夏目のやり取りを、サークルの売り子は聞き逃さなかった。

「あん、おたくもしかして伊丹さんの知り合い？」

「ああ、そうだ。そういうあんたは伊丹の知り合いか？」

「ええそうですよ。もしかして太郎閣下？　すると、そちらは夏目閣下!?」

「俺達を知っているのか？」

「噂はかねがね。だけど困っちゃったな」

「なにがだい？」

「折角来て貰ったのに、今日は配布しちゃいけないことになってますからね。何かしらゲットしていって欲しかったんだけど。どうしようかな？」

「ありがとうよ。だけどいいさ。また明日来る」

「明日ですか。閣下達にはきついと思いますよ。すごい競争になるはずですから。まあ、伊丹さんに預けておきますよ」

「伊丹にだって!?」

　話の流れがよく分からなくなった嘉納は、話題となっている伊丹が、自分の知る伊丹と同一人物であるかを疑った。

「元女房が、梨り紗さって子の伊丹のことだよな」

「そうですよ。伊丹耀司、久しぶりだったけど間違いありません。そういえば梨紗さん、カンカンに怒っちゃってましたよ。伊丹さんを見たよって話したら、帰って来たならどうして連絡しない!?　何処にいる、出てこいっ！　なんて叫んで走りだしちゃって」

「なんだそれ？　つまりってぇと伊丹耀司がここにいるってことなのか？」

　この口ぶりではまるで伊丹が帰っているかのようである。

「もちろんですよ。他に伊丹耀司がいるって言うんなら……ってあそこにいたよ。ほら、お～い伊丹さ～ん！」

　売り子は前を指さして手を振った。

　もちろん喧けん噪そうのなかで声を張り上げても、目標の人物の耳に届くわけではない。だが、売り子が盛んに呼びかけてくれたおかげで、嘉納にも伊丹を見つけることが出来た。

　そう、確かに伊丹はそこにいたのだ。

　しかも黒ゴス、エルフ、ダークエルフ、魔法使いの杖を持った銀髪少女、そして紅髪のお姫様などを引き連れている。

「あっ……」

　すると伊丹も嘉納を見つけたようである。

「お、おま、お前はっ!?」

　そこで何をしているという嘉納の問いに、伊丹はまるで悪戯いたずらを見とがめられた子供のように言い訳をした。

「あっ、いや、ほら、この世界を見つける方法をいろいろ試行錯誤してたら、俺の記憶というか、一念というか、情念みたいなものが使えるってことが分かりまして。そしたら何故かここに開いちゃったんですよ。きっと、その、あの、アキバに行きたい、同人誌即売会に行きたいって念じてたせいなんでしょうかね？　二つの条件が満たされてうれしいなあってことで。……でもここが元の世界によく似た別の世界だったりする可能性もあるんで、とりあえず偵察してたんです」

　夏目は頭を抱え「ああっ、四年もかけた準備が、予算が……」と呻いている。

　嘉納は、久しぶりに顔を見た伊丹が全く変わらないのを見て安堵した。

「そうか、試行錯誤してたら『ここ』に開いちまったってわけか……そうか、なるほど確かにその二つの条件が同時にかなうのは今日のこの場所だろうよ。それでなにか、偵察をしていたと。この会場をうろつくのが偵察ねぇ……」

「どれだけ好きなんだよ、お前ぇはよ」嘉納はそう呟いてしまった。
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　これで、特地での彼らの戦いの物語は、一つの結びを迎える。

　もちろん、彼らの戦いはこれで終わりではない。歴史の教科書にあるように、平和とは次の戦いまでの一時の平穏でしかないからだ。

　だから彼らは今日も、嵐に備え続けている。とは言え、特地での彼らの活動を報告する記録の末尾は、こう記されて終わっている。

「自衛隊は、彼かの地にて、斯かくのごとく戦った」と。








〈完〉














　　あとがき






　皆さん、『ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　５．冥門編（下）』を手に取り、あまつさえお読みいただき、誠にありがとうございます。

『ゲート』のファーストシーズンは、これにて終わりです。

　長らくのおつきあい本当にありがとうございました。

　この作品は、皆さんのご声援で出来上がった作品です。これまでのご厚情に対して篤あつく御礼申し上げます。

『ゲート』は、最近流行のネット小説でした。

　もともとは、ＳＳ捜索・投稿掲示板 Arcadia という小説サイトで公開し、毎週火曜日の夜に一話ずつ更新していくという流れで連載を続けていました。

　そして、一旦完結してからアルファポリス社さんの「ドリームブッククラブ」という、ネット小説が書籍になるための登竜門に応募させていただいたのです。

　このドリームブッククラブの制度は現在はもうありませんが、これは読者の皆さんが公開された小説を読んで携帯投票をし、あるいは購入予約し、または出資を申し出て下さることで点数が積み上がり、それが規定を超えると、出版するかどうかの審査にかけられるというものでした。

　つまり、読者の皆さんの応援だけが全てだったのです。

　三ヶ月の公開期限内で、所定の点数になかなか届かない作品が多い中で、僅わずか五日間で規定の点数に達しました。

　皆さんが押し上げて下さった時の興奮と、「よしっ！」と一人で声を上げた時の喝かっ采さいは今でも思い出されて涙が出ます（あ、ほんとに涙が出てきた……）。

　そのおかげで、私は今、ここまで来ることが出来たのだと思います。

　ほんとうに、ほんとうにどうもありがとうございました。

　そしてこれからも、皆さんが楽しんで下さる小説を書き続けてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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